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　ここは人間たちが二丁目と呼ぶところにある、小さな沼。

　以前は田畑のための貯水池として利用されていたが、いまではすっかり忘れ去られ、人間はほとんど立ち寄らない場所。

　朝、石いしの怪かいは沼のほとりで、今日一日の暑さを約束してくれるような夏の日差しを全身に浴びながら、早くも始まったセミたちの大合唱に耳を傾けていた。

　夏の日々を謳おう歌かする彼らの命はとても短いが、その声は毎年変わることはない。

「この声はもう夏の風景の一部になっている……って、詩人ですね、わたくしって」

　お天道てんおと様さまを独り占めにしてご満悦の石の怪は、ひとり自分自身の言葉に照れている。

　とはいえ、人間の目からは、沼のほとりに平たい白い石があるだけにしか見えないだろう。

　そんな騒々しさの中の閑しずかさを満喫していた石の怪のもとに、訪問者がやってきた。

　その人物はコツコツと地面をステッキで突きながら近づいてくる。

　寝転がっていた石の怪がのそりと顔をあげると、そこに立っていたのは男装の麗人。

　黒のソフト帽、黒のスーツ、黒のシャツ、黒のズボン。そして黒のステッキ。

　すべてが黒一色。襟えり元もとに見えるネクタイのみが血のように赤い。

　彼女は切れ長の目で、石の怪をじっと見下ろしていた。

　姿形は人間であったが、気配はまったく違う。お仲間だ。

「どうもこんにちは」

　石の怪は短い手をぴょこっとあげて挨あい拶さつをした。

「はじめまして。あなたがこのあたりの妖よう怪かいをとりまとめているかた？」

　その女性はステッキを小こ脇わきに抱えると、ソフト帽の先に指をあてながら尋ねてきた。

「ああ、町内会に入りたいんですね」

　先日、石の怪は妖怪町内会長を襲名したばかりである。

「いいえ、違うわ」

　そう言って浮かべた彼女の笑みは、どこか冷たい感じがする。

「では、わたくしに計算でもしてほしいのですか。足し算、引き算、かけ算に割り算だって、おまかせですよぉ～」

　石の怪はいつも大事に懐ふところにいれているモノを、しゅぱっと取り出した。

　それこそは妖怪町内会長の証あかしたる、カード電卓である。

　その御ご利り益やくは素晴らしく、なんとこれを使うことで八桁けたまでの計算が自由自在にできるのだ。しかも、計算結果の正解率はいまのところ百パーセントを誇っているという、とてもとてもありがたいモノなのである。

「そんな用事じゃないわ。この土地に住まう家神のことを教えてくれないかしら」

「珠たま枝え様の？」

　石いしの怪かいはカード電卓を懐ふところにしまいながら、そのぽってりした頭を横に傾かしげた。

「ちょっと用があってね」

「……なんか、あなた怪しい感じですね」

　短い両手を組んで、石の怪はその女性を胡う散さん臭くさげに眺めた。

「そうはっきり言われてしまうと、否定する気もおきないわね」

「町内会長として、あなたのようなかたに珠枝様のことをお教えすることはできませんね。どんな用事か言ってくだされば、わたくしが伝言してあげますよ」

　どうもその女性は石の怪が知っているモノたちとは雰囲気が違っていた。

　人間の感覚で言うのならば、妙に垢あか抜ぬけていて洗練された様子。石の怪のようなのんびり屋の妖よう怪かいから見れば、あまり信用できないタイプの妖怪だった。

「石の怪だけあって、頭が固いのね？」

　そう言って女性は自分の言葉にくつくつと笑うと、小こ脇わきに抱えていたステッキの先を石の怪の頭に当てた。

「なっ、なにを……！」

　いつのまにか杖つえの先がかぎ爪づめに変化していた。

　その鋭い爪つめが石の怪の頭をがっしりとつかむ。

「痛っ、いたたたたたっ！」

　もふもふでやわらかな石の怪の頭に、かぎ爪は深く食い込んだ。

「でも、あまり頑固だと握りつぶしちゃうわよ？」

　あくまでにこやかに語るその言葉は脅しではない。

　基本的に妖怪たちは、嘘うそや駆け引きが苦手なのだ。そういった悪知恵は人間の仕事である。

「はいはいっ、珠枝様のことですね。なんでもお聞きください――」

　かくして、妖怪町内会長の口は、駄菓子屋のえびせんよりも簡単に割れたのだった。



    

  
    
      
第一章　しっぽのはえた珠たま枝え様？





　朝が来たらしい。

　窓から差し込む日差しによって、部屋の気温が少しずつあがっていくのが夢の中でもわかった。

　セミの声がやかましいが、それぐらいでは智とも宏ひろは目を覚まさない。

　この夢うつつの中での朝寝坊は、夏休みだからこそ味わえる素晴らしきひととき。

　普通の休日では、せっかくの休みを無駄にしたくない思いから目を覚ましてしまうが、永遠とも思える夏休みなら一日や二日、無駄にしたところで……

「智宏、起きるのだ、おーきーるーのーだー！」

　セミよりやかましい声が耳元で響く。

　それは聞き慣れた声だが、ちょっと発音が舌っ足らずな気がする。

「おーきーろー！　このっ、このっ！」

　声の主はもそもそと頭の上に登って、どたばたと暴れ出した。くすぐったいことこの上ないが、顔を掻かいたら声の主を押しつぶしてしまいかねない。

　渋々ながら、智宏はこの優雅なひとときを手放すことを決心した。

「わかったよ……珠たま枝え……」

　弱々しく返事をすると、智宏は身体からだを起こす。

　すると、いままで顔面でわめいていた珠枝がコロコロと転げ落ちた。

「こらぁ、いきなり起きるな。罰当たりめっ！」

「あっ、ごめん」

　智宏の胸のあたりにしがみついていた珠枝を、両手でそっと抱きかかえると、布団ふとんの脇わきに置いてやった。

「夜更けまで、本など読んでおるからいかんのだ」

　珠枝は枕まくら元もとに積んである本に肘ひじをかけて、怒ったように頬ほおを膨らませた。

　その珠枝の姿は、何度見てもやはり小さい。

　手のひらサイズというのが、まったくもって相応ふさわしい。

　このサイズだと普通の服は着られないので、珠枝によれば正装だという、例の白装束をいつも着ていた。

「けど、その本、なかなか面白いんだよ」

「ふん……本を読むなとは言わん。ほどほどにしろと言っているのだ」

　珠枝はちらりと積まれた本のタイトルを見た。

　それらは妖よう怪かいに関する本だった。

　内容は子供向けのものではなく、大学教授や民俗学研究家が書いた、高校生の智とも宏ひろにはちょっと難しい内容の本ばかりである。

　珠たま枝えたちの世界をもっと知りたいと思った智宏は、まずは一番手軽な方法として本から学ぶことに決めたのである。時間がありあまっている夏休みは、その格好の機会であった。

　智宏のようにモノが見える人が書いたという本はあまり無いが、それでも妖よう怪かいと人との関かかわりの歴史など、ためになることは多い。家神のことや、ヤマイヌ、濡ぬれ女といった、これまで智宏が会った妖怪に関する記述もあり、このことを先に知っていれば、彼女たちにもっと違った態度で接することができたのにと思うことも多々あった。

「それで……まだ、目が覚めぬのか？」

　珠枝は不機嫌そうに尋ねた。

「え、目は覚めたけど？」

「ならば、おまえの目は節穴か」

　珠枝はぷいっとそっぽを向いた。

「えーと……？」

　智宏はしばらく珠枝の後ろ姿を見つめてから、きょろきょろとあたりを見回した。

　ここは智宏の自宅ではない。

　畳敷きの八畳間。壁には天井まで届く大きな本棚が並べられ、あとは窓際に小さな書き物机があるだけという、とてもシンプルな部屋だ。

　いま、智宏たちは近所に住んでいる老婦人、静しず江えの家にやっかいになっていた。

　この前智宏が旅行に行っていた頃ころから母親の仕事が山場を迎えており、しばらく大学から家に帰れぬ日々が続いている。

　もっとも、智宏はそんなことは小さな頃から慣れっこだったので、一人でも自炊はできるのだったが、今回はある事情も重なったので、母親の友人である静江の家にお世話になることにしたのだ。

「まさか、おまえを追いかけているやつが来ているのか？」

　智宏は緊張した面持ちで尋ねる。

　智宏たちが静江の家にやっかいになっている事情――それは、珠枝が何者かに追われており、自宅にはいられないというものだった。

「馬ば鹿か者もの、そんなことではないわっ！」

　ますます珠枝はふくれっ面になったが、追っ手とは関係無いらしいので智宏はホッとしていた。

　いま珠枝がこのような小さな姿になっているのも、追っ手の目を欺くため自分の強い霊力を分離しているからだという。こうして自分の力を弱めることで、追っ手は気配を察することができなくなるらしい。

　それにしても、理屈ではなんとか理解できるが、実際にチビになった珠枝を見ていると、やっぱり妖怪たちの世界は人間の常識では計りきれないと実感させられる。

「追っ手が来たんじゃないなら、いったいどうしたんだよ？」

　すっかり安心した智とも宏ひろは、いままで寝ていた布団ふとんを片付けながら尋ねた。

　いつもはベッドで寝ている智宏にとっては、毎日の布団の上げ下げは新鮮な経験だ。

「本当に……わからぬのか……？」

　だんだん珠たま枝えの声のトーンが沈んできた。

　そんな落ち込んでいる珠枝の様子に、智宏は少し焦る。

　布団を手早く片付けると、顔を背けて後ろを向いている珠枝の姿をよ～く観察する。

　いったいどこに変化が――

「あっ、髪型！」

「ようやく気づいたか。この罰当たりめ」

　珠枝はちょっとだけ振り向いて、横目で智宏のほうを見る。

　この前の海水浴の一件で、珠枝の長く美しかった髪は短くなってしまっていた。

　その短い髪の両端を、珠枝は赤い玉のついたゴムで結んでいた。

　昨日までは普通におかっぱ頭をしていたはずだ。

　珠枝はふくれっ面のまま、ゴムで縛ってちょこんと両側に飛び出た髪の毛を触っている。

「それどうしたんだ？」

「……静しず江えばあさんにもらった」

　珠枝はぶっきらぼうに答える。

「ふーん」

　珠枝のサイズに合わせて作られた髪飾りで、よく似合っている。きっと静江の手作りだろう。あとでお礼を言っておかねば。

　それにしても、せっかく髪型の変化に気づいてやったというのに、珠枝の機嫌はいっこうに直らなかった。

「どうだった、智宏君は可愛かわいいって誉ほめてくれた？」

　そこに静江がやってきた。

「ばっ、馬ば鹿か者もの～っ！」

　静江の言葉に、珠枝は真っ赤になった。

「あら、なんでそんなに怒ってるの？」

　珠枝の剣幕にも、静江はまったく動じた様子は無い。

　糊のりがパリッと決まっている白の半はん袖そでシャツに、細身の黒いズボンという、歳としを感じさせないスマートな格好。この家に来てから、智宏は静江のだらしない格好というものを見たことがない。

「ワチは別に智宏に誉めてもらいたくてとかではなくてだな……これは、その……」

　珠枝は髪飾りを両手で隠して、口をとがらし上目遣いで静江をにらんだ。

「なに言ってるの。女の子がおしゃれをするのに、男の子に誉めてもらいたいから以外の理由があって？」

「だっ、誰だれが女の子だ。ワチは家神だぞ、この罰当たりめっ！」

　珠たま枝えは、さらに頭から湯気を出すのではないかというほど真っ赤になった。

「そんなこと言っても、どこからどう見ても女の子よねぇ？」

　静しず江えは珠枝の前にしゃがみこんで、ニコニコと笑っている。

「まあ……珠枝、その髪型も悪くないと思うぞ」

　すっかり静江のペースに乗せられてしまったという感じだったが、智とも宏ひろは照れくさいのを我慢してぼそぼそと小声で言った。

　すると珠枝は空気の抜けた風船のように怒りをしぼませて、ぼそぼそと呟つぶやいた。

「……別におまえに誉ほめて欲しくてつけたわけではないのだぞ。この季節、どうにも暑苦しくてのぉ」

　あんなにばっさり短くなったのだから、暑苦しいということはないような気がしたが、智宏は黙っておいた。

「まあ、おまえが似合っているというのなら、このままにしておくとするか」

　長さが気になるのか、珠枝は両端の髪の毛をつまんでピコピコと動かしている。その仕草はお世辞抜きで妙に可愛かわいらしい。

「じゃあ、そろそろ朝ごはんだから。智宏君は顔を洗ってきなさい」

「あっ、はい」

　部屋を出て行く静江に返事をすると、智宏は珠枝も追い出して、さっさと着替えを始めた。
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「今日の朝ごはんは『おむれつ』だぞ。知っておるか、洋風の卵焼きだ」

　テーブルの上に置かれた、ボール紙の箱でこしらえた専用の小さな食卓について、珠枝はしたり顔で言った。

「そのぐらい知ってるよ……」

　そう言われてみると、智宏はあまり家でオムレツを食べたりしない。母親の仕事が忙しいので、作り置きの煮込み料理を温めたりするか、智宏の雑な自作料理というパターンが多かった。オムレツのような繊細な料理は、そのどちらにも当てはまらない。

　静江の家では、朝食は必ずパン。

　昼はランダム。

　夜は純和風というのが決まりのようだった。

　なんでも独り暮らしだと自分の好物ばかり作るようになってしまいワンパターンになるので、そういった縛りを自主的に設けているらしい。

　智宏がテーブルを拭いて、今朝届けられた牛乳屋の瓶の牛乳を並べていると、静江が絶妙なバランス感覚で両手にたくさんの皿を乗せてやってきた。

「静しず江えさん、危ないですよっ！」

　あわてて智とも宏ひろは皿を受け取りに行く。

「大丈夫よ、このぐらい」

　一緒に暮らしてみると、静江にはこういった大胆な側面が多いことに気づかされる。

　もっとも、マヤのような妖よう怪かいとつきあっているぐらいなのだから、ただ者ではないのは最初からわかっていたことだ。

「昨日も夜更かしさんだったの？」

　智宏と一緒に料理の皿を並べながら静江は尋ねた。

「ええ、静江さんの本は勉強になります」

「ずっと昔に書いたものだから、恥ずかしいわ」

　そう――智宏が夜更かしをして読んでいる本には、静江の書いたものも含まれていた。

　なんでも以前、大学に勤めていた頃ころに書いたものらしい。

　内容は妖怪に関する伝承収集や、その考察といったもので、出版されたのは智宏が生まれるよりも前の本だが、とても面白いものだった。妖怪が見えない人が感じている、彼らに対する気持ちというのが、智宏にとっては新鮮だった。

　眼力を得てから、智宏にとって妖怪は見えるモノというのがあたり前のようになっていた。

　しかし、こうして本を読んでみると、世の中の大部分が妖怪を見たことのない人であると実感させられる。国交省が妖怪対策をしていることや、真ま希きたちのような祈き祷とう師しについての記述はとても少なく、まるでわざと隠しているかのような印象を受ける。

　なにか大人の事情というものが働いているのかもしれない。

　静江の本をすべて読み終えたら、他ほかのことも含めて、溜たまった疑問を彼女にぶつけてみたいと思っていた。

「智宏っ、智宏っ、早く供えるのだ！」

　テーブルの上で珠たま枝えが騒いでいる。

「わかった、わかった」

　智宏は自分の前に置かれたオムレツをナイフで切った。

「こらこら、そんなはじっこではなくて、真ん中のふわふわトロトロの部分をよこさんか」

「うるさいなぁ、まったく」

　智宏はもう一度、オムレツの真ん中を切って、半熟になっている部分を珠枝の皿に置いてやった。珠枝のサイズに合わせて、醤しよう油ゆ皿ぐらいの小さな皿が用意されている。

　トロッととろけてバターの良い香りを漂わせるオムレツを前に、珠枝は満足げに鼻をひくひくとさせている。

　言葉遣いは年寄り臭い珠枝だが、食事に関しては、和食も洋食も和菓子も洋菓子も、自分に供えられたモノはなんでもよく食べる――苦手なブロッコリーだけは例外だが。

「智宏、パンと牛乳を――」

「ほら、これでいいんだろ？」

　言われる前に、智とも宏ひろは四分の一にしたトーストと、牛乳の入った小さなカップを用意してやった。

「うむうむ、悪いのぉ」

　珠たま枝えは小さくなってから、やたらと智宏をこき使うようになった。

　その身体からだで不自由なのはわかるのだが、とにかく些さ細さいなことでもなんやかんやと智宏に用事を言いつける。

　寝ている時間以外、ほとんど珠枝と一緒にいるようなものだった。

「智宏、智宏、オムレツが熱いのだ。冷ましてくれ」

「冷ますって？」

「ふーふーしてくれ」

　珠枝は満面の笑顔で言った。

「はあ？」

「おまえが小さい頃ころ、ワチがよくやってやっただろう？」

　そう言って、珠枝はオムレツをふーふーと口で吹いて見せた。

　ようやく意味のわかった智宏は顔を赤らめる。

「なっ、なに言ってんだ。ほっときゃ勝手に冷めるよ」

「むぅ……」

　みるみるうちに珠枝の表情が曇っていく。

　口をとがらせ、不満げに果物用の金属製の楊よう枝じで熱々のオムレツをぷつぷつと刺している。

　はっきり言って卑ひ怯きようであった。そんな態度をされたら、智宏も無視できるはずがない。

「わあったよ。貸してみろ」

　智宏はそんな珠枝からオムレツの皿を取り上げると、ふーふーと息を吹きかけて冷ましてやった。

　海水浴から帰ってきてから、ずっとこの調子である。

　身体が小さくなったと同時に、態度まで幼児化してしまったかのようだ。

　そんな二人の様子を、静しず江えは実に楽しげに眺めている。その視線に気づいた智宏は、照れくささがマックスに達して、すぐに皿を珠枝の前に戻した。

「すまんな。この姿ではいろいろ面倒が多くてのぉ」

　と言っている珠枝の顔は、それほど悪びれたようには見えない。

「おまえ、まだ元に戻らないのかよ？」

「んー、別にこのままでもいいではないか」

　智宏が冷ましたオムレツを満足げに珠枝は口に運んだ。

「今も言ってたけど、いろいろ不便だろ？」

「おまえがいるから平気だぞ」

　しれっとそんなことを言いながら、今度は四分の一にしたとはいえ、それでも自分の顔よりも大きなトーストに大胆にかぶりついている。

　智とも宏ひろの言葉などあまり耳に入っていないようだ。

「だけど、夏休み中、ずっと一緒にいるわけにもいかないだろ？」

「ワチはそれでもかまわんがな」

　口の周りをバターだらけにしながら、トーストが美お味いしいのか、それとも他ほかに理由があるのか、とにかく珠たま枝えはご満悦の表情だ。

「そんなんじゃあ、俺おれは困るの！」

　いままでは、あえのことの座でエビス様に捧ささげるため、珠枝に髪を切らせてしまったという負い目から、なるべく珠枝の望むようにしてきたが、さすがにそろそろ我慢も限界だった。

　珠枝のことは大事に思っているが、こう四六時中べったりではさすがにうんざりしてくる。

「それに大事な霊力を猫なんかに預けたりして、どこかへ行ったらどうするんだよ？」

「猫は自分から余よ所その土地に行ったりしないものだ。心配するな」

「えっ、珠枝ちゃん、霊力を猫に預けているの？」

　いままで黙って食事をしていた静しず江えが、二人の会話に入ってきた。

「そうなんですよ。しかも、ウチに遊びに来ている野の良ら猫ねこなんかに」



    

  
    
      



    

  
    
      「野の良ら猫ねこなどと呼ぶな。あいつはマロニャーだ」

「マロニャー？」

　静しず江えが首を傾かしげる。

「ワチと美み雪ゆきさんとで名前をつけてやったのだ。マロンケーキを食べているときにニャーと鳴いてやってきたから、マロニャーと名付けてやった。どうだ、良い名だろう？」

　そのネーミングセンスのどこに自信を持っているのかさっぱりわからないが、とにかく珠たま枝えは自慢げだ。

「そうね。なんかいい感じね。この家にも時々どこからか猫が遊びに来るけど……そういえば、名前はつけていなかったわね」

　静江は楽しげに珠枝の言葉にうなずいている。どうやら静江も猫は嫌いではないらしい。

　珠枝の言っているマロニャーは、数年前からちょくちょく智とも宏ひろの家にやってくるようになった野良猫であった。

　いわゆるサバトラと呼ばれる、銀色にうっすらと黒い縞しま模も様ようのある毛並み。

　智宏の母親である美雪や珠枝はマロニャーのことを可愛かわいがっていたが、智宏にはまったく懐くことはなかった。近づくと餌えさを取られると勘違いしてか、いつも毛を逆立てて威嚇をする生意気な猫だというのが智宏の印象である。

「でも、マロニャーに預けていて、おまえを追っている奴やつが見つけたりしたらどうするんだよ」

「なーに、住まう土地の逃げ道や抜け道に関して、猫たちほど精通しておるモノはおらん。余よ所そ者に捕まるほど、マロニャーはドジではないぞ」

　確かに猫というのは、いろいろな抜け道を知っているモノだが……

「ホントに大丈夫なのかよ？」

　追っ手がどんな相手か智宏は知らないが、珠枝が霊力を分けてまで目をくらまそうとしている相手である。本当に猫などにまかせて安心なのか気がかりだった。

「まあ……大丈夫だろう……きっと」

　急に珠枝の口調が怪しくなった。

「ホントに、ホントだろうな」

　智宏は珠枝の座っている小さな椅い子すをくるっとこちらに向け、じっと真正面から見つめた。

「いや……もうしばらくぐらいなら……平気だと思うがな……たぶん」

　珠枝は目をそらして、両手の指をもじもじもさせながら小さな声で呟つぶやいた。

　どこから見ても嘘うそをついている態度である。

　嘘が苦手な珠枝は、こうやって問い詰めればすぐにボロを出す。

　いつもなら智宏もこんな意地悪な真ま似ねはしないが、今回ばかりは話が別である。

「今日はマロニャーを探しに行くぞ！」

「なっ！　今日はプールに行く約束のはずだぞ!?」

　珠たま枝えは驚いたように立ち上がった。

「プールは元の姿に戻るまでおあずけ」

「智とも宏ひろ、ワチはおまえを約束を破るような子に育てた覚えはないぞ」

「おまえが行かないなら、俺おれひとりでも探しに行くからな」

「そっ、それは駄目だ。下へ手たに奴やつに会ったら危ない――」

「そんな危ない奴が狙ねらっているんなら、なおさら早くマロニャーを探さなきゃ駄目だよな？」

　珠枝の言葉に被かぶせるように智宏は言った。

「むーっ、それはそうだが……」

　ようやく珠枝も納得してくれたようだ。

　それにしても、自分ひとりで行くと聞いた途端、この慌あわてぶりということは、珠枝を追っているモノとは智宏の予想以上にやっかいな相手のようだ。

　そもそも珠枝が逃げ回らねばならない妖よう怪かいというのは、いったいどんなモノなのか。

　正真正銘の神様であったエビス様にさえ、珠枝は対等の口をきいていたぐらいだというのに……

　ふくれっつらでオムレツを頬ほお張ばっている珠枝の顔を横目で見ながら、智宏は少し気を引き締めてマロニャー探しをしなければならないなと思うのであった。



　　　　　◆◇◆



「やはりタロウのもふもふは格別だのぉ」

　静しず江えの飼い犬である柴しば犬いぬのタロウの背中にしがみついて、珠枝はさっきからずっと全身でもふもふしている。

　朝食を終えた智宏は、珠枝を連れてマロニャー探しに出かけていた。

　真剣に探し回っている智宏とは対照的に、珠枝のほうは散歩ついでに連れてきたタロウの背中ではしゃぎっぱなしだった。

「どうだ、まるで鞍くら馬ま天てん狗ぐのようだろう？」

　タロウの背中にまたがって、珠枝は意気揚々と言った。

「……いや、どちらかといえば、金きん太た郎ろうだな」

　こちらは熊くまではなく犬だったが、おかっぱ頭のちいさな珠枝の姿はそうとしか形容できなかった。

「ばっ、馬ば鹿か者もの。ワチのどこが金太郎だ！」

　怒った珠枝は、タロウの背中でばたばたと暴れ回っている。どうも小さくなった珠枝は怒りが爆発すると、駄だ々だっ子のように手足を振り回して、ばたばた暴れ出す癖があるようだ。きっと身体からだが小さいので、怒りを発散させるのに全身の動作が必要なのだろう。

　一方、タロウのほうは子犬のくせに忍耐強く、珠枝が背中で暴れ回っても平気な顔で智宏のあとをトコトコとついてきていた。

「もうちょっとタロウのことを見習えよなぁ」

　そんな利口なタロウの様子を見て、智とも宏ひろはため息混じりに呟つぶやく。

「ふん、この罰当たりめ」

　珠たま枝えはタロウの背中に抱きつきながら、上目遣いでこちらをにらんでいる。

　どんなときでももふもふを忘れないその根性はたいしたものだ。

「それより、マロニャーの気配はまだわからないのか？」

「うん……？　それがのぉ、いまいちはっきりせんのだ」

　いままでつり上げていた眉まゆ毛げをハの字にして、珠枝は呟いた。

　一瞬、また適当な嘘うそをついているのかとも思ったが、その情けない顔を見る限りは嘘ではないらしい。

「この前は、その気になればマロニャーなんてすぐに見つかるって言ってたじゃないか」

「うむ、ワチの霊力を持って歩いているのだから、察しようと思えば、すぐに居場所はわかるはずなのだがのぅ」

　珠枝はタロウの上にあぐらをかいて、腕を組みながらうんうんと唸うなっている。

　どうやら珠枝も真剣に探してはいるらしい。

　それでも見つからないということは――

「まさか、もう捕まっているんじゃないだろうなっ！」

「いや、そんなことはないと思うが」

「じゃあ、どうして居場所がわからないんだ？」

「もしかすると、里を離れて、山に入っているのかもしれん。山の奥にはワチの目も届かぬ場所があるからのぉ」

「でも、猫はどこか行ったりしないんじゃなかったのか」

「心配するな。マロニャーは里のモノだ。いずれは戻って来るだろう」

　珠枝は組んでいた腕を解くと、今度は大の字に仰あお向むけになってタロウの背中に寝転がった。

「それより良い天気ではないか。やはり今日はプールに行かないか。久しぶりにワチのカッパ泳ぎを披露してやるぞ？」

「プールより、マロニャーが先！」

「ふん、おまえは海でたっぷり泳いできたからいいが……その間、ワチはひとりで……」

　珠枝はぶちぶち文句を言いながら、寝返りをうってうつぶせになると、タロウの毛を指でいじりまわした。ちょっとくすぐったいのか、いままで平気な顔をしていたタロウも、なんとなく迷惑そうな表情で背中の珠枝を振り返って見ている。

「たくっ、自分のことだってわかってるのかね……」

　しかし、そうは言っても、珠枝にマロニャーの居場所がわからないとなると、智宏としてもお手上げだった。

　両側に田んぼの続く炎天下の道の上で、智とも宏ひろが途方にくれていると、道路から立ち上る陽炎かげろうの向こうで影法師がゆらめいた。

「なんだ、あれ？」

　智宏の眼力は、その影法師に自分の知っている気配を感じた。

「むっ、智宏。引き返すぞ！」

　いままでタロウの上で寝転がっていた珠たま枝えが、ガバッと身を起こした。

「えっ？」

　そんな珠枝の言葉に振り向いた瞬間、ひやりと冷たい風が身体からだを吹き抜けた。

　すると、珠枝は驚いたようにくるりとタロウの背中からすべり降りて、その腹側にしがみついた。まるでなにかから身を隠しているかのようだ。

「こんにちは」

　その声は耳に聞こえるというよりは、首筋を声がくすぐったといった感じがした。

「うわっ！」

　驚いた智宏が声のしたほうを振り向くと、そこには影法師が立っていた。

　夏だというのに全身黒ずくめ。

　ソフト帽にスーツ姿。左手にはステッキ。

　唯一、黒ではない真っ赤なネクタイが妙に艶なまめかしい感じがする。

「コヒロ？」

　その黒衣の人物の顔はコヒロによく似ていた。

　外見もさることながら、智宏の眼力はその気配にコヒロと近いモノを感じ取っていた。

　ただ、それはあくまで近いモノ――コヒロではない。

　その証拠に、黒衣の人物は智宏の言葉にニイッと赤い唇をつり上げた。

　コヒロはそんな表情をしたりしない。

　唇の形は笑みを浮かべたようなモノだったが、それは決して智宏の知っている種類の感情の表れではなかった。

　もっと異質なモノ。

　智宏は眼力すら使うことを忘れ、立ちすくむのみだった。

「私の名はオオヒロ」

　黒衣の人物はそう名乗った。

　二言目の声を聞いて、ようやくその人物が男の服装をしているが、女性であることに気づいた。

　切れ長の目に、濡ぬれたような唇、蝋ろうのような白い肌。

　よくよく見れば、誰だれもが息を呑のむような美女だった。

「あなた変わった目をしているのね」

　呆ぼう然ぜんとする智宏の反応を楽しむかのように、オオヒロはすっと顔を近づけて言った。

　得も言われぬ香りが鼻をくすぐる。

　それは良い香りなのかどうかもわからない。古い家に入ったときに漂う、ちょっとだけ甘い香り。気分を落ち着かなくさせるようなオオヒロの外見とは裏腹に、その香りはなんとなく智とも宏ひろの気持ちを解きほぐす。

「それにあなた海の匂においがするのね」

　夏の強烈な日差しを遮る帽子の影の奥でも、さらに深い黒の瞳ひとみが智宏の指先を見つめている。

　オオヒロが見ているのは、智宏の指に巻き付いたエビス様のあごひげだった。珠たま枝えいわく、強い力を宿しているモノらしい。

　普通の人が見れば、ただの紐ひもにしか見えないこのひげの正体を一目で見極めたということは、やはりただ者ではない。

「なにか用ですか」

　智宏は隙すきを見せないように、表情を硬くして問いかける。

「神様を捜しているの」

　近づけていた顔をすっと引いて、オオヒロは例の笑みに似た表情を浮かべたまま言った。

「はあ……」

　その言葉を聞いて反射的に珠枝のほうを見てしまいそうになるのを、智宏は懸命に堪こらえた。

　そんな智宏の様子を、オオヒロは無言のままじっと観察している。

　細められた目には、どこか楽しげなものさえ感じられる。

　すべて知っていてからかっているのではないかという考えが智宏の頭に浮かぶが、それでもこちらからボロを出すわけにはいかない。

「お稲荷いなりさんはあっちですよ」

　智宏はわざととぼけて稲荷神社がある方向を指さした。

　ささやかな抵抗である。

「主あるじが留守の神社に用はないわ」

　オオヒロはステッキで軽く地面を突いた。

　コツリという小さな音が、智宏にとっては身がすくむほど大きく聞こえた。

　無言の圧力が、智宏の中にあるオオヒロへの反抗心をしぼませる。

　ヤマイヌやエビス様に会ったときに感じた霊格の高さとか、そういうモノではない。

　とにかく彼女には抵抗しがたい迫力があった。小さい頃ころにひどい悪戯いたずらをして、カンカンに怒った母親に正座をさせられたときのことを智宏は思い出していた。

　まるで叱しかられた子供のように、智宏が少しうつむいたままなにも言わずにいると、コヒロはもう一度ステッキで地面をコツリとついた。

　まったく同じ動作だというのに、今度は全然違った音に聞こえた。それはまるで、怒っていた母親が「ほんとにしょうがないわね」と許してくれた合図のため息のように、智宏の緊張した心を解きほぐす。

「素直な子ね。神様のおきにいりなのもわかるわ」

　その言葉に、智とも宏ひろは自分がからかわれていたのだと理解した。

　完全に子供扱いされてさすがにカチンと来たが、それでもオオヒロの雰囲気に飲まれて何も言い返せない。

　とにかく、この場をなんとかやり過ごすにはどうしたらいいのか、懸命に考えた。

「それにしても、霊力を分けるなんて器用なことをするものですね。私もすっかり騙だまされてしまいました」

　何の前置きもなく、唐突にオオヒロが敬語で呟つぶやいた。

　その言葉に智宏は顔を青ざめさせる。

　オオヒロは珠たま枝えのことに気づいている。

　しかも、霊力を分けていることまで知られてしまった。

「あまり調子に乗るなよ」

　隠れていることがばれてしまった珠枝は、タロウの腹から、背中のほうへともぞもぞと這はい上あがった。

　妖よう艶えんな雰囲気を漂わすオオヒロに比べると、どうひいき目に見てもその姿は頼りない。

「はじめまして――でしたよね？」

「ふん、他ほかの三本足になら大昔に会ったことがあるがな」

　ようやく登り終えた珠枝は、タロウの背中の上に立って腕組みをしながらオオヒロを見上げた。口をへの字にして、機嫌の悪いときの表情をしている。

「噂うわさ通り、頑固そうなかたですね」

「貴様のしつこさほどではない。いい加減、巣に帰れ」

　珠枝はしっしっとオオヒロを追い返すように手を振った。

「用事を済ませたら帰ります」

「このなりでも、貴様などに後おくれは取らんぞ」

「はい、年を経た神の知恵には敬意を持っているつもりです」

　オオヒロは地面についていた杖つえをくるりと回すと、小こ脇わきに抱えた。

　そんなオオヒロの様子に、珠枝は怪け訝げんそうに眉まゆをぴくりと動かす。

「何を考えておる」

「おふたりにとって良いことですよ。そのお姿を見て、いまピンとひらめきました」

　オオヒロは人差し指を立てて、妙に嬉うれしげな顔でじっと珠枝のほうを見つめている。

「ワチらにとって何が良いことであるかは、ワチらで考える」

「すでにその答えは、ずっと昔に人間が出していますけどね」

「貴様に言われるまでもない」

　だいぶ珠枝は苛いらついている様子だ。

　両端で縛っている髪の毛が、風もないのにざわざわと不吉な動きを見せた。

「そうですね。では、また……」

　そんな珠たま枝えの様子を察してか、オオヒロは別れの挨あい拶さつ代わりに帽子のつばを指で触れると、黒いつむじ風となってあっという間に消え去った。

　登場と同様に、いなくなるのも実に突然だった。

「あやつめ、ワチの策を逆手にとって、まずはマロニャーから捕らえる気だな」

　タロウの背中の上に立って、珠枝は苦虫をかみつぶしたような顔をしている。

「あの人がおまえを追っているモノなのか」

「そうだ。ワチを山神に仕立てて、この土地の見張り番にさせようとしているのだ。あの様子だと、相当マロニャーに引っ張り回されたらしいな」

　いい気味だとばかりに、珠枝はふんと鼻を鳴らした。

「それって……兼かね康やすさんがよく言っているのと同じことか？」

　このあたりの土地の妖よう怪かいたちを鎮しずめるために、国交省の祈き祷とう師しである兼康は、霊格の高い珠枝に山神となってくれるよう再三懇願をしていることは、智とも宏ひろもよく知っている。

　いまのところ、珠枝は気ままな家神でいることを選んでいるようだが、将来的にはどうなるかはわからない。このままきちんと祭られることなく家神として徐々にその力を弱めていくのか、それとも山神として祭られて永く土地に在あり続けるほうがいいのか……

　それはまだ答えの出ていない、いまの智宏にとって最大の悩み事だった。

　だから、智宏は妖怪たちの世界について学ぼうとしているのだ。静しず江えの家で読書漬けの生活をしているのも、それが理由である。

「まあ、拝み屋たちの言っていることと同じようなことだな。ただ、あやつはそれを無理矢理に押しつけようとしているから腹が立つ」

「やっぱり、早くマロニャーを見つけて、力を取り戻さないといけないな」

「……力を取り戻す？」

「だって、あのオオヒロはずいぶん霊格の高そうなモノだったじゃないか。いまのおまえの力じゃあ、やばいんじゃないか？」

　そう尋ねた智宏の顔を珠枝は不機嫌そうにじっと見つめる。

「な、なんだ？」

「ワチらの霊格が高いの、低いの――電化製品の性能みたいに言うな」

「そんなふうに言ったつもりはないんだけど」

　いや、それは嘘うそだった。

　いま、自分はオオヒロの霊格と、珠枝の霊格のどちらが高いか比較をしていた。

「以前、おまえはワチを好いてくれるから、その目が必要だと言ったな」

「あ、ああ……」

　珠枝のことを家族として大切に思っているからこそ――もっと深く理解したいからこそ、妖怪たちの世界が見えるこの眼力は必要なモノだった。この眼力があれば、本で学ぶよりもっと手っ取り早く妖怪たちの世界を知ることができる。

「おまえはワチらの世界へと大きく足を踏み込んでいる。そして、最初の分かれ道に立っているが、いまのおまえが進もうとしている先にあるのは、拝み屋たちがいるのと同じ場所だぞ。もっとも、人間にとってはその方向が正しいのかもしれんがな」

　そう言って、珠たま枝えはタロウの背中にまたがると、ぽんぽんと足で腹を蹴けった。

　するとタロウは尻尾しつぽを振りながらゆっくりと歩き出した。

　タロウの首輪に結んであるリードに引っ張られて、ようやく智とも宏ひろは珠枝とタロウの後を追いかけた。

「待ってくれ。だったら俺おれはどうしたらいいんだよ？」

　珠枝がなんでそんなことを言い出したのか、智宏にはわからなかった。

「それをワチに尋ねるのか？」

「えっ？」

「好く、嫌うは、人に教わるものではないだろう。まして、その相手自身に尋ねるなど……どうかと思うがな」

　珠枝はそう言って、タロウのリードを手に取ると、智宏から奪うようにぐいっと引っ張った。されるがままに、智宏はリードを手放す。

「まだ夏休みはたっぷりある。いろいろ考えてみるのだな、お互いに」

　そう言い残し、珠枝はタロウの背に乗って駆けていってしまった。

　あとを追いかけなかったのは、珠枝がそれほど腹を立てているような感じがしなかったからだ。

　きっと、珠枝がこの場を去ったのは、智宏をひとりにして、じっくり考えてみろということなのだろう。また、最後の「お互いに」という言葉も気にかかった。

　珠枝も考え事をしたいということだろうか。

　暑い日差しが照りつける道の上で、智宏は夏休みの課題がひとつ増えてしまったと、ぼんやり思っていた。



　　　　　◆◇◆



「ふ～、この暑さ……どうにかならないのかねぇ」

　コンビニ袋と脱いだ背広の上着を手にして、兼かね康やすは朝から猛烈に照りつける太陽から身を隠すため、公園の木陰にあるベンチへと避難した。

　木陰の外は、出歩くモノは皆日干しにしてやろうと言わんばかりのかんかん照りだったが、ここは涼しげな風の通り道だった。

「まったく……夏だからって、そんなにムキにならないでもいいのに」

　陽炎かげろう立ち上る景色を眺めながら、兼康はネクタイをゆるめ、胸ポケットに入れてある小型ラジオのボリュームを少し上げた。

　兼康は耳にこだまという妖よう怪かいを飼っており、いつも耳につけているイヤホンから聞こえるラジオの音はその餌えさである。

　このこだまのおかげで兼かね康やすは現世うつつよ、常とこ世よに関かかわらず、あらゆる音を聞き分けることができる。そして時にそれは、風の吹き抜ける音を聞き分け、このような夏でも涼しい穴場を探すのにも役立つのだった。

「夕方には真ま希きが来るし、やっぱりレンタカーを借りたほうがいいかなぁ」

　コンビニ袋からカップアイスを取り出して蓋ふたを開ける。

　今日、智とも宏ひろたちのいる土地に兼康がやってきているのは、いつもの道路工事に関する妖よう怪かい調査というわけではなかった。

　国交省のほうは昨日から短い夏休みを取らせてもらっており、ここに来ているのはプライベートな用事からだった。よって、いつも乗り回している公用車の高級セダンも、東京に置いてきている。

「けど、相手がオオヒロじゃあなぁ」

　せっかくの夏休みに、兼康がこんな暑い思いをしてまで歩き回っているのは、オオヒロの行方を捜しているからだった。

　飛び抜けた聴力を利用しての人捜しは兼康の特技だったが、オオヒロはこちらの気配を察してかわざと音を消して行動しているらしい。そんな彼女を追うのに、騒音の激しい自動車は不向きである。

　よって、地道にこうして自分の足で音を拾い回るのが得策だったのだが……この猛烈な暑さは計算外だった。いつも冷房の効いた車で移動しているため、余計に堪こたえた。

　冷たいバニラアイスを木のさじで口に運びながら、兼康は耳を澄ましてみる。

　このあたりは町中と違って人工的な騒音が少ない。

　セミたちの声も、カエルの声も、夏休みを楽しむ子供たちの声も、都会に比べてすべてが生き生きしているように思える。

「けど、たまにはこうして自然に触れるのもいいもんかねぇ」

　日陰のおかげでようやくちょっと汗がひいてきた兼康は、さじをくわえたままのんびりと呟つぶやいた。

「うみゃあん」

　そんな兼康のすぐ脇わきで、猫のような声がした。

「うわっ！」

　兼康はその声に飛び上がるほど驚いた。

　なぜそんなに驚いたかといえば、こちらは耳を澄ませていたというのに、声がするまでまったく物音が感じられなかったからだ。そんな芸当ができるモノは、そう多くはない。

「な、ななっ！」

　かたわらにいたモノを見て、兼康は納得すると同時に新たな戸惑いを憶えた。

「うみゃ～にゃ、うみゃ～にゃ」

　なぜか名古屋弁らしき言葉で「うまい、うまい」と言いながら、ぺろぺろとアイスの蓋を舐なめているのは誰だれであろう、兼康も一目置いている家神の珠たま枝えだったのだ。

「たっ、珠たま枝え様、そんなモノを舐なめないでも……」

　いくらなんでも神様の珠枝がそんな行儀の悪いことをしているのを黙って見ていられず、兼かね康やすはその手からアイスの蓋ふたを取り上げた。

「おまえ、なにをするか～！」

　すると珠枝は髪を逆立て、もの凄すごいで形ぎよう相そう怒鳴った。

「いっ、いやっ、アイスを食べたいのでしたら、こちらをどうぞ……と思いまして」

　激怒する珠枝の迫力に圧倒されながら、兼康は自分のアイスを差し出した。本当ならば食べかけを差し上げることも失礼のような気がするのだが、このままにしておいたらどんな目に遭わされるかもわからない。

「んん～～～～？」

　妙に警戒した目でアイスを見ていた珠枝だったが、ちらりと上目遣いでこちらの様子を見たかと思うと、しゅばっと奪うように受け取った。

　そして、ベンチに座り直すと、さじも使わずにカップを両手で持ってペロペロとなめ始める。

　一瞬、さじを渡そうとした兼康だったが、熱心に食べているその様子を見て、いま声をかけたら噛かみつかれそうだと思い、やめておくことにした。

「いつ大きくなられたんですか？」

　どうもアイスは鬼門のような気がしたので、兼康は別の話題を振ってみた。

「この前からにゃ」

　あっという間にアイスを舐め終わり、珠枝は手首あたりに垂れた溶けたアイスを熱心に舐めている。

「そうですか」

　先日、珠枝が小さくなってしまった件については、兼康も少なからず関係があった。

　そのうえ智とも宏ひろを自分の仕事に巻き込み、危険な目に遭わせてしまったため、珠枝の大きな怒りを買ってしまったのだ。

　そのときは、もはやこれまでのような関係は修復不能と思ったので、翌朝、智宏と帰ってきた珠枝が自分たちに詫わびてきたときには驚いたものだった。

　智宏が自分で危機を乗り越えたのだから、珠枝としては怒るいわれはないというのが詫びの理由だそうだったが――それでも兼康はいまだに大きな引け目を感じていた。

　結果がどうあれ、智宏を危険に晒さらしたのは間違いない。自分の見込みが甘かったのは、責められて当然のことだった。

　そんなわけで、いま兼康は珠枝とはちょっと顔を合わせづらい状況にあったのだが……いったい珠枝は何を思って、ここにやってきたのだろうか？

　この暑さのせいではない、別の種類の汗が兼康の額に流れた。

「アイス、うまかったぞ。おまえ、いいやつだなっ！」

「は、はあ、それはどうも……恐縮です」

　珠たま枝えの甘いモノ好きの性格は、これまでにも幾度となく接待に利用させてもらってきたが、アイスひとつでこんなに感謝されるとは意外だった。

「ここはワシのおきにいりの場所だけど、おまえもいていいにゃ！」

　そう言った珠枝は、ニカッと口を大きく開けて笑った。

　口には妹の真ま希きを連想させる、八重歯が二本生えている。

「それはどうも、ありがとうございます」

　どうやら珠枝の機嫌はこれまでにないぐらいに上々な様子なので、少し落ち着きを取り戻した兼かね康やすは、あらためてその姿を観察した。

　身体からだの大きさは元に戻っている。

　服装は珠枝の普段着である、ちょっとサイズが大きめの白いＴシャツと黒のスパッツ。暑くて引っ張ったのか、Ｔシャツの襟えりが少し伸びてだらんとしていた。

　そして、問題はここからである。

　夏であっても涼やかに流れる美しい長髪のてっぺんにはグレーに黒の縞しまのついたネコの耳らしきもの。さらにスパッツのお尻しりからも、耳と同じ模様の長い尻尾しつぽが伸びて、ゆらりゆらりと兼康をからかうように動いている。

　相手は自分の身体のサイズさえ自由自在の家神なので、いまさらどんな姿をしていようがそれほど驚きはしないが……この格好はいかがなものか。

　そういえば、この前の旅行の帰り道で、智とも宏ひろにはコスプレ趣味があるとかないとか、真希たちが話していた。

　ということは、まさかこの珠枝の格好も智宏の趣味だというのか？

　なんと罰当たりな。

　しかし、もし珠枝自身が喜んでこんな格好をしているとすれば、それは個人の嗜し好こうであり自分が口を挟むことではないが――

　そんな調子で、兼康がうんうん唸うなって悩んでいると、膝ひざの上にほわりと微妙な重さを感じた。

「なっ、なにを！」

「食ったから寝るにゃ」

　珠枝は兼康の膝の上に頭を乗せて、ベンチの上に丸くなって寝転がった。

　いわゆる膝ひざ枕まくらというやつである。

　もしかして、自分はからかわれているのだろうか。

　神の奸かん計けいにはまっているのだろうか。

　兼康は、またも嫌な汗が全身に吹き出してきた。

　そんな兼康の鼻先をゆらりゆらりと動くのは、縞しま模も様ようの尻尾である。

　艶つややかで見事な毛並みで、その動きは妙に蠱こ惑わく的だ。兼康は思わず目で尻尾を追ってしまう。

「素敵な尻尾ですね」

　兼かね康やすは何の気無しにポツリと呟つぶやいた。

「んんっ、人間のくせに、この良さがわかるのか？」

　珠たま枝えはそういって尻尾しつぽをくるりと自分のほうに巻き付けると、愛いとおしそうに頬ほおずりをする。

　そして、兼康を上目遣いでちらりと見たかと思うと、すっと顔をあげた。

「ん～っ！」

　苦悩する兼康の膝ひざ元もとで、珠枝はあごをこれでもかとあげて、「んーんー」と唸うなっている。

　いったいなにをしているのだろうか？

　さっぱりわからない。

「おまえ、気が利きかないっ！」

　そんな珠枝の動作に戸惑っていると、なんだか知らないがいきなり怒られた。

　不可解なことの連続で、兼康は誰だれでもいいから助けて欲しい気持ちだった。

「すみません」

　怒られたので、とりあえず謝っておく。

　だんだん、深く物事を考えられなくなってきた。

　あまり酷使したせいか、だいぶ脳みそがフリーズしてきているようだ。

「こうしたら、ここを撫なでる。子供でも知ってることにゃ」

　珠枝はもう一度あごをあげて、自分の首もとを指さした。



    

  
    
      



    

  
    
      「撫なでるんですか？」

「やさしくにゃ～」

　脳みそフリーズ状態の兼かね康やすは、言われるがままに珠たま枝えのあごの下を撫でてやった。

　するとゴロゴロと猫のように喉のどを鳴らす。

　最近、神様の間ではこういう猫ゴッコが流は行やっているのだろうか？

　休暇が終わったら、忘れずに国交省に報告書をあげておこう。

　停滞する思考の中で、兼康はぼんやりとそんな馬ば鹿かなことを考えていた。



　　　　　◆◇◆



「へえ～、そんな立派な旅館だったんだ。先生も行きたいなぁ」

　瑞みず穂ほの土産みやげ話に、本ほん間ま先生はうらやましそうな声をあげている。

　確かにこの前、真ま希きたちと一緒に海水浴に行ったときの旅館は、旅行慣れしている瑞穂にとっても驚くほど豪華だった。

　あんな旅館にタダで泊めてもらって申し訳ないぐらいだ。

　招待してくれた兼康には、なんらかの形で恩返しをしなければならないだろう。

　といっても、いったいどうしたら兼康が喜んでくれるかはわからない。

　そこで、いつもお世話になっている本間先生にお土産を渡しに行ったついでに、兼康のことを聞いてみようと思った次第である。

「でも、そんなところにカモメッピのガラス細工があるなんてねぇ～」

「珍しいですよね」

「うんうん、お腹なかの垂れ具合もきっちり再現されてて、あれは職人の技ね」

　瑞穂がお土産に買ってきたカモメッピのガラス細工は、予想通り本間先生には大好評であった。ここまで喜んでくれると買ってきた甲か斐いもあるというものだ。

　智とも宏ひろにお土産を買ってきても、照れているのか、あまり喜んでくれなくてつまらない。しかし、今回は一緒に旅行に行けたのだから、瑞穂にとってはそっちのほうがよほど嬉うれしかった。

　瑞穂が本間先生の家を訪ねたあと、一緒に図書館に行くことになった。

　夏休みの読書感想文の相談をするためにである。

　瑞穂は理数は得意なのだが、どうも国語は苦手だった。特に作文が苦手なので、感想文の書きやすそうな本を本間先生に教えてもらおうという狙ねらいである。

　もちろん、当初の目的である兼康のこともあってのことだったが。



　まだ午前中だというのに、日差しは強かった。

　本間先生は白のサマーブラウスに、薄紫のフレアスカート。

　瑞穂はこの時期の定番の普段着である水色のキャミソールに、大きめの麦わら帽子。この帽子はこの前の旅行で好この香かが被かぶっていたのを見て、影響されて買ったものだった。

　日焼けも気になるので、この季節は重宝する。ほとんど衝動買いだったが、良い買い物だったと思う。

「ところで、楠くすの木きさんとはどんな感じなんですか～？」

　会話がとぎれたところで、瑞みず穂ほはずっと気になっていたことをさりげなく尋ねてみた。

「なっ、な～に？　いきなり」

　みるみるうちに本ほん間ま先生の顔が赤くなる。

　本間先生と兼かね康やすがつきあっているのではないかという疑惑については、親しん戚せきの子だと思っていたマヤが実は妖よう怪かいだったという驚きに紛れて、うやむやになってしまっていた。

　しかし、いまの反応を見る限りは、まだ二人の関係はホットなままらしい。

「この前、家に来ていたじゃないですか～？」

「だから、あれはお仕事で来てくれてただけだって説明したでしょ」

「最近はどうなんですか～？」

「ん～、私の具合も良くなったし……時々、電話をくれるぐらいかな」

　なんとなく本間先生の声は沈んだ感じだ。

　もしかして、二人の仲はうまく行っていないのだろうか。本間先生の態度を見る限りは、いまでも兼康のことを気にかけてはいるようなのだが。

　これ以上、このことを尋ねるのは気が引けたので、瑞穂は口を閉じた。



    

  
    
      



    

  
    
      　その代わり、頭はフル回転である。

　もしかすると、これは兼かね康やすと本ほん間ま先生の二人に恩返しをする絶好のチャンスなのではないだろうか？

「どうしたの、有あり坂さかさん？」

　そんなことを考えているときに急に名前を呼ばれて、瑞みず穂ほはわたわたと手を振った。

「いっ、いえっ、別になんでもないです！」

　しかし、自分はあまり兼康とは親しくない。

　お兄ちゃんっ子の真ま希きに相談するのはどうも気が引けるし、ここは智とも宏ひろに頼るのが一番のような気がした。なぜか兼康はよく智宏の家を訪ねていることだし。

「あれっ？」

　炎天下の道を避けて木陰の多い公園を通り抜けていた二人の足がぴたりと止まった。

「あ、あの……先生？」

　瑞穂はかたわらから、夏だというのに身を凍り付かせるような冷気を感じ取った。

「ごめんなさい……なんか先生、ちょっと気分が悪くなってきちゃった。図書館にはひとりで行ってくれるかな？」

　本間先生はまるで寒風吹き荒すさぶ氷原に立ち尽くしているかのような、真っ青な顔色をしていた。

　瑞穂に話しかけているというのに、その視線は宙をさまよい、焦点が定まっていない。

「はっ、はい、私は平気ですからっ！」

「……じゃあ、ごめんなさいね」

　そう言い残して、本間先生はふらふらと方向転換をすると、いま来た道を引き返していった。

「おっ、お大事に～」

　そんな本間先生に遠慮がちに声をかけてから、瑞穂はさきほど二人で向かおうとしたその先にあるベンチのほうを見た。

　そこに座っていたのは、話題の人物である兼康と珠たま枝えという、意外な組み合わせの二人だった。

　しかも、二人は仲むつまじく兼康が珠枝に膝ひざ枕まくらなどをして、そのあごの下を優しくなでなでしているのである。これは本間先生でなくても、少なからずショックを受ける光景だった。

　いったいどのように判断していいのかわからないが、とにかく一大事には違いない。

　瑞穂はいろいろ迷ったあげく、まずは智宏にこのことを伝えるべく、携帯電話を取り出した。



　　　　　◆◇◆



　珠たま枝えに置いてきぼりをくらった智とも宏ひろは、国道沿いの歩道をあても無くふらふらと歩いていた。

　太陽を遮るものはひとつもなく、道のずっと向こうには逃げ水が揺らめいている。

　昨晩、読んだ本によると、蜃しん気き楼ろうの正体は蛤はまぐりの妖よう怪かいが吐き出す息だということだが、ではあの逃げ水はいったい何者が作っているのだろう？

　ぼんやりとそんなことを考えながら、一方ではマロニャーをどのようにして探したらいいのかを思案していた。

　あのとき、なぜオオヒロがおとなしく立ち去ったのかはわからないが、珠枝に興味を失ったというようには見えなかった。

　珠枝も言っていたように、マロニャーに狙ねらいを定めたというのだろうか。

　しかし、なぜ？

　一番考えられることは、マロニャーを人質にするということだ。

　マロニャーがオオヒロに捕まってしまえば、珠枝は元に戻ることができなくなり状況はかなり不利になる。取引材料にはもってこいだろう。

　そうさせないためにも、早くマロニャーを見つけ出さねばならないのだが……

「しかし、暑いな～」

　どうやら、この季節は歩きながら考え事をするには向いていないようだ。

　考えに夢中になるあまり熱射病になりかけた智宏は、逃げ込むように国道脇わきにポツンと立っているコンビニの中へと入った。

「あ～っ、涼しい」

　地元で数えるほどしかないコンビニは、昼食の弁当を買いに来たサラリーマンや、今日発売の漫画雑誌を立ち読みしている中高生たちで、結構繁盛していた。

　智宏はクーラーの効いた店内で涼みながら、並んでいる商品をなんとなしに見て回る。

「へえ、こんなのあるんだ」

　お菓子の置いてある棚に「バターめんたい味」と書かれた新製品のポテトチップを見つけて、智宏は足を止める。

　ポテトとバターと明太子が極彩色で描かれたパッケージからは妙な魅力を感じる。

　なぜコンビニに来ると、こういう珍しいお菓子を買いたくなるのだろうか。

　そんなことを思いながらポテチに手を伸ばしかけたとき――

「んっ？」

　智宏は何者かの視線を感じた。

「んんっ？」

　気配を感じたほうを見ると、棚の陰からふさふさした何かがぴょこっと飛び出ている。

　それはなにかの尻尾しつぽのようだ。

　智宏は足を忍ばせて近づくと、そっとのぞき込んだ。

「なにやってるんだ、おまえ？」

　そこにいたのは子ダヌキだった。

「うわ～ん！」

　声をかけられ飛び上がって驚いた子ダヌキは、自分の尻尾しつぽを抱いてコロコロと転がった。

　智とも宏ひろはこの子ダヌキに見覚えがあった。

　妖よう怪かい町内会長を決定するときにやってきた親子ダヌキの子供である。

「そんなに驚くなよ」

　まわりの目を気にしながら、智宏は隅で丸くなっている子ダヌキに呼びかけた。

　どうやら他ほかの人には子ダヌキの姿は見えていないらしい。

「こ、こ、こんにちは、冷血人間コンピューターさん」

「おまえな～、その呼び方はやめてくれないか」

「だって……」

「頼むから、智宏って呼んでくれ」

　以前、好この香かが自分のことを「冷血人間コンピューター」などと紹介してから、一部の妖怪たちは智宏のことをそう呼ぶようになってしまっていた。

「え～、冷血人間コンピューターのほうが格好いいのに……」

　子ダヌキは自分の尻尾をもじもじといじりながら、上目遣いで言った。

「それよりも盗み食いはほどほどにしておけよ」

「ぬっ、盗み食いなんてしてないよっ！」

　智宏の言葉に、子ダヌキは毛を逆立てて怒った。

「じゃあ、こんなところで何してたんだ？」

「お腹なかすいたから来たの」

「やっぱり盗み食いに来たんじゃないか」

「違うよー。盗んだりしないもん。人間に買わせて、それをちょっとわけてもらうだけだもん」

「……どういうことだ？」

「さっき、智宏さんにやったみたいにね……こうやって……」

　子ダヌキは両手を合わせると、目を閉じてむにゃむにゃとなにやら唱え始めた。

「買えポン、買えポコ、バターめんたい買えポンポコ～」

　するとバターめんたい味ポテチの前を通りかかった客がふと立ち止まり、かごに一袋入れるとレジへと持っていった。

「あとは、あの人の家についていってこっそりつまみ食いさせてもらうの。だから盗み食いじゃないよ！」

　子ダヌキは胸を張って答える。

　盗み食いとつまみ食いにどれだけの差があるのかは知らないが、まあコンビニに直接の被害が無いことを考えると、後者のほうが少しだけ罪も軽いといえるだろうか。

「ちょっと待て。もしかしてコンビニに来ると、なんかついついいろんなモノを買ってしまうのって……おまえらのせいなのか？」

「さあ、他ほかのコンビニのことは知らないよ～？」

　子ダヌキは首を傾かしげているが、智とも宏ひろの頭には全国のコンビニで妖よう怪かいたちが客に余計なものを買わせている姿が思い浮かんでいた。

「コンビニだとうまくいきやすいんだ。他のお店だと、なかなか化かせないけど」

「うーん」

　コンビニだから買ってしまうのか。

　妖怪がいるから買ってしまうのか。

　きっと、ふたつの要因がうまく重なった結果なのだろう。

　思わぬところで、思わぬ妖怪の一面を垣間見ることができた。こんなことは本にだって書いてはいない。

「今日は俺おれがポテチ買ってやるから、こんなことはほどほどにしておけよ」

「うわ～い」

　子ダヌキは智宏の言葉に腹をポコポコ叩たたきながら喜んでいる。

　まわりの客に聞こえるのではないかと心配したが、誰だれも気づいている様子は無い。普通の人間に気づかれないように姿を消すというのは、どんな妖怪でもできることらしいので、この子ダヌキも他の客には見えないのだろう。

　智宏はレジで会計をすませると、ポテチの袋を子ダヌキに手渡しながら尋ねた。

「そうだ、その代わり教えて欲しいことがあるんだけど」

「なぁに？」

「このあたりの山で猫が集まる場所は知らないかな」

「猫が～？」

　子ダヌキはポテチの袋を抱きしめたまま、しきりに首をひねっている。

　その様子からして、あまり当てにはならなそうだった。

「猫とはあんまり仲良くないから知らな～い」

「そうか……」

　確かに猫と狸たぬきは、あまり相性は良さそうではない。

「でも、山のことだったら、ヤマイヌさんに聞けばなんでも知ってるよ」

「ああっ、その手があったか！」

　思いがけない名案に智宏はまわりの客のことを忘れて大声をあげた。

　そんな智宏に店内の客たちの視線が集まる。

「あっ、いや……その……」

　智宏がなんとか誤魔化そうとしていると、ちょうど良いタイミングで携帯電話が鳴った。

「あっ、もしもし？」

　これ幸いと、電話に出ながら智宏は自然な流れでそそくさとコンビニを出て行こうとしたのだが……自動ドアが開いたところで、智宏はまたもみんなの注意を引く大声をあげることになった。

「なんだって、珠たま枝えと兼かね康やすさんが援助交際～っ!?」



　　　　　◆◇◆



　瑞みず穂ほの電話に呼び出された智とも宏ひろは、すぐに現場の公園に急行した。

「智ちゃん、こっちこっち！」

　公園の入口で瑞穂が手を振っている。

「まだいるのか？」

「いるわよ、二人きりで。兼康さんなんて、さっきから珠枝ちゃんに膝ひざ枕まくらをして身体からだを撫なで回しているのよ。これ、どういうこと？」

「な、撫でまわし……っ！」

　智宏は絶句する。

「こんなのマキマキが知ったら、なんて思うか……」

「いや、絶対に真ま希きに知られちゃ駄目だぞっ！」

　あの高濃度なブラコンである真希が、そんなところを目撃したら……

　しかも、よりによってその相手が普段から真希が嫌悪する人ならぬモノ、さらにいつも喧けん嘩かばかりしているあの珠枝ともなれば、その怒りは天を貫き、地を裂くことだろう。

　そして、必ずそのとばっちりは自分のところにもやってくる。

「とにかく、兼康さんのいるところに連れて行ってくれ」

　援助交際うんぬんについては、百パーセントの確率で瑞穂の勘違いであると確信しているが、なぜ二人がそんな誤解をされるようなことをしているのかまでは智宏にもわからなかった。

　まずは状況を確認するのが先決だ。



「こっちよ……」

　瑞穂と一緒に、二人の様子が観察できる場所へとこっそりと移動した。

　木陰のベンチで兼康と珠枝の姿を発見する。

　瑞穂の言うとおり、兼康の膝ひざに頭を乗せて、珠枝は気持ちよさそうにベンチの上に丸くなって寝転んでいた。

　しかも、そんな珠枝の肩や背中を、兼康は優しく撫でている。

「なっ！」

　すると、珠枝はそのお返しとばかりに機嫌良さそうに兼康の胸に頬ほおずりをした。

「なっ、ななななななっ！」

　一気に頭へと駆け上った血液が、脳みそに激突してごわ～んという音をたてた。

「智ちゃん、落ち着いて」

「ああ、落ち着いてる、落ち着いているとも。俺おれはいたって冷静だよ。だから、いまから警察に電話をする。あの男を社会的に抹殺するために」

　智とも宏ひろは震える手で携帯電話を取り出そうとした。

「早まっちゃ駄目～っ！」

　智宏が一一〇番の一一まで押したところで、瑞みず穂ほが携帯電話を奪い取った。

「なにするんだっ！　あれは間違いなく犯罪だぞ。最低の犯罪だ！」

「だから落ち着いてよ。あの二人があんなことをしているなんて、なんか理由があると思うの！」

「理由？」

　瑞穂の言葉に、智宏も少しだけ冷静さを取り戻した。

　そして、落ち着いた気持ちで、二人の様子を観察すると――

「んにゃ～～」

　珠たま枝えが兼かね康やすのあごのあたりをぺろりと舐なめていた。

　それを見た智宏の頭の中で、ぷちんと何かが切れた音がした。

「警察じゃあ手ぬるい。いますぐ処刑してくる！」

　そう叫さけぶと、智宏は瑞穂の制止を振り切って二人の元へと駆けていった。

「なにをしてるんだっ！」

　二人の前に仁に王おう立だちになって、智宏は叫んだ。

「わっ、智宏君！」

　驚いたようにこちらを見る兼康。

　その目には気まずさと後ろめたさが表れている。

　間違いない、こいつはクロ。有罪確定。

　一瞬で智宏は脳内裁判の判決を下した。

「あんたって人は――」

　ところが、そこに意外な弁護人の登場である。

「あ～っ、嫌な奴やつが来たにゃ！」

　ガバッと身体からだを起こした珠枝が、こちらを指さして大声でわめいた。

　反射的に智宏は後ろを振り向くが、不思議なことに誰だれもいない。

　いったい珠枝は誰を指さしているのだろう？

　智宏はぎこちなく顔の向きを元に戻して、珠枝の指先、視線の方向などを再確認する。

　なぜかそれはすべてこちらに向けられていた。

　いや、そんな馬ば鹿かな。

　その事実を智宏は懸命に否定しようとしたが――

「あっちへいけっ、智宏！」

　とどめとばかりに、珠枝は嫌悪感を丸出しにした顔でそう叫んだ。

　智宏は珠枝にあんな顔をされるのは初めてだった。

「たっ、珠たま枝え……」

　挫くじけそうになる気持ちを奮い立たせて、智とも宏ひろは珠枝のほうへ半歩近づく。

　すると、電気を浴びたかのように珠枝はぴょんと立ち上がり、智宏から距離をとるように身軽な動作でベンチを飛び越えた。

「ふん、つかまったりしないにゃ～！」

　珠枝は智宏のほうをちょっとだけ振り向いてそう言い残すと、飛ぶような素早さであっという間にどこかへと駆けていってしまった。

　取り残されたのは、智宏と兼かね康やす――そして少し離れたところで様子を見ている瑞みず穂ほの三人。

　しばしの沈黙の後、智宏は兼康に躍りかかった。

「あんた、珠枝になにをしたんだっ！」

「いや、それが私もなにがなにやら……！」

「嘘うそつけ。だったら、なんで珠枝があんなふうになったんだっ！」

「と、智ちゃん、落ち着いてっ！」

　後ろから瑞穂のうろたえた声が聞こえたが、頭に血の上った智宏にはそれを無視して兼康に詰め寄った。

「そ、そうだ！　こういうとき、確かコヒロさんは……こうやって！」

　突然、智宏は首筋に鈍い痛みを感じた。

「あ、あれ……気絶しない？　じゃあ、もう一発……」

　そんな瑞穂の声に、智宏はあわてて振り返った。

「ば、馬ば鹿か、やめ――っ！」

　その瞬間、智宏が見たのはいままさに振り下ろされようとしている瑞穂の手刀。

　そして、それは智宏の鼻へとまっすぐ向かっていた……



　　　　　◆◇◆



　両方の鼻の穴にティッシュをつめて、智宏はブスッとベンチの上にあぐらをかいていた。

「血、止まった？」

　瑞穂がそんな智宏を心配そうに見つめている。

　無言のまま鼻につめていたティッシュを抜き取る。

　どうやら景気よく吹き出していた血は止まったらしい。

　少し頭から血抜きしたおかげか、智宏はだいぶ冷静さを取り戻していた。

「……うん」

　もう片方の鼻の穴につめていたティッシュを抜き取り、ベンチ脇わきにあるゴミ箱に投げ捨てた。これから真面目まじめな話をしようというのに、鼻にティッシュをつめたままでは格好がつかない。

「いや、たいしたことがなくてよかった。それにしても、瑞みず穂ほさんも大胆なことしますね」

「だって……いつもコヒロさんがマキマキに……」

　兼かね康やすは瑞穂の言葉に思わず苦笑する。

　暴走した真ま希きの首筋をチョップしておとなしくさせるのは、コヒロの得意技である。

「でも、あまり真ま似ねはしないほうがいいですよ。危険ですからね」

「は、はい……わかりました」

　瑞穂は顔を真っ赤にして縮こまった。

「瑞穂にそうさせるような原因を作ったのは誰だれなんでしたっけね？」

　智とも宏ひろは恨めしそうに兼康のほうをにらんだ。

「ですが、智宏君の話ですと、あれは珠たま枝え様じゃなくてマロニャーという猫が化けたモノだったんでしょう。となると、智宏君が早とちりしたせいなんじゃないかな？」

「う～～っ！」

　あぐらをかいたまま前屈かがみになり、智宏は自分の馬ば鹿かさ加減を恥じた。

「私も最初は驚きましたけどね」

　そんな慰めるような兼康の言葉も、智宏には逆効果だった。

　まったく、なんで自分はあんなに頭に血が上っていたのか……いま思うと、まったくもって不覚としかいいようがない。

　だいたい、あの珠枝がおかしいと気づく点はいくらだってあったのだ。

　身体からだは元の大きさだったし、切ったはずの髪も元の長さだった。なにより耳と尻尾しつぽがついていたではないか。

　これだけ不自然な点があったというのに、珠枝の偽物が兼康のあごを舐なめる姿を見てからは、それらのことはまったく思い浮かびもしなかった。

「まさか、珠枝様が霊力を分けた相手が、近所の野の良ら猫ねこだったとはねぇ。私としては、そっちにも驚きですよ。猫に小判とは、まさしくこのことですね」

「本当に、あの珠枝はマロニャーが化けたものなんですか？」

　智宏としては、いくら珠枝の霊力を得たといっても、ただの野良猫がいきなりあのように化けるようになるというのもなかなか信じがたいことだった。

「おそらく間違いないでしょう。他ほかの可能性としては、元の姿に戻った珠枝様が猫の扮ふん装そうをして、急に私に懐いてきたということですが――猫が珠枝様に化けるよりも、そちらのほうが信じがたいことですよね？」

　まったくもって正論だ。

「マロニャーがどこへ行ったのか、兼康さんの耳で探せませんか？」

　智宏の言葉に、兼康はラジオのボリュームを少しいじったが、すぐに首を横に振った。

「……無理ですね。ただでさえ、猫というのは物音を立てずに動くモノですし、そのうえ珠枝様の霊力を得ている。並のやりかたでは後を追うことはできませんよ」

「そうですか……」

　それを聞いて、残念に思うと同時に少しホッとした。

　兼かね康やすでさえ追えないというのなら、あのオオヒロだってマロニャーを容易に探し出すことはできないだろう。

　しかし、それは同時に、たいした力を持たない自分には到底探し出すことなどできないことを意味する。

「う～ん」

　やはりここは子ダヌキのアイデア通りに、マヤの力を借りるのが得策かもしれない。

「珠たま枝え様があのような姿になってしまったのは、私にも責任がありますからね。今度、マロニャーに会ったら連絡しますよ。珠枝様とマロニャーを引き合わせれば、すぐに霊力は取り戻せるはずですから」

「おねがいします」

「それにしても、智とも宏ひろ君は相当マロニャーに嫌われてますね。なにかしましたか？」

　智宏の顔を見たときのマロニャーの様子を思い出したらしく、兼康はクスクス笑った。

「そういえば、前に家に来たときに、尻尾しつぽを逆さに撫なでたらもの凄すごく怒ったことがあったけど。あれからかな、マロニャーが懐かなくなったのは」

「智宏君……逆さか撫なでって言葉知ってますか？」

　兼康は呆あきれ顔をしている。

「それは知ってるけど……」

　珠枝と美み雪ゆきがマロニャーをあんまりかまうので、ついつい意地悪をしたくなったというのは、恥ずかしかったので黙っておいた。

「彼女は尻尾がご自慢のようですから、仲良くなりたいのなら、あの尻尾を誉ほめてあげることですね」

「は、はあ……」

　まさかマロニャーに意地悪したことで、こんなしっぺ返しを喰くらうことになるとは――猫を殺せば七代祟たたるというが、いったいどのぐらいしたら過去の意地悪は忘れてくれるのだろうか。



    

  
    
      
第二章　妖よう怪かい町内会主催・流しそうめん大会





　お昼過ぎ――兼かね康やすと別れた智とも宏ひろは、昼食を途中のコンビニでの買い食いですませてしまうと、マヤを捜すため山に近い公園へとやってきていた。

　以前、マヤと一緒に赤飯のおむすびを食べた東あずま屋やがある公園だ。

　あの時は梅雨で、雨に煙る景色が美しい公園だったが、夏真っ盛りのこの季節は緑が濃く、とにかくセミの声がやかましい。まるで別の場所に来てしまったかのような気分にさせられる。

　好この香かや石いしの怪かいと違って、マヤはそこに行けばいつも会えるといったタイプではない。

　妖よう怪かい町内会長を決めたとき以来、智宏はマヤと会っていなかった。一時的に、マヤが居候をしていた瑞みず穂ほの家にも顔を出していないようだった。

　子ダヌキから聞いたときには名案と思ったが、よくよく考えるとマロニャーを探すのも、マヤを探すのも、難易度としては同じような気がしてきた。

「ここにもいないなぁ……」

　コンビニで買ったお茶で喉のどを潤していると、唐突に後ろから声が聞こえてきた。

「お兄たんは、だれか探してるのかなー？」

「ぶはっ！」

　お茶を吹き出しながら、智宏は慌あわてて振り返った。

　ぴょこっと立った三角の耳、ぱたぱたと動く白い尻尾しつぽ。そしてなにより、珠たま枝えのみならず智宏でさえ思わずもふもふしたくなる、ふわふわもこもこの白い毛並み。

「ん～ふふふふふっ、おひさしぶり～」

　いつもの独特の笑い方をしながら、マヤが智宏を見上げていた。

「いっ、いつのまに？」

「マヤはあとをつけるの得意なんだぁ～」

　あまり質問の答えになっていないことを言って、マヤはえっへんと胸を張った。

　今日のマヤは瑞穂の母親が見立てたというゴスロリ衣装ではなく、もこもこした白い犬の着ぐるみを着たような格好をしている。おそらくは、これが普段のマヤの姿なのだろう。

「探しているといえば、探しているんだけど」

　さっきまではそう問いかけてきた本人を探していたわけだが、それを説明するよりすぐに本題のマロニャーの話をしてしまったほうが早そうだ。

　そんなことを考えていると、マヤは智宏の手元に顔を近づけて鼻をくんくん鳴らした。

「あっ、これか」

　智宏は手に持っていたコンビニの袋から、さきほど買っておいた赤飯のおむすびを取り出した。お赤飯はマヤの大好物である。

「んふーっ？」

　案の定、お赤飯に反応してマヤの尻尾しつぽがぴんと立った。

「食べる？」

「ん～ふふふ、食べたいけど……お兄たんはなにかマヤにお願いするつもりなんじゃないかな～？」

　こちらの魂胆はお見通しのようだ。

　もっとも、これだけ見え透いていればマヤでなくても気づくだろうが。

「ここは暑いから、あそこで話そうか」

　そう言って、智とも宏ひろは公園の奥にある東あずま屋やを指さした。



「――じゃあ、その珠たま枝えたんの格好をした猫を探せばいいんだね～」

　マロニャーを探していることを智宏が説明している間、マヤはずっと目の前に置かれた赤飯おむすびを見つめていた。

「さっきは公園で見かけたんだけど、珠枝が言うには、どうも町じゃなくて山の中にいるみたいなんだ」

「珠枝たんは余よ所その子だから、このへんの山のことはあまり詳しくないもんねぇ」

　ずっと昔からこのあたりの山で暮らしているマヤにとっては、ここにきて十数年も経たっている珠枝であっても、いまだに余所者らしい。しかし、いまの智宏には、そんなマヤの言葉が実に頼もしく思えた。

「そのマロたんの匂においがわかれば、簡単に追いかけられるよ～」

「匂い……って言われてもなぁ」

　智宏はちょっと困ってしまった。

　自分の家の飼い猫というわけでもないので、マロニャーの匂いのついたものなど持ってはいない。

「それじゃあ、いくらマヤでもわからないんだなぁ」

　マヤは三角の耳をぺたりと倒して、名残惜しそうに赤飯おむすびの匂いをふんふんと嗅かいでいる。

「そうか……じゃあさぁ、山の中で猫が集まる場所とかは知らないかな？」

　その言葉に、マヤの耳が再びぴ～んと立った。

「それなら知ってるの。ここからそんなに遠くないんだなっ！」

「案内してくれるかい？」

「んふ～っ、マヤは赤飯おむすびを所望なのじゃ」

　そう言って、マヤは「うぉっほん」と咳せき払ばらいをした。

「へへ～っ、どうぞお納めください」

　智宏は置いてあった赤飯おむすびを恭しくマヤに差し出した。

「ん～ふふふ……ふふっ？」

　マヤは受け取った赤飯おむすびを、肉球のついたぬいぐるみのような手でいじりまわしている。人間に化けているときの手ならいざしらず、いまの姿ではおむすびのビニールをはがすのは大変そうだ。

「むいてあげようか」

「ん～、人間はなんでおむすびを難しくするのかなー？」

　小首を傾かしげながら、マヤは智とも宏ひろにおむすびを渡す。

「難しくって……便利にしているつもりだと思うけど」

　智宏はおむすびのビニールをはがしてやった。

「マヤにはちっとも便利じゃないんだな～」

　ようやく食べられるようになった赤飯おむすびを口に運びながら、マヤは眉まゆを寄せて不満げに訴える。

「うーん、難しいなぁ」

　良かれと思ってやっていることも、人によっては余計なお世話になってしまう。

　相手が人間ではないとなれば、その温度差はもっと激しいものになるだろう。

　当然、コンビニの会社は妖よう怪かいのことなど考えて商品を作っているはずもない。

　だから、マヤは我慢すべきなのだろうか……

　理屈でいえばそうなるだろう。

　なにしろ妖怪たちは、コンビニの客として最初から想定されていないのだ。

　それで不都合が発生するのなら、やはり妖怪には我慢をしてもらって――

「あれっ？」

　智宏は自分が何気なく考えていたことの意味に、ちょっと驚いた。

　いま考えていることは、突き詰めていけば真ま希きがいつも言っていることと同じことだ。

　人間の不都合となる妖怪は、退治してしまえばよい。

　それはいつも智宏自身が否定していることのはずなのに……

「どうしたのかな、お兄たん」

　智宏にそんなことを考えさせるきっかけを与えたマヤは、口の端に米粒をつけたまま不思議そうな顔でこちらを見つめている。

「いや、ちょっとね」

　無意識のまま、智宏はマヤの顔についた米粒を指で取ってやる。

　すると、マヤはぱくんとその指をくわえて、米粒を食べてしまった。

「おいおい……」

「ん～ふふふふ、もったいないんだなぁ～」

　そんな邪気のない顔で笑うマヤの顔を見ていると、とてもその正体がヤマイヌという強い力を持つ妖怪とは思えなくなる。

　以前、智宏はそんなマヤの恐ろしげな外見と、転んだモノを喰くらうという性質から、彼女を拒絶した。

　人間と妖よう怪かいが相あい容いれぬ存在であると感じ、その恐怖に心を打ち砕かれたのだ。

　あのときより、少しは妖怪たちのことを理解したつもりになっていたが、それは本当なのか。

　多くの本を読んで知識を得ようとしてきたが、それはただ人間と妖怪が違うモノなのだということを確認するための作業にすぎなく思えてきた。

　だが……同じモノだなどと誰だれが言える。

　やはりふたつのモノは、まったく別のモノなのだ。

「マヤちゃんは人間のことをどう思う？」

「転びそうなモノ」

　迷いも無くマヤは即答した。

「だから、転ばないように見張ってあげているんだよな」

「うん、そうだよ～」

　マヤにとって転ぶというのは、実際に転倒するという意味以外にも、気持ちが挫くじけるといった精神的なモノも含んでいる。ヤマイヌの存在は旅人が山の中で転んで、他ほかのモノの餌え食じきにならないように警告を与えているのだ。

　だが、それでも転んでしまったら……ヤマイヌはその人間を喰くらう。

　ただし、そこには人間への悪意は無い。ヤマイヌは自然の摂理の代行者として、警告を与えても転んでしまうような弱いモノは喰らってしまうのだ。

「でも、なんでそんなことをしているの？」

「ん～ふふふ、人間が好きだからかなぁ～」

　それは単純な答えながらも、智とも宏ひろにとっては少し意外な気がした。

「自分とは違うモノなのに？」

「んん～？」

　マヤはその問いかけに、意味がわからないといった顔をしている。

「人間と妖怪は違うモノだろ。それなのに、マヤちゃんは人間が好きなの？」

「違うモノだから嫌いってよくわからないんだなぁ。人間だってお花は好きでしょ。お花は違うモノじゃないのかなー？」

　その言葉に、智宏ははっとさせられた。

　違うモノだから拒絶する。

　その考えが、とても浅はかなものであると、智宏は自分を恥じた。

　もちろん、すべてがそんな単純に割り切られるものではないとは思うが、それでもマヤの言葉は迷っていた智宏の光明となってくれるものだった。

「ありがとう、マヤちゃん」

　思わず智宏は目の前のマヤの頭を撫なでた。

　ふわふわで手触りの良い毛並みは、智宏の心に安らぎを与えてくれる。

「ん～ふふふふふふっ！」

　マヤはくすぐったそうに身をよじりながら、いつもの笑い声をあげた。

　つられて智とも宏ひろも笑う。

　それはどこまでも青い夏の空によく似合う、とても気持ちの良い笑いだった。



　　　　　◆◇◆



「ほっ、本当にこの道でいいの？」

　獣道としか呼びようの無い山道を、智宏は汗だくになって登っていた。

　そのあとをマヤは涼しい顔をしてついてくる。険しい道を登ってきたおかげでボロボロの智宏とは対照的に、その白い毛皮には泥ひとつついていない。

「ん～ふふふ、間違い無いんだなぁ。それより転ばないようにね」

　マヤは笑いながら、柔らかい手で智宏のお尻しりをぽむぽむと叩たたいた。

　せめてマヤが先を歩いてくれればと思ったが、あとをつける妖よう怪かいだから先頭は歩けないのだという。妖怪たちの変わったこだわりについては「そういうものなんだ」と納得するしかないと、経験から学んでいる。

　しかたなく智宏は、自分で下生えをかき分け、小枝を押しのけ、奥へ奥へと進んでいった。

　木陰が太陽の日差しを隠してくれているが、山の中は湿った熱気に満ちている。

　あまり整備されていない山なので、木々が無秩序に茂り、風が抜けてこないのが原因だ。

　険しい道のり以上に、この蒸し暑さが智宏には堪こたえた。

「けど、猫って町にいるもんだろ？」

　山猫という動物はいるが、あれは家猫とも野の良ら猫ねことも違う生き物だ。

「そうだね～」

「だったら……なんでこんな山奥に……」

　息が上がってしまい、智宏はとぎれとぎれに尋ねる。

「もうちょっと先に行くと、里があるんだなー」

「里……？」

　智宏の知る限り、この山に人が住んでいる場所は無かった。そもそも道路すら通っていないこんなところに、いったい誰だれが住むというのか。

「ん～ふふ、もうちょい、もうちょい！」

　元気いっぱいのマヤにお尻を押されながら山道を登っていくと、やがて智宏の鼻先を、ふっと冷たい風がかすめた。

「おっ……」

　ようやく目の前が開け、木々に遮られていた風が通り抜ける場所にやってきた。

　いままではのどにまとわりつくようだった湿度の高い空気が、途端にさわやかな冷たいモノへと変わる。

　その空気を胸一杯に吸い込むと、智とも宏ひろは生き返ったような心持ちになった。

「ほらね～」

　かたわらに立ったマヤは満足げに尻尾しつぽを振って、少し胸をそらしている。

　ご褒美代わりにマヤの頭を撫なでながら、智宏はあたりを見渡した。

「ここって……なんなんだ？」

　山の中の開けた場所に、古びた木造の民家が何軒か建っていた。

　半分朽ちたような家もあり、どの家にも人が住んでいるような気配はなかった。

　雑草や若木が茂り放題で、やがては山の中に飲み込まれそうな、そんな里だ。

「ん～ふふふ、ちょっと前までは人間が住んでいたんだよ」

「ちょっと前ねぇ……」

　マヤたちの時間の感覚は、そのまま信じないほうが良いことはわかっている。

　少なく見積もっても、ここに人が住まなくなって十年以上は経たっていそうだった。

「ここに猫がいるの？」

「沢山いるんだなぁ～」

　そう言って、マヤは近くに立っている廃屋を指さした。

「あっ、ほんとだ」

　戸板の外れた廃屋の入口に、大きな猫が一匹丸くなってこちらを見ている。

　白と茶のブチ模様の猫で、なかなか貫かん禄ろくがある。じっと動かないのはきっとあの場所で涼んでいるのだろう。

　智宏が近づこうとすると、猫はすっと立ち上がり、素っ気ない態度で奥へと入っていってしまった。どうも智宏は猫に好かれない性質らしい。

「あっちにもっといるみたいだよ」

　マヤはクンクンと匂においを嗅かぐ仕草をして、里の中心らしき方向を指さした。

「じゃあ、行ってみるか」

　と言っても、マヤは先へ進もうとはしないので、やはり智宏が先頭を歩く。

　そして、そのすぐ後ろを、実に楽しそうな顔をしてマヤはついてくる。どうも人間が転ぶ、転ばないということ以前に、人のあとをつけるのが楽しくてしかたがないといった様子である。

　長い年月によってカチカチに踏み固めれらたおかげで、まだ雑草の侵略を許していない未舗装の道を歩いていくと、あちこちに猫の姿を見かけた。

　たいていは日陰に溶け込むようにじっと丸くなっており、こちらを静かに見つめている。

　彼らは、智宏の近所で見かける猫たちよりも貫禄のあるモノたちばかりだった。

　その数も予想以上に多くて、だんだんと智宏は不安になってきた。

「マヤちゃん、ここって人間が来ても大丈夫なの？」

　なにやら里全体に妙な気配を感じる。

　人が立ち入ってはならない場所のような――以前、濡ぬれ女の心にある海に飲み込まれたとき、その奥から感じ取った異界の気配。

　ここはそこまで禍まが々まがしいモノは感じなかったが、それに近いモノはあった。

「さあ～、マヤもよく知らないんだなぁ」

「おいおい、大丈夫なの。本当に？」

　智とも宏ひろは急に不安になって、その場で立ち止まると、あたりを見渡した。

　すると、いつまにか五、六匹ぐらいの猫があちこちの日陰からこちらを見つめているのに気づいた。

　なんらかの興味を持ってじっと視線を向けているようなのだが、うずくまったまま微動だにしない猫独特の態度。智宏は心の中を見透かされているような気持ちになって、なんだか落ち着かなくなる。

「ん～ふふふ、大丈夫、大丈夫。マヤは犬なんだから、猫なんてちぃ～っとも怖くないんだなぁ」

「ちょっと、マヤちゃん！　しぃ～っ、しぃ～っ！」

　この状況で、下へ手たに猫たちを刺激したくはない。

　智宏は口に人差し指を当てて、マヤを黙らせると、恐る恐る猫たちの顔を見回した。

　見たところ、猫たちの態度に変化はない。

　人間の言葉がわかるわけが無いのだから、当たり前といえば当たり前なのだが……どうも智宏は心から不安を拭ぬぐいきれなかった。

「んふっ、なんか向こうのほうからもっとたくさんの猫と、あと珠たま枝えたんっぽい匂においがするんだな」

　まわりの猫に気を遣っている智宏のシャツを、マヤがくいくいっと引っ張った。

「珠枝の匂い？」

「んふ～、珠枝たんと似た感じだけど、ちょっと違うかな～？」

　こんなところに珠枝が来ているわけがない。だとすれば、答えはひとつだ。

「マヤちゃん、案内して」

「ん～ふふ、がってんだなぁ」

　マヤにお尻しりを押されて連れてこられたのは、下草どころか、落ち葉ひとつない、まるで丁寧に掃き清められたような不思議な広場だった。

　奥には、小さな石碑とお堂、黒くて丸い立派な大石がある。

　お堂はそれほど大きくなく、智宏の眼力からは大石のほうから若干の霊格を感じ取った。

　きっと何かいわれのある大石で、お堂や石碑はそのために建てられたものなのだろう。

　石の妖よう怪かいといえば、すぐに思いつくのは石いしの怪かいだが、この大石はあののんきな妖怪町内会長よりも威厳が感じられた。

　ただ、この広場にはどこにも猫の気配はなかった。

「誰だれもいないよ？」

　そんな広場をぐるっと見渡してから、智とも宏ひろはマヤに尋ねた。

「んふ～、おかしいなぁ？」

　マヤのほうも不思議そうに目をぱちくりさせている。

　そんなマヤを置いて、智宏は何気なく石碑のほうへと近づいた。

「……なんて書いてあるんだろう？」

　長い間、雨風に晒さらされ、石碑に刻まれた文字はすっかり風化して薄くなってしまっている。

　かろうじて中央に大きく刻まれた「猫ねこ又また権ごん現げん」という文字だけは読み取れたが、意味はよくわからない。

　智宏が首をひねっていると、マヤがお尻しりをポンポンと叩たたいた。

「ん、どうした？」

「ほらほら、たくさん出てきたよ～」

　嬉うれしそうにマヤは言って、まわりを指さした。

「うわっ！」

　いつのまにこんなに集まったのだろうか。

　広場には十数匹の猫が智宏たちを取り囲むように集合していた。

　さっきまでのように丸くなった姿勢ではなく、どの猫たちもピンと四肢を伸ばして、こちらを警戒しながら静かに近づいてくる。

「ちょっと……やばくないか」

「猫たくさんいたでしょ？」

　智宏がなんで青くなっているかなどまったく理解していない様子で、マヤは頭をこちらに向けて誉ほめて欲しそうにしていた。

　しかたなく智宏は気もそぞろにマヤの頭を撫なでてやる。

「ん～ふふふふっ！」

　これだけの数の猫に囲まれながらも、マヤにはまったく動じる気配は無い。

　そんなマヤの様子を見て、徐々に智宏も冷静さを取り戻した。

　いくら数が集まったとはいえ、相手はただの猫である。

　もちろん、これだけの数の猫を相手にしたいとは思わないが、こちらにはマヤがついているのだ。真の姿になったマヤを見れば、どんな猫だろうが尻尾しつぽを巻いて逃げていくことだろう。だからこそ、マヤもこんなに余裕しゃくしゃくの態度を見せているのだ。

　そう思って、少し気分を落ち着けた智宏は、集まっている猫たちの中にマロニャーの姿は無いかと見渡した。

　もしかすると、珠たま枝えの姿から、元の姿に戻っているかもしれない。

　だが、見渡したところ、珠枝の姿も、猫の姿のマロニャーも見つからなかった。

「にゃあ～」

　当てが外れた智宏ががっかりしていると、手ぬぐいをくわえた一匹のブチ猫が前に進み出てきた。

　いったいなにをするつもりだろうと思っていると、猫はくわえていた手ぬぐいをひょいと器用に頭に乗せたあと、なんとすっくと二本足で立ち上がったのだ。

「えっ、ええっ!?」

　さすがに智とも宏ひろは驚きの声をあげた。

　その猫の立ち方は、芸を仕込まれて無理矢理に立っているといったものではない。

　そもそも、猫の体型は犬のようにチンチンをするのには向いていない。それなのに、その猫はいわゆる猫背をピンとまっすぐさせて、自分から器用に二本足で立ち上がったのだ。

「にゃあ」

　一匹の猫が鳴いた。

　すると、それが合図だったかのように他ほかの猫たちも一斉に鳴き始め、大合唱を始めた。

　それは言葉の比ひ喩ゆではなく、紛れもなく節をつけて歌うように鳴いているのである。

「にゃにゃにゃあ～、にゃにゃにゃ～にゃ～」

　どこかで聞いたことのあるメロディーで猫たちが歌い出すと、立ち上がっていた猫がそれに合わせ、ひょこひょこと踊り出した。

「――こいつら、やっぱり化け猫なのか？」

　智宏は眼力を使って、猫たちの様子を観察する。

　ところが猫たちからは特に妖よう怪かいの気配は感じられなかった。

　手ぬぐいを被かぶって踊る猫を含め、まわりで歌っている猫たちも、地元でウロウロしている野の良ら猫ねこたちと何ら変わりないように見える。

「ん～ふふふふっ、お兄たん、おもしろいんだなぁ～」

　じっと猫たちを観察していた智宏のほうを見て、マヤがぴょんぴょん跳ねてはしゃいでいる。

　いったいなにが面白いんだと思ったが、その原因はすぐにわかった。

　いつのまにか気づかぬうちに、智宏自身も猫たちの声に合わせて踊っていたのだ。

「うわっ、なんで？」

　やめようと思っても、身体からだの自由がきかない。

　勝手に手足が動いてしまう。

　どうやら目の前で踊っている猫と同じ動きで踊ってしまうようだった。

「ん～ふふふふっ！」

　そんな智宏を真ま似ねて、マヤまでが楽しげに踊っている。

　まさかマヤまで猫の術にかかってしまったのかと思ったが――

「お兄たん、楽しいねっ！」

　どうやら、あちらは自分の意思で踊っているようだった。

　その余裕を、こちらにも少しわけてもらいたいものだ。

「踊ってないでどうにかしてくれよっ！」

「え～、なんで～？」

　マヤは不満そうな顔をしたが、智とも宏ひろがすごい形ぎよう相そうをしてにらむと、ぱたんと耳を伏せて踊るのをやめた。

「んふ～、面白かったのに」

　ぼそぼそと呟つぶやきながら、マヤは猫たちのほうを振り向く。

「お兄たんがね、やめろって」

　マヤは猫たちにそう呼びかけると、突然、驚くような大声で遠とお吠ぼえをした。

「んおおおお～～～んっ！」

　天を突き抜け、山野を駆けめぐる、大音量の遠吠え。

　広場に集まっていた猫たちも、その声を聞いて一斉に驚いたように両目を大きく開いた。

　ところが、猫たちの反応はたったそれだけで、遠吠えが終わるとまた元のように歌い始める。

「んふー？」

　マヤは首を傾かしげて、まわりの猫たちを見回すと、たらんと尻尾しつぽを垂れた。

「お兄たん、なんか面倒くさいから、逃げてい～い？」

「逃げる……って」

「大丈夫。ちゃんと家まで送ってあげるから」

　そう言うが早いが、マヤはみるみるうちに巨大な白い犬――ヤマイヌの姿へと変化した。



    

  
    
      



    

  
    
      　さすがにこの変化には猫たちも度肝を抜かれたようで、一目散に逃げ出していく。

　ようやく踊りから解放された智とも宏ひろの身体からだを、ヤマイヌは鼻先でひょいとすくうように持ち上げると、勢いよく顔をあげて後ろへと投げた。

「うわっ！」

　ぼふんとヤマイヌの巨大な背中に落下する智宏。

　恐ろしげな見た目によらず、背中の毛皮はふわふわで心地よい感触だ。そのもふもふ感については、珠たま枝えのお墨付きである。

「しっかりつかまっててねぇ～」

　そう言ってヤマイヌは四肢を踏ん張ると、広場から大きく跳躍をした。

　いままでいた里を一気に飛び越え、一本だけ高く伸びた木の梢こずえに着地する。不思議なことにヤマイヌの巨体が乗っても、枝はしなることなく、葉一枚すら落ちることもなかった。

「んおおおお～～～んっ！」

　ヤマイヌはまるでムササビのような身軽さで、木々の上をぴょんぴょんと飛んで、もの凄すごい速度で山を下りていった。

「うわあああ～～～～っ！」

　ヤマイヌの遠とお吠ぼえに負けない大声で、智宏は悲鳴を上げる。

　コヒロの背中に乗って空を飛んだことのある智宏だったが、これはその数倍の恐ろしさだった。

　ヤマイヌが飛び上がるたび、智宏はしがみついている背中の毛を必死につかんで堪こらえるのだが、いつ振り落とされてもおかしくないといった状況だ。

　何度も背中の上から止まってくれと懇願したが、ヤマイヌの耳には届いていないらしい。

　ハードなジェットコースターを十回ぐらい乗ったぐらいの気持ちになり、智宏がもう限界だと思ったとき、不意に両足が固い地面についた。

「あれ？」

　恐怖のあまり閉じていた目を開くと、そこは静しず江えの家の玄関前だった。

「とうちゃ～く！」

　いつのまにか元の着ぐるみ姿に戻ったマヤが、智宏の目の前でぱたぱたと尻尾しつぽを振っている。

「た、助かった～！」

　この安あん堵どが猫たちから逃れることができたからか、それとも振り落とされずにすんだからなのかは、智宏は深く考えないようにした。ともかく助かったことには違いないのだ。この幸運だけで満足しよう。

「ん～ふふふ、マヤと一緒で帰れなくなるわけないんだなぁ～」

　ヤマイヌの別名は「送り犬」といって、人間が安全に山を出られるように送ってあげることがあるらしい。それにしても、もう少し穏やかな方法で送ってくれると助かるのだが……

「あ、ありがとうね……マヤちゃん」

　まだ足が地についていない感じの智とも宏ひろは、疲れ切った表情でマヤの頭を撫なでた。

「ん～ふふふふ、どういたしまして～」

　そう言って、マヤは両手を智宏に差し出した。

「えっ？」

「んん～っ！」

　首を傾かしげる智宏に、マヤはさらにずいっと手を突きつけた。

「ああっ、お駄賃か！」

　人を送ったヤマイヌはお駄賃をもらわないと山に帰らない。それが昔からの決まりらしい。

　お駄賃といっても、あめ玉でもなんでもいいそうなので、なにか無いかと智宏はポケットの中をまさぐった。

「んふーっ、マヤはその靴がいいなぁ」

　ぴこぴこと耳を動かして、マヤはじ～っと智宏の足下を見つめている。

「こっ、このスニーカー!?」

「欲しいんだなぁ～」

　小さな鼻をすぴすぴと鳴らしながら、マヤは智宏の胸に頭をこすりつけながらおねだりをした。

　夏休みになっておろしたばかりのスニーカーなので、智宏は躊ちゆう躇ちよする。

「靴なんてもらっても……マヤちゃんは履かないだろ……」

「欲しいんだなぁ、お兄た～ん」

「うう～ん」

　そういえば、以前、兼かね康やすもマヤのお駄賃にスリッパをあげていたことがあった。

　よく犬が履き物を盗むという話を聞くが、マヤがスニーカーなど欲しがるのも同じ理由からだろうか……

「……わかった、あげるよ。今日は世話になったしね」

　智宏は泣く泣くスニーカーを脱いでマヤに手渡す。

「ん～ふふふ、片方だけでいいんだなぁ」

　マヤはそう言って、スニーカーの片方だけを返してくれた。

「いや、片方だけ返してもらっても……」

　がっくり落ち込んでいる智宏を尻目に、マヤは頭に智宏のスニーカーを乗せてくるくるとバレリーナのように回っている。いったい何が嬉うれしいのやら。

　裸足のままでいつまでも外にいてもしょうがないので、智宏は家に入ろうとした。

　すると、マヤはその場に立ったまま手を振っている。

「じゃあね～」

「ねえ、マヤちゃん、静しず江えさんに会っていったら？」

「静しず江えたんと？　ん～ふふふ、どうしようかな～」

　マヤは頭にスニーカーを乗せたまま、もじもじと身体からだを動かしている。

　その仕草は嫌がっているというよりは、照れているという感じだった。智とも宏ひろにはよくわからないのだが、マヤは自分の正体を知っている人と一緒にいるのは、あまり居心地が良くないらしい。

「静江さんも、マヤに会いたがってたよ。遊びに来てくれないから寂しいって」

　ここは嘘うそも方便と、少し大げさに言った。

　とはいえ、静江がマヤに会いたがっているというのは嘘ではない。

「そうなの～？　じゃあ、会っていこうかなぁ」

　静江が寂しがっているという言葉は、予想通り効果てきめんだったようだ。

　マヤは心配そうな顔をして、智宏と一緒に家に入った。

「ただいま～」

　玄関で挨あい拶さつをすると、家の奥から静江が迎えに出てきてくれた。

「ああ、智宏君。ちょうどよかったわ。タロウと散歩に行って帰ってきてから、なんだか珠たま枝えちゃんの様子がおかしいのよ」

「えっ、珠枝が!?」

「いま、あなたが使っている書斎にいるわ」

　それを聞いて、智宏は慌あわてて玄関をあがると、書斎へと駆けていった。

　玄関では急にやってきたマヤに、静江が驚いているようだが、いまはそれどころではない。

　珠枝の様子がおかしいとすれば、考えられるのはオオヒロのことぐらいしかない。

　まさか、自分と別れてから何かをされたのかもしれない。

「珠枝っ！」

　智宏は勢いよく書斎の戸を開けた。

　見ると、部屋の中央で珠枝がうつぶせに寝転がったまま、じっとしている。

「帰ってきてから、あの調子なのよ。石なんか抱きしめちゃって……」

　マヤと一緒にやってきた静江が、首を傾かしげながら言った。

「いや……すみません。大丈夫です、なんでもないですから」

　珠枝が抱きしめているのは、同じくうつぶせになって寝転がっている石いしの怪かいであった。

　つまり、珠枝は石の怪に抱きついたまま居眠りをしているだけである。

　ただ、眼力を持たない静江の目から見れば、白い平らな石に珠枝が抱きついていると見えるのだろう。それを見れば、誰だれでも珠枝がおかしくなったのではと心配したくもなる。

「なにやってるんだ、おまえは？」

　呆あきれた口調で智宏が呼びかけると、珠枝は寝ぼけ眼まなこを半分を開いて、こちらを見上げた。

「なんだ、ようやく戻ったか……遅かったじゃないか」

「おかえりなさいませ～」

　珠たま枝えに背後から抱きつかれ、うつぶせで顔を畳につけた姿勢のまま、石いしの怪かいはくぐもった声で挨あい拶さつをする。

「また、もふもふされているのか。いやだったら断ってもいいんだぞ？」

「いえ、今回は……そのぉ、罪滅ぼしというか……」

　石の怪は歯切れ悪く、ぶつぶつと呟つぶやく。

「罪滅ぼし？」

「ん……それより、そこにいるのはヤマイヌではないか」

　珠枝が目をこすりながら起き上がった。

「珠枝たん、ずいぶん小さくなったねぇ～」

　マヤは小さな珠枝を見て、ふんふんと鼻を鳴らした。少しも驚いた様子を見せないのはさすがである。

「ふん、ワチのことなどどうでも良い。それより、黙ってここに座れ」

「んふ～？」

　マヤは言われるがままに、珠枝と石の怪の脇わきにちょこんと正座をする。

「まったく、石の怪のうえに、貴様まで来て……ワチをもふ殺す気か……」

　半眼で不機嫌そうにブツブツと呟きながら、珠枝は石の怪の背中からマヤの膝ひざの上に乗り移った。

「うむ、あいかわらずけしらかんほど良い毛並みだ」

　マヤの毛皮の中でも一番やわらかそうなお腹なかのあたりに珠枝は両手でしがみつくと、そのふかふかな毛並みに顔を埋める。

　寝ぼけているのか、真剣なのかわからないが、どちらにせよ「呆あきれた」以外の言葉は見つからない。

「そうだ、タロウ、タロウ！」

　珠枝はマヤの毛皮からハッと顔をあげると、突然、大声でタロウを呼んだ。

　するとちぎれんばかりに尻尾しつぽを振ってタロウが飛んできたが、部屋に入る寸前、マヤの姿を見てちょっと驚いたように立ち止まる。

「ん～ふふふ、大丈夫なんだなぁ～」

　そんなタロウにマヤが尻尾をふりふりさせて見せると、タロウも安心したように部屋に入ってきた。

「タロウ、ちょっとそこに伏せてみろ」

　しつけの行き届いているタロウは、珠枝に言われたとおりマヤのかたわらに伏せをした。

　すると、珠枝はマヤからタロウに飛び移り、顔をぐりぐりとすり寄せたかと思うと、またすぐに石の怪へと飛び移ってもふもふと――三者の身体からだをあわただしく渡り歩く。

「おおおおっ、これはまさしくもふもふの満まん漢かん全ぜん席せきだぁ！」

　小さな身体で歓喜の雄お叫たけびをあげる珠枝。

　そんな珠枝を、かつてないほど冷たい目で見ていた智とも宏ひろはぽつりと呟いた。

「……静しず江えさん、やっぱりこいつちょっとおかしいみたいです」



　何度も首を傾かしげながら静江が部屋を出て行った後、智とも宏ひろは珠たま枝えの脇わきにぺたんと正座をして言った。

「マロニャーのやつ、おまえの姿に変化していたぞ？」

「ワチの姿に？」

「おまえそっくりに化けて、兼かね康やすさんと一緒にいるところを見たんだ」

「ほおっ、それはそれは、マロニャーもなかなかやるものだなっ！」

　すると、珠枝はタロウの背中の上でカラカラと手を叩たたいて笑った。

「笑いごとじゃないだろ」

　智宏にたしなめられて、珠枝は少し真面目まじめな顔をした。

「ふむ、それほどワチの霊力をうまく使いこなすとは、猫というのはなかなか器用な動物だな。しかし、それならあの三本足とて、容易にはマロニャーを捕らえることはできまいて」

「ホントかぁ？」

「むっ、嘘うそなどついておらん」

　小さな珠枝は肩を怒らせて、智宏の顔を正面から見据える。

　どうやら本当にそう思っているらしい。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが、それでも安心はできない。

「けど、早くマロニャーを捕まえないと。たぶん、山にある猫のたまり場に隠れているんじゃないかと思うんだけど――」

　智とも宏ひろはさっき行った廃はい墟きよで、マヤが珠たま枝えらしい匂においを嗅かぎ取ったことを話した。

　その話を聞き終えた珠枝は、腕を組んでやれやれとため息をついた。

「ヤマイヌを連れて行ったのは正解だったな。でなければ、まだ猫どもに踊らされておったかもしれんぞ？」

「う、うん、俺おれもマヤがいなかったらやばかったと思う……」

　てっきり、『また危ないことをしおって！』と、珠枝に怒られるかと思ったが、そんなことはなかった。

　いま思えば、智宏の眼力もあの猫たちから悪意は感じ取れなかったから、それほど危険な連中ではないのかもしれない。

「ヤマイヌの鼻がワチの気配を感じたというのなら、おまえの言うとおりマロニャーはその土地に身を隠しているのだろう。場所さえわかれば、もういつでも捕まえられる。ご苦労だったな、智宏」

　まるで人ごとのように珠枝はのんびりした口調で言った。

「そこにマロニャーがいるんだったら、すぐに探しに――」

「馬ば鹿か者もの。たったいまひどい目にあったばかりだというのに、もう忘れたのか？」

「それは……」

　かといって、このまま手をこまねいていてはいつオオヒロに先を越されるかわかったものではない。

「それになんだ、人の家だというのに、その薄汚い格好は。ワチになんだかんだ言う前に、まずは風ふ呂ろに入ってこい」

　珠枝に言われて、智宏は自分の姿をあらためて見てみた。

　全身泥だらけの汗まみれ。

　確かにひどい格好だった。

「……じゃあ、シャワー浴びてくるから、この話はそのあとでな」

「ああ、わかったわかった。しっかり洗ってこい」

　珠枝は手をヒラヒラさせて智宏を部屋から送り出すと、もふもふ満まん漢かん全ぜん席せきを堪たん能のうすべく、再びマヤや石いしの怪かいの身体からだに抱きつき始めた。



　　　　　◆◇◆



　全身の汚れをシャワーで洗い流した智宏は、マロニャー探しに全然やる気を出さない珠枝をどうやって説得するか、作戦を練るためサンルームにやってきた。

　ここからの庭の景色は素晴らしく、風通しも良くて涼しいので、考え事をするのには最適なのだ。

　ところが、智とも宏ひろは部屋に入った途端、驚きの声をあげた。

「なっ、なにやってるんだ、あいつら！」

　なんと静しず江えの庭に、以前、智宏の家に来たことのある妖よう怪かい町内会の面々が集合していたのだ。

　しかも、来ているだけならまだしも、連中はがやがやと騒ぎながら庭になにやら作っていたのだ。

　智宏の家で騒動を起こすならまだいいが、世話になっている静江の家で騒ぎを起こすのだけは勘弁してもらいたかった。

　智宏はサンルームからテラスへ続く戸を開けて、慌あわてて庭に飛び出した。

「おまえたち、こんなところでなにしてんだ！」

「…………」

　そんな智宏の前に、目玉のついたワタボコリのような妖怪がやってきた。

　時々、智宏の家にやってくる馴な染じみの顔である。

　そのワタボコリはひとつしかついていない目を大きく見開いて、ふわふわとした身体からだをしきりに動かしている。どうやらなにか意思表示をしようとしているらしいのだが、さっぱり通じない。

「まいったな……」

　見渡すと、集まっている妖怪たちは、まん丸い毛玉や、顔のない小人、ひらひらたなびく白い布のようなモノなど、比較的身体の小さい連中が多い。どうも人間の言葉を喋しやべれるモノはいないようだ。

　そんな妖怪たちが小さい身体ながらも一生懸命になにやら青竹を使って組み立てている姿を見ると、訳も聞かずに強引にやめさせるのは気の毒に思える。

「あれ、智宏さんだ」

　どうしたものかと困っている智宏のところへやってきたのは、さきほどコンビニで出会った子ダヌキだった。その手には、まだバターめんたい味のポテチの袋が抱えられている。

「おっ、いいところに来てくれた。おまえ、こいつらがなにをしているのか知らないか？」

「町内会のお仕事だよ。僕も手伝いに来たんだ～」

「これが町内会の仕事？」

「僕はよく知らないけど、石いしの怪かいさんが集合をかけたみたいだよ。これからもっと集まるんじゃないかな？」

「もっと集まる……って」

　いったい石の怪は何を考えているのやら……

　そういえば、さっき罪滅ぼしがどうのとか言っていた気もするが。

　ともあれ、これは珠たま枝えにもふもふさせている場合では無いようだ。すぐにこのことを問いたださねば。

「おーおー、すっかり準備は整ったようだな」

　そこにちょうど良いタイミングで、サンルームから珠たま枝えの声が聞こえた。

　振り向くと、珠枝は石いしの怪かいに背負われながら、その頭に後ろからしがみついていた。

「なにやってるんだ、おまえは？」

　庭のことよりも、まずその疑問が口から出た。

「こうしておれば、もふもふしながら歩けるであろう？」

　珠枝は石の怪に顔を埋めながら、さも名案を語るかのような口調で言った。

　あまりの馬ば鹿か馬ば鹿かしさに、もうこのことに関しては何も言うまいと智とも宏ひろは心に誓ったが――いま庭で起きている騒ぎについては別である。

「石の怪、この騒ぎはいったいなんのつもりだ？」

「いえ、これは珠枝様からのご指示で……」

　珠枝に頭をもみもみもまれながら、石の怪は短い手をぱたぱたと振って答えた。

「珠枝が……？」

　じろりと智宏は珠枝をにらむ。

　すると、珠枝はもふもふするのをやめて顔をあげた。

「うむ、これは流しそうめんの準備だぞ。知っておるか、流れるそうめんのことだぞ」

「えっ……？」

　そう言われて、初めて智宏は妖よう怪かいたちが作っているものの正体がわかった。

　二つに割った太い青竹を交差させた二本の竹で支えて、水を流す樋といをつくっていたのだ。ここに水と一緒にそうめんを流せば、流しそうめんのできあがりだ。

「でも、なんでそんなものを……」

「こやつが詫わびをしたいというのでな。ワチは一度、流しそうめんというのをやってみたかったから、その準備をさせているというわけだ」

「流しそうめんをやりたいのはいいとして、なんで石の怪がおまえに詫びなきゃいけないんだ？」

「ああ、あの黒助の三本足にワチらのことを教えたのはこやつらしい。ワチがタロウと帰る途中に、そのことを詫びに来おったのだ」

「すみません、智宏さん。あのかたがすごく怖かったものですから」

　石の怪はぺこぺこと頭を下げる。

　なるほど、あのたんぼ道でオオヒロと出会ったのは偶然ではなかったらしい。

　もっとも、あの異様な迫力のあるオオヒロと対面した智宏には、石の怪の気持ちも良くわかったので、あまり腹を立てる気にはならなかった。

「それで町内会の連中を集めて、流しそうめんの準備をさせているってわけか」

　足下に集まっていた小さな妖怪たちは、こくこくとうなずいた。

　町内会長の指示とはいえ、いい迷惑だろうに――と思ったが、どうも妖怪たちの様子を見る限りは、そうでもないようだ。案外と楽しそうに準備を進めている。

　逆に言えば、こうしてみんなで集まってワイワイやるのが好きな連中が、妖よう怪かい町内会として集っているのだろう。

「静しず江えさんには許可をもらったんだろうな？」

「あたりまえだ。でなければ、どこからそうめんが出てくるというのだ。こやつの甲か斐い性しようには期待できまい？」

　珠たま枝えは意地の悪い顔をすると、石いしの怪かいの頭を小さな握にぎり拳こぶしでグリグリとした。

「いたっ、いたたたたっ！」

　石の妖怪たろうモノが、あの程度で弱音をあげるのはいかがなものだろうと思われたが、これ以上追い打ちをかけるのは気の毒なのでやめてやった。

　やがてそうめんを流す樋といのほうが完成したようで、人間ぐらいの大きさのあるワラ人形のようなモノがホースを智とも宏ひろのもとまで運んできた。

「俺おれにつけろって？」

　ワラ人形は細長い頭をたらんと上下に動かしてうなずくと、腕から一本のワラを抜き取った。これで縛れというらしい。

「わかった、わかった」

　ただのワラ束の手では、結んだり縛ったりするのは難しいのだろう。

　智宏はワラ人形からホースを受け取ると、もらったワラで樋に縛り付けた。

　すると、ホースのつながれている蛇口でそれを見ていた大蛇が、器用に尻尾しつぽでコックをひねった。

　ごくんとホースが動いて、勢いよく水が噴き出してくる。

　冷たい水は樋の上を順調に流れていった。

「わーい、完成だぁ～！」

　子ダヌキが歓声をあげると、作業を手伝っていた妖怪たちも飛び上がったり、転がったり、ぐるぐる回ったりと、各おの々おののやりかたで喜びを表した。

「おっと、みなさんやってますねぇ～」

　ワキャワキャ喜んでいる妖怪たちの間を抜けてやってきたのは、桜の精の好この香かだった。

　そういえば、彼女も妖怪町内会の一員だったはずなのに、いままで姿を見せていなかった。

「おまえ、力仕事が嫌だからわざと遅れてきただろう？」

　好香がやってきたタイミングがあまりにドンピシャだったので、智宏は疑いの眼まなこで見つめた。

「なっ、なに言ってるんですか。私はこうしてみなさんのために差し入れを持ってきたんですよ――って、また社のお供え物を失敬してきたんですけどね。あはは～」

　そう言って珠枝はワラで縛った大量の油揚げの束を持ち上げて見せた。

「これから流しそうめんをするってのに、こんなに油揚げを持ってきてもらってもなぁ」

　どうしたものやらと思いながら、智宏は油揚げを受け取る。

「ああっ、これはお稲荷いなり様からいただいたありがた～い油揚げなんですよ。食べたら夏バテなんてふっとんじゃうんですから！」

　好この香かはぷんすかと怒った顔で熱弁をふるう。さきほどは失敬してきたとか言っていた気がするが……

　ちなみに、今日の好香はさすがに真夏に着物は暑いのか、ノースリーブの上着にショートパンツという姿だった。髪はポニーテールにしており、この髪型をしている好香は普段より二つか三つぐらい若く見える。

「あらあら、いつの間にか上じよう手ずにできたみたいね」

　そこに静しず江えが、マヤを連れてサンルームから出てきた。

　静江は片手に寿す司し桶おけ、片手に麦茶と沢山のコップをお得意の絶妙なバランスで運んできていた。後ろからついてくるマヤも、お盆にそうめんを取るお椀わんなどを載せて、お手伝いをしているようだ。

「あれ～っ、もしかして静江さんですか～？」

　突然、好香が素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「ええ、そうですけど？」

「なんかしばらく見ないうちに、すっかり老け――」

　その言葉を最後まで聞かずに、静江は好香の頭の上に寿司桶をドスンと置いて、手を放した。

「おっ、重っ――！」

　好香は慌あわてて寿司桶を両手で支えるが、その重みでフラフラしている。

　智とも宏ひろが背伸びをして寿司桶の中をのぞき込んでみると、中には砕いた氷の上にゆでたそうめんが小分けされて並んでいた。

「落としたら、みんなに恨まれるわよ？」

　静江はよろける好香に、すまし顔で言った。

「ひぇ～～ん！」

　足下に群がる妖よう怪かいたちにせっつかれながら、好香はおぼつかない足取りでそうめんを樋といのほうへと持っていく。

　それにしても、さきほど静江はあの寿司桶を片手で軽々持っていたのだが――好香が情けないのか、静江の腕力が凄すごいのか……？

「あのかた、どなた？」

　もう片方の手に持っていた麦茶をテラスにあるテーブルに置いて、静江は好香の後ろ姿を見つめている。

「あっ、好香は――お稲荷さんのところの桜の精なんです」

　普段なら好香たちの正体を正直に紹介したりはしないのだが、相手が静江なら話してもかまわないだろうと思った。

「まあ、あの立派な桜の？」

　これには静しず江えもちょっと驚いたようだ。

「どおりで、私のことを知っているわけだわね」

「静江さんも、あそこでお花見をしたことがあるんですか？」

「ええ、若い頃ころは毎年のように行ってたわ。けど、桜の精から見たら、私もだいぶ老けてしまったのかもねぇ」

　静江は「ふうっ」と小さなため息をつく。

「いえ、そんなことは……」

「いいのよ、無理にお世辞をいわなくても。でも、気をつけたほうがいいわよ。木の精はよく男をたぶらかすというから」

「ええ、よく注意されてます」

　確かに好この香かは本気なのか冗談なのかわからないが、いろいろと自分にちょっかいをかけてくる。智とも宏ひろとしては迷惑に感じることもあるが、心の底では好香がそんなふうに自分に好意を示してくれることは嬉うれしく感じていた。

　珠たま枝えを除けば、妖よう怪かいたちの中で一番親しいのも好香である。

　だが、あくまで自分は人間であり、相手は妖怪なのだ。そのことを忘れてはいけないと、静江は言いたいのだろうか……

「けど、あんなに可愛かわいい人じゃあ、注意しても無駄かしらねぇ」

　さっきまで真剣な顔をしていた静江の表情が、急に悪戯いたずらっぽい笑みに変わった。

「か、からかわないでくださいよ」

「ふふふ、からかっているわけでもないのよ。あなたは私とは違った道を探そうとしているのだから、結局、最後は自分で考えるしかないということ」

　そう言って静江は、かたわらに立っていたマヤの頭を撫なでた。

「ん～ふふふふっ！」

　お盆を持ったまま、マヤはくすぐったそうにうつむいて両目を閉じた。

「けど、あなたと会えたことで、私もまだまだ道の途中にいるって思えてきたわ。もしかすると、私のほうこそ、あなたから学ばなければならないのかも」

「俺おれはまだ何も……」

　ただ、自分は眼力によって、静江より多くのモノが見えるだけだ。

「人が賢い判断だと思っていることが、あなたにとっての正解だとは限らないわ。失敗も含めて、私はあなたがどのように進んでいくのか楽しみにしてるから……しっかりね」

　そう言って、静江は智宏の背中を軽く叩たたいた。

「んふ～っ！」

　すると、マヤも静江の真ま似ねをして、柔らかい手で智宏のお尻しりをぽむぽむと叩いた。

　いま自分はこうして沢山のモノに囲まれ、そして見守られている。

　そのことを実感すると、智宏は静江の言う道もそれほど険しいものではないように思えた。

　少なくとも、自分の進む先は真っ暗ではないだろう。

　なぜなら、ここにいる沢山のモノが進むべき先を明るく照らしてくれているのだから。



　　　　　◆◇◆



「ほらっ、流れてきたぞ。いまだっ！」

　樋といの中を、するすると白いそうめんが流れていく。

「えっ、ええっ？」

「馬ば鹿か者もの、また逃してしまったぞ」

　さきほどから珠たま枝えは石いしの怪かいの頭にしがみついたまま、ギャーギャーと騒いでいる。

　どうも樋が高すぎて、背の低い石の怪ではそうめんが流れてくるところがよく見えないらしい。そこで頭にしがみついている珠枝が代わりに流れてくるタイミングを教えているのだが、ふたりの息はなかなか合わなかった。

　さっきから何度もそうめんを取り逃し、そのたびに石の怪は珠枝に怒られていた。

「珠枝様、もう少し早めに言っていただけないと……」

「なんだと、ワチのせいにする気か。この罰当たりめっ！」

　珠枝は石の怪の頭をポカポカと叩たたいた。

「ん～ふふふっ、マヤがとってあげるんだなぁ」

　ぽってりした肉球のある手でもマヤは器用に箸はしを使っていた。おむすびのビニールははがせないのに、不思議なものである。

「あっ、これは恐縮です」

「んふ～、マヤはお姉たんだからなぁ」

　そう言って、マヤはスピ～と鼻を鳴らして胸を張った。

「えらい、えらい」

　そんなマヤの頭を智とも宏ひろは撫なでてやる。

　確かに小さくなってわがまま度合いが増しているような気がする珠枝よりも、マヤのほうがよっぽどお姉さんであった。

「ふん、ヤマイヌなどに情けをかけられおって……」

　石の怪の頭の上で、珠枝は不満げに呟つぶやく。

「まあまあ、せっかくですから」

　石の怪はつゆにつけたそうめんを箸で持ち上げて、頭にしがみつく珠枝のほうへと持っていく。

「こら、もう少しこっちだ！」

　行儀の悪いことに、そうめんを食べる段になっても珠枝は石の怪から手を放そうとはしなかった。二に人にん羽ば織おりの逆といった感じで、これは難易度が高そうだ。

「ええっ、もっとですか……うわっ、早く食べてください。たれてます、たれてますってば。染みになっちゃいますよ！」

　そうめんのつゆがポタポタと石いしの怪かいの顔にたれている。

　それにしても、石の妖よう怪かいが染みを気にするというのもどうかと思うが。

　やはり石の怪というのは嘘うそで、本当は布団ふとんとか座ざ布ぶ団とんの妖怪なのではないだろうか？

「ええい、わかっておる。そのまま動かすな」

　ようやく石の怪が持ち上げた箸はしに口が届いた珠たま枝えは、そうめんをつるつるとすすった。

「うむ、このつるつるの喉のどごしと、もふもふの手触りを一緒に味わえるとは……まさに至福の瞬間だっ！」

　珠枝はカラカラと上機嫌に笑いながら、感極まったという様子で石の怪の頭をぺちぺちと叩たたいている。

「なにやってるんだか、まったく」

「どうした智とも宏ひろ、変な顔をして？」

　石の怪に同情の目を向けていた智宏のことを、珠枝がじっと見つめていた。

「別に、なんでもないよ」

「んん～？　なんだ、おまえもワチに食べさせたいのか。石の怪に妬やいておるのか？」

　珠枝は石の怪から身を乗り出して騒いだ。

「なっ、なにをっ！」

「ふふん、照れんでも良い。ほれ、あ～ん」

　珠枝は智宏のほうを向いて、口を大きく開いた。

「たくっ……」

　しかたないので、智宏は薬味のショウガをその口に放り込んでやる。

「――っ！」

　髪飾りで縛った珠枝の髪が、ぴ～んと逆立った。

「あははははっ、ちょっとは薬味をきかせたほうが美お味いしいぞ」

「なにをするかっ、この罰当たりめ～っ！」

　カンカンになって怒る珠枝から逃げ出して、智宏はサンルームのほうへと避難した。

　サンルームの前のテラスのテーブルでは、静しず江えと好この香かが一緒に座っており、昼間から一杯やっていた。

「あまり珠枝ちゃんをいじめちゃだめよ」

　日本酒の入った小さなグラスを片手に、静江がクスクス笑いながら言った。

「たまには逆襲してやらないと」

　智宏は苦笑いをしながらテーブルについた。

　そこには、静江が好香のお土産みやげで作ってくれたいなり寿ず司しが入った重箱が置いてある。静江の仕事の速さには脱帽だ。

「いただきま～す」

　智宏はそれを手づかみで、ひとつつまんだ。

　しっとり甘く味付けした油揚げと、香ばしい白ごまの混ざった寿す司し飯めしが絶品のお稲荷いなりさんだ。

「それにしても、昼間からお酒なんていいんですか？」

　いなり寿ず司しをつまみに飲んでいる静しず江えに、智とも宏ひろは少し呆あきれた顔をする。

「せっかくつきあってくれる人がいるんだから、たまにはね」

　そのつきあってくれる人である好この香かは、大好物であるはずの日本酒を放っておいて、重箱に入ったいなり寿司をじっとにらみつけ難しい顔をしていた。

「う～ん、主ぬし様を差し置いて、私だけがお稲荷さんを食べるなんて……」

　好香が言う主様というのは、好香がいる稲荷神社の神様のことだ。

　お供えものを失敬してきたりしているくせに、変なところで気をつかっているようだ。

「なんだ、食べないのか？」

　智宏は、好香の眼前からもうひとついなり寿司をつまみあげた。

「いや、食べないわけないじゃないですか！」

　その智宏の言葉に好香はガバッと顔をあげると、智宏の手からいなり寿司を奪って、素早い動きで口に放り込んだ。

「あぁぁんっ、やっぱりおいしいぃぃ～ん。主様に黙って食べる、この背徳感がたまりませんねぇ～」

　くねくねと身もだえしながら、好香は妙に色っぽい声をあげた。

　箸はしが上手く使えなくて流しそうめんに苦戦していた小さな妖よう怪かいたちも、いなり寿司なら楽に食べられるようで、テーブルの上に沢山集まってきていた。

　身体からだが小さいので、全身を寿司飯だらけにしながら一個のお稲荷さんを分け合って食べている。

「おまえら、もうちょっときれいに食べろよなぁ」

　智宏は苦笑いをしながら呟つぶやいて、同意を求めようと静江の顔を見た。

　ところが、静江はテーブルの上の妖怪たちにはまったく気づいてはいない様子だった。

「あっ……」

　その途端、智宏は自分と静江が違うモノを見ていることに、いまさらながらに気づかされた。

　妖怪に関して、智宏は静江から多くのことを学ばせてもらった。

　この夏休みに読んだ沢山の本からもだ。

　その結果わかったことは、自分と他ほかの人とは見えるモノが違っているということだった。

　これは眼力があるとか、無いとかだけのことではない。

　同じモノが見えているなんてことはない。妖怪も、人間も、たとえ家族であっても。

　だから、結局のところ、最後には自分で判断しなければならないのだ。相手と同じモノが見えるようになるには、どうしたら良いのかと――

「それにお酒も美お味いしい～。それにしても、開運の純米とは――智宏さんのお母様も良いお酒を選びますけど、静しず江えさんもいいセンスしてますね～」

　好この香かののんきな声に、じっと考え込んでいた智とも宏ひろは我に返った。

「ふふふっ、だって美み雪ゆきちゃんにお酒を教えたのは私だもの」

　静江は含み笑いを浮かべながら、手酌で自分のグラスに酒を注いでいる。なんだか、その仕草は妙に男っぽい。

「だったら、智宏さんにも教えてあげてくださいな。ちっともつきあってくれないんですよぉ～」

「それは、もうちょっと智宏君が大人になってからね」

「ぶ～～」

　自分のグラスをくいっと一気に空けた好香はテーブルにあごを乗せて、頬ほおを膨らませた。

「そうだ、好香はこのあたりのこと詳しいよな」

「まあ、それなりにですけど～」

　空になったグラスをじっと見つめながら、好香はぼそぼそと答える。

　智宏が一杯つきあわないのが不満らしい。

「ここから西のほうに行った山の中に、昔の村の廃はい墟きよがあるのを知らないか？」

　智宏はマヤと一緒に行った、例の廃墟のことを尋ねてみた。

「昔の村……え～っと、え～っとぉ？」

　好香はテーブルにあごを乗せたまま、ごろんごろんと首を傾かしげている。

「西の山にある村といったら、もしかしたら、桑くわ野の村むらのことじゃないかしら」

「静江さん、知っているんですか？」

「昔、養よう蚕さんをしていた土地よ。そこにあった家って、二階建てが多くなかった？」

「そういえば……」

　あそこで見た廃墟は、古い民家なのに屋根が高い家ばかりだったような気がする。あんなに古い家なら、普通は平屋のほうが多いはずだろうに。

「ああ、桑野村ですか。それなら知ってますよ。でも、廃墟って……もしかして、あそこってもう人は住んでいないんですか？」

　村の名前を聞いて、好香も顔をあげた。

「廃村になったのは二十年ぐらい前かしら。養蚕で食べていけなくなってからは、人は減る一方だったから」

「そうなんですか。いまぐらいの季節にはウチの境けい内だいでやる夏祭りにも来てくれて、いい人たちばっかりだったのになぁ。そうですか、もうあそこには誰だれもいないんですか……」

　好香はテーブルに両りよう肘ひじをつき、手の甲にあごを乗せて、ちょっと寂しそうな顔をした。

　百年以上を生きる好香にとっては、二十年前といってもそれほど昔のことではないのかもしれない。

「私も廃村前には何度か訪ねたことがあったけど。今いま頃ごろはすっかり山に埋もれてしまっているんでしょうね」

「いえ、そうでもなかったですよ。ちゃんと家は残っていたし。それに、猫たちが沢山集まっていました」

「あら、猫が？」

　静しず江えは猫という言葉に、なぜか驚いた顔をした。

「どうかしたんですか？」

「いえね、あの土地では養よう蚕さんの守まもり神がみとして猫を祭っていたのよ。私が訪ねたのも、その話を里に残っていた人たちに聞きたかったからだったのよ」

「へぇ～、猫を神様にですか」

　智とも宏ひろは何度もうなずきながら、さっきからずっと疑問に思っていたことを聞いてみた。

「ところで、ヨウサンってなんですか？」

「あらら……」

　隣で二人の話を聞いていた好この香かが、手の甲に乗せていたあごをズルッと落とした。

「なんだよ、好香は知ってるのかよ？」

　そんな好香のリアクションに、智宏はちょっと顔を赤らめる。

「あ～あ～、これだから最近の若い人は……」

　好香はニヤニヤと馬ば鹿かにしたように笑いながら、智宏を横目で見つめる。

「あっ、実は私も若いから、よく養蚕のことは知らないのよね。好香さん、説明してあげてくれる」

　どうやら静江は、好香に老けたと言われたことをまだ根に持っているらしい。

「えっ、え～っと、養蚕というのは……おかいこさんを育てて、絹を作るんですよね……たしか？」

　さっきまでの態度とは打って変わって、好香は急に自信なさげな顔になった。

　その説明を聞いた智宏は、それが正しいのかどうか確認するために静江の顔をちらりと見る。すると、にこりと笑って静江もうなずいた。

「それならテレビで見たことあるな。でも蚕かいこと二階建ての家が多いのと何か関係があるのか？」

「そっ、それは何ででしたっけ？」

「昔は養蚕は農家の二階でされていたのよ」

「へー、そうなんですか。でも、不思議ですよねぇ。あんなちっちゃな丸いモノから長い糸ができて、そのうえ着物にしちゃうんですから。人間の術もたいしたモノです」

　好香は自分の説明が正しかったことにホッとした様子だった。

「けど、その養蚕と猫がどういう関係があるんですか。猫を神様にするなんて、あまり聞いたことがないですけど？」

「智宏君、養蚕の天敵はなんだと思う？」

「さあ……」

「それは繭を食べてしまうネズミよ。だから、ネズミ避よけに養蚕農家では猫をよく飼っていたの」

「ああ、だから猫が守まもり神がみですか……」

　智とも宏ひろはようやく合点がいった。

「このあたりだけでなく、日本各地の養よう蚕さんが盛んな土地で猫は神様とされてきたわ。蚕かいこを飼う部屋に猫の絵を貼はったり、感謝の印に猫の石仏を建てたりしてね。桑くわ野の村むらにも村の中心にある猫の形に似た丸い石を猫ねこ又また権ごん現げんとして祭っていたけど、智宏君は見なかった？」

「はい、それなら見ました」

　智宏は猫たちに無理矢理踊らされたところにあった石碑のことを思い出した。確かそこに彫られていた文字が「猫又権現」だった。

　ということは、あの丸い大石が猫の神様のご神体ということか。

　どうりで普通の石とは違った気配を感じたわけだ。

「それにしても不思議ね。あんな誰だれもいない山奥に猫がたくさん集まっているなんて。犬は人に、猫は家につくというけど、里のことが捨てられなかったのかしら？」

　人がいなくなっても、猫たちは自分の住んでいた土地に残り、守り続けてきたというのだろうか。

　それは、いったいどのような気持ちで……？

　智宏には猫たちの気持ちはわからない。

「もしかして、その猫たちって、猫ねこ又まただったんじゃないですか？」

　好この香かが口を挟んだ。

「猫又って、猫の妖よう怪かいのことだよな？」

　智宏も猫又ぐらいは知っている。何十年も猫を飼っていると、やがて尻尾しつぽが二つに分かれて猫又と呼ばれる妖怪のようなモノになるらしいが……

「そうですけど、もともと猫というのはよくわからない生き物ですからねぇ。動物のようであったり、妖怪のようであったり、はたまた人間のようでもあったり――」

　智宏にしてみれば、好香の説明のほうがよくわからない。

　猫は猫。妖怪でなければ動物だと思うのだが、好香たちにとっては違うモノなのだろうか。

「好香の知り合いに猫又はいないの？」

　長い年月を生きた猫又だったら、マロニャーの行方を知っているかもしれない。こうして妖怪町内会の集会にいろいろ提供しているのだ。こちらも、そのネットワークは最大限に利用させてもらうべきだ。

「知り合いなんていませんっ！　私は猫は大嫌いなんですからっ！」

　のほほんとした性格の好香にしては、珍しく嫌悪感をむき出しにして断言した。

「そうなんだ、意外だな」

　智宏の想像では、なんとなく好香と猫は気が合いそうに思えたのだが。

「だって、猫って私の身体からだでガリガリ爪つめを研いだり、おしっこしたり……失礼しちゃいますよ、ホントに！」

　好この香かは苦手な金物をつきつけられたときのように、身体からだをぞわぞわ～っと震わせて言った。

「ああ、なるほどね」

　桜の木としては、あまり猫は歓迎したくなるようなものではないらしい。

「きっと、その猫たちも猫ねこ又また権ごん現げんを慕って集まっているんじゃないかしら？」

　猫に対してぷんすか怒っている好香に、酒を勧めてなだめながら静しず江えが言った。

　そう言われてみると、あのとき猫たちの様子はご神体の大石に近づけまいとしているようにも見て取れた。

「それにしても、懐かしいわねぇ。二十年前、廃村寸前の頃ころに私が訪ねたときも、猫又権現の石の上で大きな黒猫が見送ってくれたものよ。古くから村に住み着いている年寄り猫で、尾が立派だからみんな『オッポ』って呼んでたわね」

　静江はそんな独り言を呟つぶやきながら、ゆっくりとグラスを傾ける。

「そうなんですかぁ、あの里にはもう誰だれもいないんですねぇ。もし、私も花を咲かせられなくなったら、誰も遊びに来てくれなくなるのかなぁ……寂しいだろうなぁ」

　好香もくいっとグラスを空けて、頬ほおを桜色に染めながら物もの憂うい顔をして呟いた。

　すると、静江は好香のグラスをチラリと見てから、智とも宏ひろに目で合図をした。

「そんな先のこと心配してもしょうがないだろ？」

　智宏はあまり気の利きいた台詞せりふではないなと自分で思いながら、好香に酒を注いでやった。

「あっ、ありがとうございます。あはは～」

　智宏の酌を受けて、好香は照れくさそうに首を傾かしげて笑った。

　その笑顔からは先ほどの寂しげな色は抜けきっていなかったが、智宏には気づかぬふりをして自分も笑い返すことしかできなかった。



　　　　　◆◇◆



　庭での流しそうめんも一段落した頃。

　そうめんの食べ過ぎでダウンしているマヤのぽっこりお腹なかの上で、珠たま枝えはその無防備な毛並みを堪たん能のうしているところだった。

「――それにこのままマロニャーを放っておいたら、またおまえの姿で好き勝手するぞ？」

　智宏はすっかり中断させられていたマロニャーの件で、再び珠枝を懇こん々こんと説得しているところだった。

「マロニャーがワチの姿をしていようが、別にかまわんだろう。それとも、なにか不都合があるのか？」

　マヤのお腹の上で大の字に寝転がりながら珠枝は問いかける。

　そう言われると、智宏も返答に困ってしまう。

「いや、別に……だけど、気分的に嫌じゃないのか？　自分と同じ姿をしているモノが好き勝手にやっているって」

　少なくとも智とも宏ひろは嫌だった。

　珠たま枝えと同じ姿をしたモノが、兼かね康やすとあのようなことをしたりするのは……

「ふん、マロニャーがなにをしようとも、ワチはワチだ。微み塵じんも気にならん」

　意外なことに珠枝は本当に気になっていないようだった。

　さすがは並の神経ではない。

　だが、智宏の心配の種は他ほかにもあった。

　それは深刻な問題だったから、軽々しく口にするのには抵抗があったので言わないでおいたが、智宏は意を決して尋ねてみた。

「けど、このまま霊力を分けたままだと、おまえは消えてしまったりしないのか？」

「ふむ？」

　珠枝は上半身だけ起こすと、少しだけ真顔になって智宏の顔を見つめた。

「前に兼康さんが言ってたじゃないか。霊力が弱くなると、おまえたちは別のモノになってしまうって」

　例えば山神から、家神に変化したように。

　そして、さらに力を失えば、家神からまた別の何かへと変わっていく。

　兼康は、そのことを零れい落らくと呼んでいた。

　かつての川の神が、零落して河童かつぱと成り下がったように――その変化したモノは、智宏が知っている珠枝とはまったく別のモノかもしれないのだ。

「その通りだ。例えば、いまのワチの姿のようにな」

「………！」

　いまの珠枝の姿は、あくまで一時的なものだと思っていたからそれほど気にはならなかったが、これも零落した結果といえるだろう。

　あまり珠枝が平気な顔をしているから、そこまで深く考えることはなかった。

「やっぱり、早くマロニャーを見つけないと！」

「おまえは、ワチに元に戻ってほしいと思っているのか？」

「なにを言ってるんだよ！」

　こちらの心配を気にもしないで、珠枝が茶化すようなことを言うので、智宏は思わず大声をあげた。

「んふ～、どうしたのかなー？」

　その声にうたた寝をしていたマヤが半目を開ける。

「あ、ごめん。起こしちゃったか？」

「んふふ、マヤはずっと起きているんだなぁ～」

　とか言いながら、マヤはまた目を閉じて、すぴーと寝息を立て始めた。

　そんなマヤの寝顔を見つめながら、智宏は焦る気持ちを落ち着けようと小さく深呼吸をした。

　珠たま枝えのペースに乗せられては駄目だ。姿が小さくなってから、どうも珠枝は悪戯いたずら好きに拍車がかかって、智とも宏ひろはずっとからかわれっぱなしである。

「だが、しかし……」

　すると、珠枝はこめかみに人差し指をあてて「う～む」と難しそうな顔をして唸うなりだした。

「どうした、珠枝？」

「ワチのことはともかく、あの三本足がマロニャーをいじめるようなことがあってはならんからなぁ。あまりのんびりもしていられんか」

「そうだ、そうだよ。オオヒロに見つかったら、マロニャーがどんな目にあうか！」

「しかたないのう。その猫の里にマロニャーが隠れているというのなら、様子を見に行くための方法を考えるとするか」

　どうやら、ようやく珠枝も乗り気になってくれたようだ。

　マロニャーを可愛かわいがっている珠枝としては、その心配は当然だろう。最初から、その線から攻めていけばよかったのだ。

「それにしても、マロニャーに懐かれているときの拝み屋の顔は見てみたかったな。やつは根が真面目まじめだからな。きっと見み物ものだったろう？」

　悩むのをやめた珠枝は、急ににやけた顔で智宏に問いかけた。

「俺おれは二度と見たくないね」

　マロニャーと兼かね康やすのことを思い出した智宏は、またムカムカしてきた。

「なんだ智宏、その顔は？」

　珠枝は両端で結んでいる髪をもてあそびながら、智宏のほうを上目遣いで見つめた。

「別に……なんでもないよ」

「んん～～？　もしかして、おまえ拝み屋に妬やいているのか？」

　珠枝はニマッと笑って、智宏を挑発するように縛った自分の髪をピコピコと動かした。

「ばっ……馬ば鹿かいえっ！」

　図星をさされて、智宏は顔を赤らめた。

「おっ、妬いてる、妬いてる。智宏は妬いておるんだな！」

　珠枝はマヤのお腹なかの上で子供のように飛び跳ねた。

　きっと、この前の濡ぬれ女の件で、智宏が珠枝に同じ事を言って、うまく乗せたことに対する仕返しのつもりなのだろう。

「んふーっ、もう食べられないなぁ」

　そんなお腹の上の大騒ぎを聞きつけ、またマヤが目を覚ました。

「おい、ヤマイヌ。おまえも言ってやれ。『智宏は妬いている』とな！」

「お兄たんがやいてる～？　お腹いっぱいだけど、焼き芋なら別腹なんだなぁ」

　マヤはぺろりと舌なめずりをしながら言った。

「馬ば鹿か者もの、その焼いているではないわ！」

「んふ～っ？」

　自分のお腹なかの上で騒いでいる珠たま枝えを見て、マヤは口元に手をあててきょとんとした顔をする。大きく見開かれたくりくりした目が妙に愛らしい。

「んふっ、たい焼きでも別腹なんだなぁ」

「だから、違う……と言っておるだろうが、この馬鹿者め。あまり妙なことを言うな。なんだか……ワチも食べたくなってきてしまったではないか！」

「たこ焼きも……」

「わかっとらんな。焼くと言えば、磯いそ辺べ焼やきに決まっておろう。醤しよう油ゆと海の苔りの香りがたまらなくてのぉ」

　なんだか話がまったく違う方向へと行ってしまったようだ。

「たくっ、そんなこと言ってると、ずっとプールはおあずけだからな！」

「なっ、なんだと、この罰当たりめっ！」

　マヤと食べ物談義をしていた珠枝が、飛び上がって怒った。

「うるさい、うるさい。こっちはおまえのことを心配してやってるってのに。早くプールに行きたいんなら、さっさと猫の里に入り込む方法を考えるんだな」

　これ以上、妬やいているとからかわれてはたまらない。

　智とも宏ひろはわざと怒ったふりをしてみせた。

「む～っ！」

　すると、負けじと珠枝も口をとがらせむすっとした顔をする。

　そんな二人の間に、マイペースなマヤが割って入ってきた。

「ねえねえ、珠枝たん。お好み焼の『おこのみ』って、どんな食べ物なの～？」

「お、おこのみ？　おこのみというのはなぁ……たしか、山で採れるオコという木の実だったかのぉ……」

　マヤの質問に、珠枝は腕を組んで考え込みながら適当なことを言っている。

　その隙すきに、智宏はその場をそっと立ち去った。

　二人のお馬ば鹿かな会話に突っ込みたいのをじっと堪こらえて……



    

  
    
      
第三章　コヒロとオオヒロ





　流しそうめんは盛況のうちに終了して、夏の長い日が完全に暮れるころには妖よう怪かいたちもバラバラと自由解散していった。

　好この香かと一緒にだいぶ杯を重ねていた静しず江えは、食器だけ台所に戻すと、洗い物は翌日にして、早々に眠ってしまったようだ。

　珠たま枝えのほうは、石いしの怪かいやマヤをもふもふするのに疲れたのか、部屋に閉じこもったきりずっと姿を見せない。猫の里に入る方策を考えてくれているというのならばいいのだが、たぶんあまり期待できないだろう。

　そんなわけで、まだ午後九時前だというのに、家の中はすっかり静かになっていた。

　セミの声は、夜になっていつのまにか金属質の涼しげな秋の虫の声に変わっていた。まだまだ夏真っ盛りだというのに気の早い虫たちである。

　さすがにまだ寝るには早いので、智とも宏ひろはサンルームで虫の声に耳を傾けながら読書をしていた。

　読んでいるのは、書斎にあった猫に関する本。

　といっても、ペットとしての猫を書いた本ではなく、人間と猫との歴史に関するものであった。

　これを読んでみると、昔は猫と養よう蚕さんというのは切っても切れない間柄だったらしい。

　ペットとしてしか考えたことの無い猫が、昔は人間のために働いていたということは、智宏にとって新鮮に感じられた。そういえば、ヤマイヌの先祖たちも、大昔は人間たちの仕事を手伝うことで里の一員として生きてきたという。

　ペットを家族と呼ぶ人もいるようだが、いまと昔、どちらの人間のほうが彼らと深い縁を結んでいたのだろう。

　それは、いまの人間と妖怪の関係にも通じるものがある気がした。

「いろんなものが人間のまわりにはいるんだなぁ」

　考えが少し行き詰まり、智宏は胸にぶらさげていた髑どく髏ろのデザインのシルバーリングを指でもてあそぶ。

　酔っぱらった好香が、智宏と一緒の部屋に泊まると騒いだので、このリングを使って追い払ったのだ。真ま希きからもらったこのリングは金気が強いらしく、金物を嫌う好香には効果てきめんであった。

「でも、ちょっと可哀かわい相そうだったかなぁ」

　リングを見せた途端、すっかり酔いが覚めた顔をして逃げ出した好香の顔を思い出し、智宏はちょっと胸が痛んだ。

　祈き祷とう師しである真ま希きたちはそういった妖よう怪かいたちの性質を利用して、相手に言うことを聞かせたり、退治をしたりしているようだが、智とも宏ひろはそのように弱みをついてどうにかするというやりかたにはやはり抵抗を憶える。

「明日、ちょっと様子を見に行こうかな」

　きっと好この香かのことだから怒ったりはしていないだろうが、このままにしておくのもあまり気分は良くない。

　智宏はマロニャーを捜すついでに、明日はお稲荷いなりさんに寄ってみようと思った。



　――コンコン。

　物思いに耽ふけっていた智宏は、サンルームのガラスが叩たたかれる音で我に返った。

「なんだ？」

　夏の怪談というわけではないが、ちょっとゾクッとする。

　妖怪たちは平気だが、幽霊となると話は別である。どのように違うのかは、智宏にもうまくは説明できないのだが。

　サンルームの明かりにぼんやりと照らし出される庭に、智宏は目を向けた。

　すると、ガラスのすぐ側そば、闇やみ夜よを背景にぼんやりと白っぽいモノが浮かんでいる。

「うわわわっ！」

　意表をつかれて大声をあげてしまった智宏だったが、その正体に気づくと胸をなで下ろした。

「なんだ、コヒロかよ……」

　智宏がそう呟つぶやくと、ガラスの向こうでコヒロがぺこりと頭を下げた。

「ちょっと待ってな」

　智宏はサンルームの戸を開けて、外にあるテラスに出た。

　コヒロはいつもと変わりない黒い上着とタイトスカートという格好だった。胸元が少しあいており、赤いネクタイがワンポイントになっている。

　とりあえず、智宏はテラスにある椅い子すをコヒロに勧めた。

　目の前でコヒロが腰をかけたとき、ついつい胸の谷間に目がいってしまい、智宏はあわてて視線をそらした。この前の海水浴のときに、たまたま目撃してしまった黒い下着がもわもわと頭に浮かぶ。

「そ、そんな黒い服を着ているから、さっきは顔だけが宙に浮かんでいると思っちゃったよ」

　そんな妄想を悟られまいと、智宏はわざと大声を出した。

「闇夜にカラスですから」

　コヒロはぽつりと呟く。

「あ……ああ、うん、なるほどね」

　その言葉に普通に納得をする智宏だったが、なぜかコヒロは目を大きく見開いてこちらを見つめていた。

「どうかしたの？」

「いまのは冗談だったのですが」

　まったく表情を変えることなく、いつもの冷静そのものな口調でコヒロが言った。

「冗談……ああ、冗談ね！」

　一瞬、何を言っているのかわからなかったが、さきほどの「闇やみ夜よにカラスですから」という台詞せりふのことを指しているのだと、智とも宏ひろはしばらく考えてから気づいた。とはいえ、その冗談のどこが面白いのかは、いまいちつかみづらい。

「真ま希き様が得意とされている冗談だったのですが。よろしければ、どこが面白いのかをご説明いたしましょうか？」

　淡々と語るコヒロに、智宏は堪たまらず吹き出した。

「面白かったですか？」

「いや……面白いというか、なんというか……」

　たぶんなんで笑ったのか説明してもコヒロは理解してくれないだろう。

「まあ、そんな冗談はいいとして、今晩はどうしたんだ？　真希は？」

「真希様は東京でのお仕事が終わりましたので、こちらで兼かね康やす様とお会いになって、今いま頃ごろはきっとご一緒に食事でもなされているのでしょう。私は臨時休暇をいただきました」

「ふ～ん、コヒロはお邪魔虫か」

「おじゃま？　私、お邪魔でしたでしょうか？」

「いやいや、そんなことないって。こっちの話！」

　きっと真希は兼康と二人きりで食事をしたいから、コヒロに休暇を与えたのだろう。

　この前の海水浴では、いろいろ事件がありすぎて兄妹きようだい仲良くというわけにはいかなかったのだから、この機会にたっぷり甘えればいいだろうと智宏は思った。

「失礼ながら、智宏様の気配を探させていただきましたところ、こちらにいらっしゃるのがわかりましたので――夜分とは思いましたが、よければお話をさせていただければと思い、参上いたしました」

「ああ、別にいいよ。泊まっていくとか、そういうことをいわなければ」

　好この香かのことを思い出しながら、智宏は言った。

「泊まるだなどと……そんなご迷惑をおかけするつもりはありませんが」

　コヒロは声のトーンを少し下げた。

「いやいや、だから気にしないでくれってば」

　どうもコヒロは真面目まじめすぎて下へ手たに冗談も言えない。

「了解いたしました。気にしないことにします――」

　そう言ったコヒロは、何かに気づいたように、じっと智宏の胸元を見つめた。

「んっ？　んんっ？」

　智宏が身体からだを動かすと、それに応じてコヒロも視線を動かす。

「どうかしたの？」

「稲いな村むら様、その胸のモノは？」

　その声には、いつもの淡々とした冷静な声とは別種の冷たさがあった。

「あっ、ああ、これは真ま希きにもらったんだ」

　智とも宏ひろはコヒロの妙な様子に戸惑いながらも、胸にぶらさげていたリングを首から外した。

「お貸しいただけますか？」

「いいよ」

　智宏はリングをコヒロに手渡した。

「……ずいぶんと、曇っておりますね」

　しばらくリングを観察していたコヒロは、やおら顔をあげるとさきほどと同様の冷たい口調で言った。それはこちらの腹の底を冷やすような迫力ある声だった。

「うん、なんかあの旅行から帰ったら、こんなふうになってたんだ」

　確かにコヒロの言うとおり、シルバーリングからは銀の光沢が失われ、ホコリで汚れたようにくすんでいた。智宏も気になって洗剤をつけて磨いてみたが、あまりくすみは落ちないので、しかたなくそのままにしておいたのだ。

「もしかして、このリングをつけたまま温泉に入ったのでは？」

　向こう側の闇やみが透けているのではないかと思えるほどのコヒロの深く黒い瞳ひとみが、じっと智宏を見据えて離さない。そんな目で見つめられた智宏は、居心地が悪くてお尻しりのあたりがむずむずしてきた。

「うん、つけていたよ。そういえば、温泉に入ってからだな。リングがくすんだのは」

「クワ～ッ！」

　大きく目を見開いたコヒロが、驚くほど大きな声をあげた。

「なっ、なんだ、どうした！」

「銀は硫い黄おう泉せんにつけるとたちどころに硫化して、黒ずんでしまいます。ひとたびそうなってしまったら、専用の薬剤と銀磨きで手入れをしませんと、元の輝きを取り戻すことはできません」

　普段は寡黙で表情の変化が乏とぼしいコヒロが、とても厳しい顔つきで智宏を叱しかりつけるように言った。

「は、はい、すみません。ほんとにすみません」

　その迫力に圧倒されて、智宏は反射的に頭を下げた。

　そして、次に顔をあげたときには、どこから取り出されたものか、テーブルの上に液体の入った瓶やフェルト布、歯ブラシが並べられていた。

　コヒロは神妙な顔でリングとチェーンを観察すると、まずはチェーンからリングを外した。このチェーンも真希からもらった銀製のもので、美しい細工の施された高価そうなものだった。

　コヒロはそんなチェーンを、瓶の中の液体に浸ける。

「なにやってるの？」

「ひとーつ、ふたーつ、みーっつ」

　コヒロは真剣な顔でなにやら時間を計っていて、智とも宏ひろが問いかけても完全に無視している。

「……ここのーつ、とーう」

　そんな調子で十秒を数え終わったコヒロは瓶からチェーンを取り出すと、歯ブラシで丁寧にこすり始めた。

「それで汚れが落ちるの？」

「落とします」

　素っ気ないが、秘められた熱意がひしひしと感じられるコヒロの返事。

　チェーンを磨くコヒロの姿は、まるで御仏の姿を彫る仏師を連想させるほど、求道的で真剣なものだった。

　声をかけるのもためらわれたので、智宏はしばらくじっと黙っていたが、チェーンの輪ひとつひとつを丁寧に磨いているコヒロを見つめているのも、いい加減手持ちぶさたになってきた。

「え～と、なんか手伝えることある？」

　コヒロの怒りを買わないように、おそるおそる尋ねてみる。

「でしたら、この手入れ用の薬剤が染みこませてある布でリングのほうを磨いてください」

　そう言って、コヒロはケースに入ったフェルト布を取り出した。

「ど、どうやればいいのかな？」

　当然、智宏はシルバーアクセサリーの手入れなどしたことがない。ここで下へ手たな磨きかたをしたら、またコヒロに叱しかられそうだ。

「チェーンと違って、そちらはただ表面を優しく磨くだけですから簡単です。ただし、もとからあるカラスの羽根のように黒いいぶしの部分は磨かないようにしてください。その部分はリングの風合いですので」

　コヒロはよどみない口調でテキパキと指示する。

「わ、わかりました。頑張ります」

　言われるがままにリングを磨いてみると、なるほど徐々にくすみが取れていく。

　髑どく髏ろのデザインのリングの目玉や歯の部分にある、最初からあった黒ずみは取ってしまわないように、頭部やリング部分だけを丁寧に磨いていくと、すぐに元通りの輝きを取り戻してきた。

「面白いな、これ」

「銀器のくすみは持ち主の心の汚れを表すといいます」

「ふ～ん、なるほどね」

　すぐにくすんでしまう銀器を手入れできないような持ち主は、人間性もたいしたことがないという意味だろう。そう言われると、いままでくすんだリングを平気で胸に下げていたことが恥ずかしくなってきた。

「ですから、稲いな村むら様のお持ちの銀器が汚れているのは、私には耐えられません」

　チェーンの隙すき間まに汚れが残っていないかじっくり観察しながら、コヒロはこれまでとは違った小声でぼそっと呟つぶやいた。

「それは悪かったね」

　なぜ、「ですから」になるのかはよくわからなかったが、とにかく銀器が汚れていることはコヒロにとって耐え難いことなのだろう。

「それにしても慣れているよな。真ま希きによくやらされているのか？」

　別に真希の心が汚いといっているわけではないが、あの暴走娘がこういう繊細な仕事に向いているとも思えない。

「いえ、休暇には自分の銀器をいつも磨いておりますので」

「へえ、そうなんだ……」

　休みの日、ずっとひとりで銀器を磨いているコヒロの姿――それはあまりに似合いすぎる姿で、智とも宏ひろも大納得だった。

「もう少しで終わりますから」

　コヒロはもう一度、チェーンを瓶の液につけながら言った。

「ああ、ありがとう」

　物音は虫の声以外に聞こえない、夏の夜。

　テラスのテーブルで、コヒロと二人きりでシルバーアクセサリーを磨く――

　珠たま枝えが小さくなってからは、そのわがままにずっと振り回されっぱなしだったので、なんだか、しばらくぶりに心が穏やかになったひとときだった。

　こうしていると、智宏にも、休暇の日に銀器を磨くというコヒロの気持ちが少しわかるような気がした。



「さあ、これで綺き麗れいになりました」

　コヒロの丁寧な手入れのおかげで、すっかりチェーンは元の輝きを取り戻した。

「リングはこんなもんでいいかな？」

　だいぶ前に磨き終えていたリングをコヒロに手渡す。

　コヒロは受け取ったリングを手の上に乗せて、じっと観察する。

　その真剣なコヒロの目つきに、智宏は思わず固唾かたずを呑のんだ。

「上じよう手ずに磨かれています。稲村様に相応ふさわしい輝きです」

「ど、どうも……」

　たいしたことはしていないのに誉ほめられて、智宏は照れくさくなった。

「では」

　コヒロはリングにチェーンを通すと、テーブルの向こう側から身を乗り出して、智宏の首にかけようとしてくれた。

「あっ……」

　コヒロの胸が無防備に眼前に迫ってきたので、智とも宏ひろはギクッと硬直してしまった。

　下へ手たに動けば顔が胸にくっついてしまいそう。しっとりと良い香りのするコヒロの長い黒髪が頬ほおを撫なで、チェーンをはめようとしている冷たい指先が首の後ろに触れると、智宏の中では様々な気持ちが吹き出し、渦を巻いて、背筋がぞくぞくしてきた。

　そして、そんな危ういバランスに割って入ってきた声。

「あら、お邪魔だったかしら？」

「クワッ！」

　その声を聞いたコヒロは悲鳴をあげて、智宏の顔に抱きついてきた。

「うわっぷ！」

　好この香かとはまた違った感触を顔面に感じつつも、智宏はコヒロの背後にいつのまにか現れた黒衣の人物から目を離すことはできなかった。

　深い夜の闇やみが凝縮して、人の形を為なしたようなモノ。

　そして、その闇の黒衣とは対照的な白く美しい相そう貌ぼう。

　一度会えば、もう彼女のことを忘れることなどできはしない。

　そう、テラスに現れたのはオオヒロだった。

　しかも、オオヒロは口元に彼女特有の人をからかうような挑発的な笑みを浮かべながら、コヒロのお尻しり――尾羽の根元あたりを撫で回しているのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「この子はね、ここを撫なでられると喜ぶの。覚えておきなさい」

「お、お姉様……やめ……やめていただけませんか」

　智とも宏ひろの顔に抱きついたまま、いままで聞いたこともないような艶なまめかしい声でコヒロは懇願している。

　コヒロのふくらみを顔に感じて動揺していた智宏だったが、そのコヒロの言葉に我に返った。

「お姉様～っ!?」

　智宏は驚いて叫さけんだが、顔はコヒロの胸で覆われているので、もがもがとくぐもった声をあげるのが精一杯だった。

「コヒロ、その子が苦しがってるわよ。あまり強引に攻めるのは感心できないわね」

　オオヒロはコヒロの腰を抱きかかえるように腕をするりと回して、智宏から引き離した。

「それは……お姉様がいきなり……」

「あら、私のせいにするわけ？」

　智宏の目前で、オオヒロはコヒロの腰を後ろから抱きしめたまま、もう一方の手であごの下や頬ほおを撫で回している。二人の顔はよく似ているので、それは男装をしたコヒロが、自分自身を抱きしめているような、そんな不可思議な光景に感じらた。

「――って、あんた、コヒロのお姉さんだったのか！」

　二人の倒錯した世界に圧倒されていた智宏は、その妙な空気を断ち切ろうと大声をあげた。

「そうよ。私が名乗ったときに気づかなかったの？」

「いや……それは……」

　確かにコヒロとオオヒロ。

　わかりやすすぎるぐらいだ。なぜいままで気づけなかったのか。

「私の羽根は八や咫たに止とどまらず、大きく広い。だからオオヒロ――この子はコヒロ」

　オオヒロは歌うように語り、そしてまたコヒロの頬を撫でた。

　コヒロのことも気になったが、智宏にはもっと気がかりなことがある。

「いったいなんの用なんだ？」

　智宏は動揺を悟られないように、精一杯の虚勢を張って尋ねた。

　てっきりオオヒロは珠たま枝えの霊力を得たマロニャーを追っていると思っていたのだが、いったいなぜここにやってきたのか。

「今晩は、家神ではなくて、人間のあなたに用があって来たの」

　濡ぬれて艶つややかな唇の端をニイッとつりあげ、オオヒロはコヒロのお尻しりを触った。

「クワッ！」

　触られたコヒロが驚いたようにお尻を引っ込めた。

　その隙すきにオオヒロはステッキを使って椅い子すを引き寄せて、まるでダンスのような動作でコヒロを座らせる。

「この子に危害を加える気は無いの。だから、あなたはおとなしくしてなさい」

　オオヒロは背後からコヒロの肩にあごを乗せて、その耳元に囁ささやく。

　そして、ステッキを小こ脇わきに抱え、自分も芝居がかった動作で椅い子すに腰をかけた。

「ちょっとお話をしましょう。いいわよね？」

　そんなオオヒロの横でコヒロは緊張しているのか、目を大きく見開いたままの表情で金縛りにあったようにピクリとも動かない。

　よほどこの姉が苦手らしい。

　もちろん、いままでのやりとりを見ていれば、それは智とも宏ひろにも容易に理解できるし、コヒロには同情さえしている。コヒロからの助け船が期待できなくても、恨む気持ちは湧わかなかった。

「あなたのところの家神が霊力を分けたモノだけど、逃げるのが達者なモノのようでね」

「へえ、そうなんだ。俺おれはよく知らないけど」

　智宏は白々しくとぼけてみた。

　もし、オオヒロがマロニャーのことに気づいていないのなら、わざわざ教えてやる必要はない。

「だいたいの見当はついているんだけど。あと一歩のところで、山に隠れられてしまったの」

「ふ、ふーん。それで？」

　やはりきわどいところまで嗅かぎつけられているらしい。

　このままでは、山にある例の猫たちの里が発見されるのも時間の問題だろう。そうしたらマロニャーも隠れる場所を失うことになる。

「私は無駄なことは嫌いなの。だから、人間のあなたと話し合いができないかなと思って」

　オオヒロは「人間」という部分を少し強調して言った。

「その前に、なんであんたが珠たま枝えのことを追いかけているのかを教えてくれよ」

　ただオオヒロの話を聞いているだけでは、埒らちがあかない。

　少しでもオオヒロの真意を聞き出さねば。

「私は、あの家神にきちんとした社に収まってもらいたいの。その力に相応ふさわしい山神としてね」

「珠枝はそんなのは嫌だって言ってるんだけど」

「ええ、それは兼かね康やすたちから聞いているわ」

「なっ、兼康さんだって？」

　まさか珠枝に手を焼いた兼康たちが、オオヒロを差し向けたとでもいうのだろうか。

　昼間に会ったときには、そんな素振りはみられなかったが……

「私は楠くすの木き家を守護するモノ。コヒロだってそうなのよ。まだ見習いだから、真ま希きのお目付役程度しかできないけれど」

　オオヒロは横目でコヒロを見つめた。

　ただ、その目つきは馬ば鹿かにしているというよりは、妹のことが可愛かわいくてからかっているといった雰囲気に見て取れた。

「だから、兼かね康やすと真ま希きが手こずっている仕事の手助けをしてあげに来たというわけ。そのためにはあの家神を祭って、山を鎮しずめるのが一番手っ取り早いの。これで疑問は解けたかしら？」

　兼康たちの仕事の手伝いに来たことは間違い無いようだが、その口ぶりからするとあの二人とは関係の無いところで、勝手にやってきているらしい。

　だから、昼間会ったとき、兼康はオオヒロのことをなにも言わなかったのだ。

　いま思えば、あのときオオヒロのことを尋ねておけばよかったのだ。珠たま枝えの姿に化けたマロニャーのことで頭が一杯になってしまい、それどころではなかったのが悔やまれる。

「兼康さんの仕事が大変なのはわかるけど……だからって、俺おれは珠枝が嫌がるようなことをさせるつもりはないから」

「あなたは、まず自分のことを考えるべきね。このまま、あの家神と一緒にいればどうなるかを考えたことはある？」

「ちゃんと祭らないと珠枝の力が弱まって、零れい落らくしてしまうかもしれないんだろ？」

「あら、若いのに零落なんて言葉、よく知っているわね」

「まあね、いろいろ勉強しているから」

　見くびられるのも嫌なので、兼康に教わったということはわざと言わないでおいた。

「でも、零落をするなんて話はずっと先のこと。そんなことになる前に、あなたたちの関係は破は綻たんする。いままで何事もなかったのが不思議だったぐらい」

「どういうことだよ」

「祭られていない神は抜き身の刃物と同じ。いずれは災いを呼ぶモノよ」

　海水浴に行ったときに真希が語った言葉と同じだった。

　おそらく真希の言葉は、このオオヒロからの受け売りだったのだろう。なぜなら、オオヒロの言葉からは真希が語ったとき以上の強い説得力が感じられた。

　こちらの意思をくじく、強い力を持った言葉。

　智とも宏ひろはオオヒロが何か術を使っているのではないかと警戒したが、眼力ではいまのところ何も感じ取れない。

　智宏が無言のままでいると、オオヒロはさらに言葉を紡いだ。

「あの家神は、つい最近まであなたの言葉に縛られていた。それが幸いしたのね。神を縛ることで災いを防ぐ。生産的ではないけど、愚かな手段ではないわね」

　どうやら自分たちのことは、なにもかも承知しているらしい。

　兼康から聞いたのか、石いしの怪かいから聞いたのか……そんなこと、いまさらどうでもよいことだったが。

「だけど、いまは自由の身。小耳に挟んだ限りでは楽しくやっている様子だけど、いつ災いを為なす荒あら神がみと化すかは、誰だれにも予想はできない。自然の災害がいつ来るかわからないようにね」

「珠たま枝えはそんなふうにはならない！」

「そうかしら。自分のモノに執着の強い神ほど、それが穢けがされると荒ぶるモノなのよ。その予兆ぐらいはあったんじゃないの？」

　オオヒロは知っていてわざととぼけているのか、テーブルに肘ひじをつき、にやついた顔でこちらを見つめている。

　息を呑のむほど美しい顔にまったくそぐわないその笑い方は、本当にあのコヒロの姉なのかと疑いたくなるほど人間的で――そして、智とも宏ひろをむかつかせる。

　だが、腹立ちまぎれにそのことを否定すれば、嘘うそになる。

　智宏が濡ぬれ女に縁を奪われたとき、珠枝が兼かね康やすたちに発したおぞましい呪じゆ詛その言葉。

　あれは珠枝の本心からの言葉だった。

　もしも、あのまま自分が元に戻れなかったら……

　それ以前に、濡れ女が気まぐれを起こさずに、自分の命を奪っていたら……

　珠枝はあの場にいたモノに、どのような災いを振りまいたのだろうか？

　いや、それどころかあの場で兼康たちに罰を与えなかったのは、珠枝が霊力をマロニャーに分けていたからだけなのかもしれない。

　いつもの力を行使できる状態だったら、あのとき珠枝はいったいどのような行動をとったのだろう？

　その先を智宏は考えたくなかった。

「そこで、提案があるの」

　じっと考え込んでいた智宏の注意を引くように、オオヒロはステッキでテーブルの脚をコンコンと叩たたいた。

「えっ……？」

　その音を聞いた途端、智宏の頭に熱っぽく渦巻いていた悩みがスッと薄らいでいく気がした。

「いま、あなたの家神は霊力の多くを分離していて、たいした力を使うことはできない。それはすなわち、このままの状態なら、あなたと暮らしていても大きな災いを呼ぶこともないということよ」

　珠枝を元に戻すことばかり考えていた智宏にとって、そのオオヒロの言葉は驚くべき発想だった。

「家神の力を元に戻さないためには、分けた霊力を持つモノを封じてしまえばいいの。そうすれば、霊力を取り戻すことはできなくなる。ついでに、霊力を分けられたモノを、このあたりの山神に祭れば、土地も鎮しずまり、みんなも喜ぶ」

　それはいままで思い悩んでいた問題が一気に解決する、とても魅力的な提案に思えた。

「前に会ったときに言ったでしょ。ふたりにとって良い話というのは、このことよ」

　オオヒロの言葉に心奪われていた智宏だったが、そのとき、ちくりとなにかが引っかかった。

「ふたり……ふたりって、誰だれと誰だ？」

「それはあなたと家神のふたり」

　オオヒロは仮面のような固まった笑みを浮かべたまま、淀よどみない口調で答える。

「違うだろ。いまのは俺おれとあんたにとって都合のいい話だ」

　智とも宏ひろは顔をあげ、オオヒロの目を見据えて言った。

「あら、そう受け取るわけ？」

　いままで笑うように細められていたオオヒロの目が、少しだけ大きく見開かれた。

　その瞳ひとみは輝きを持たない、穴の奥底をのぞいているかのような暗くら闇やみ。

　智宏の眼力であっても、彼女の真意を読むことはできない。

「でも……それに不都合があって？」

「開き直るなよ！」

「あなたは人間でしょう。なら、もっと我を貫きなさい。自分の都合に相手を従わせなさい」

　オオヒロは、いままでとは違う強い語気で語った。

「臆おくすれば喰くわれるわよ。あなたが相手にしているのは、そういうモノなの」

　テーブルに肘ひじをついて身を乗り出すオオヒロのスーツが急にざわっと毛羽立ち、黒い羽根が渦を巻きながら宙に舞い上がった。



    

  
    
      



    

  
    
      「人間は私たちを祭り、人間は私たちを封じ、人間は私たちと契約してきた。いまのあなたたちはもう忘れてしまっているかもしれないけど、そうやって昔の人間は自分たちの居場所を切り開いてきたの。いまさら後戻りなどできはしない」

　数ヶ月前の智宏ならば、オオヒロが何を言っているのかわからなかっただろう。

　だが、いまの智とも宏ひろには理解できる。

　どんな妖よう怪かいでも、たとえ神であっても、人間の影響を受けずにはいられない。

　あらゆる場所に人間は拡ひろがり、彼らの居場所に足を踏み入れた。

　そして長い年月、衝突や妥協や和解を繰り返して、いまの関係が生み出されてきたのだ。

「俺にどうしろと……」

「家神が霊力を分けた相手を教えなさい。私が霊力ごと山に封じてあげる」

　そうだ、智宏はその言葉を聞きたかったのだ。

　あの生意気な野の良ら猫ねこの顔を思い出して、智宏はニヤリと笑う。

　どうやら、マロニャーはまだオオヒロの目を欺き続けているらしい。

「なにがおかしいの？」

「悪いけど、あんたにはなにも教えられない」

「なぜ？」

　テーブルの下からギシギシと金属がきしむような、耳障りな音が聞こえた。

　それは智宏の不安をかき立てたが、同時にオオヒロに対する抵抗の意思を固めさせてもくれた。

　脅そうとしているのかもしれないが、こちらとてそう簡単に思惑にはまったりはしない。

　このぐらいの状況は、もう何度も経験済みなのだ。舐なめないでもらいたい。

　智宏は足下で何が起きているのかはあえて考えないようにして、声が震えないように気を付けながら、一言ずつ言葉を口に出した。

「家族のことは、家族で決める。他人に口を挟んでもらいたくない」

　その途端、頭上を逆巻いていたオオヒロの黒い羽根が勢いを失い、テーブルの周りにふわりと舞い降りてきた。

「ねえ、なんなのよ、この子は？」

　オオヒロは呆あきれたような顔をして、隣でじっとしているコヒロに問いかけた。

「稲いな村むら智宏様です」

　コヒロは見開いていた目を、ゆっくり元に戻しながらぽつりと呟つぶやく。

「ふーん」

　椅い子すに立てかけてあったステッキを手に取り、オオヒロは不満そうにコツコツと地面を叩たたいた。すると、あたりに舞っていた黒い羽根は霧散して消えた。

「どうしても教えないわけね？」

　さっきまでの禍まが々まがしい気配はすっかり失せて、ただの年上のお姉さんといった口調でオオヒロは問いかけてきた。

「教えない」

　智とも宏ひろはきっぱりと断る。

　オオヒロが値踏みをするような目でじっとこちらを見つめているので、智宏も意地になって目をそらさずに見返してやった。

　さきほどとはまた違った緊張感が二人の間で高まったとき――

　のんきな歌声が聞こえてきた。

「にゃにゃにゃあ～にゃ、今日の晩ごはん、な～にかあるかにゃ～」

　三人が座るテラスの前を、調子外れな歌声と共に、機嫌良さそうな足取りで横切っていくのはＴシャツにスパッツ姿の少女。

「珠っ……マロっ……！」

　智宏は思わず口に出た叫さけびをなんとか押さえ込もうとしたが、少し遅かった。

　珠たま枝えの姿をしたマロニャーが、こちらをくるっと振り向いた。

「うわっ、智宏！　なんでここにいるにゃ！」

　さっきまで楽しげにふりふりしていた尻尾しつぽをぴーんと立てて、マロニャーはわめいた。

「馬ば鹿かっ、なんでこんなところに！」

　あわてて智宏はシッシッと手を振る。

「あらあら、向こうからやってくるなんて。日ひ頃ごろの行いが良いせいかしらね？」

　マロニャーの存在に気づいたオオヒロが椅い子すから立ち上がると、ステッキをくるりと回転させて小こ脇わきに抱えた。

「にゃっ！」

　オオヒロのただならぬ気配を察したのか、マロニャーは驚いたようにぴょんと小さく後ろに跳ねる。

「早く逃げろ！」

　そう叫ぶ智宏を、マロニャーは胡う散さん臭くさげに見つめている。

　逃げろと言われて、逆に疑っているらしい。

　そんなことをしている暇があったら、とにかく逃げて欲しいと思ってるのに、その気持ちはまったく伝わらない。

「逃げられるわけないでしょ？」

　脇わきに挟んでいたステッキを片手に構えたオオヒロの足下から、ぶわっと強い風が上空に巻き上がる。

　スーツの裾すそがはためき、長い髪が翼のように広がった。

　それはコヒロが力を行使するときの姿に似ている。どうやらオオヒロも本気を出したらしい。

「にゃあっ！」

　マロニャーはその迫力にきびすを返して逃げだそうとしたが、もう遅かった。

　智宏の眼力にはオオヒロから吹き出した黒い風が、すでにマロニャーを二重三重と取り込んでいるのが見えていた。

　とても逃げられない。

　オオヒロもマロニャーを捕らえたことを確信しているのか、いままでスーツの上着のすそに隠れていた尾羽がピコピコと機嫌良さそうに動いて――尾羽？

「えいっ！」

　反射的に智とも宏ひろはオオヒロの尾羽をつかんで引っ張った。

「クワ～～～ッ！」

　甲高い鳴き声が、夏の夜空に響き渡る。

　智宏の目もく論ろ見み通り、黒い風は力を失い消え去った。

　その隙すきにマロニャーは植え込みを軽々と乗り越え、闇やみの中へと消えていった。もう智宏の眼力でも後は追えない。

　コヒロが尾羽の根元を撫なでられて驚いていたのを見て、もしやここが弱点なのではと思ったが、これほど効果てきめんだとは予想外だった。しかも、このオオヒロがあんな大声をあげるとは……

　そんなことを思いながら自分の手の中を見ると、黒い尾羽を一本抜いてしまったことに気づいた。

「あ……ごめん」

　その尾羽を片手に智宏がオオヒロのほうを見ると、コヒロが時々するような感じで、目を大きく見開いていた。

　その視線の先にあるのは、智宏の手にある自分の尾羽。

「な、な、な、なんたる無礼な！」

　オオヒロはそう叫さけぶと、智宏から尾羽を奪い取った。

　声は震えており、相当動揺している様子……というより、かなり怒らせてしまったらしい。

　いまさらになって、智宏は身の危険を感じ、さあっと顔から血の気がひいた。

　一方、オオヒロのほうは抜けた尾羽をせっせと自分のお尻しりに戻している。

「ごめん、まさか抜けちゃうとは……」

　とりあえずもう一度謝っておいて損はないだろう。

「………！」

　すると、オオヒロは顔を赤らめ、いきなり両手を翼に変化させて文字通り飛ぶような勢いで暗い夜空へと消えてしまった。

「うわ～、怒らせちゃったかな」

　あとに残されたコヒロはオオヒロが消えた空をしばらく見上げていたが、やがてその顔を智宏のほうに向けた。

「こ、コヒロ……どうした？」

　驚いたことに、あの冷静沈着無表情なコヒロまでが、なぜか顔を真っ赤にしていた。

　色白なので、顔色の変化がよく目立つ。

「とっ、稲いな村むら様……撫なでるだけならまだしも……いきなり尾羽を引っ張るのはいかがなものかと……思いますが」

　顔を赤らめたまま、コヒロはつっかえながら言った。

　こんなしゃべり方をするコヒロは初めてだ。

　このとき智とも宏ひろは、コヒロは怒って顔を赤くしているのではなく、恥ずかしがっているのだと初めて気づいた。

　となると、あのオオヒロが顔を赤らめたのも……？

　コヒロたちの尾羽を触ることに、いったいどのような意味があるのかはよくわからないが、この二人の様子を見る限り、それはかなりやばいことなのかもしれない。

「ご、ごめん。俺おれ、よくわからなくて」

「そ、そうですか……そうですね。でなければ、いきなりお姉様のおばっ、おばっ、尾羽を……クワッ！」

　これ以上はとても口に出せないといった調子で、コヒロはまた真っ赤になった。

　智宏も、それ以上は何も聞きたくなかった。

　知らなかったこととはいえ、どうやら自分はとんでもないことをしてしまったらしい。

「私はお姉様を追いかけます。稲村様が……その……そんなつもりでなかったことを説明するつもりですが……」

「た、頼むよ。ホントに俺は……」

　そんなつもりも、どんなつもりもなかったのだが、とにかくここはコヒロにまかせておいたほうが良いだろう。

「ですが、もし納得してもらえなかったときには……きっ、気持ちの整理だけはしておいてください」

「えっ、なに、どんな気持ちを整理をすればいいの？」

　コヒロの言葉を聞いているうちに、智宏はどんどん不安になってきた。

「そ、それでは、失礼いたします」

　コヒロは別れの挨あい拶さつもそこそこに、オオヒロ同様に両手を黒い翼へ変化させると夜空へと舞い上がった。

「ホントにホントに頼んだぞ～！」

　智宏はコヒロの消えた方向に向けて、大きく叫さけんだ。



　　　　　◆◇◆



　昼間、兼かね康やすと少女の衝撃的な逢あい引びきシーンを目撃してから、本ほん間ま先生はず～っとカモメッピに悩みを話しかけていたので、すっかり夕食の準備を忘れてしまった。

　しかたなく、今晩の食事は弁当で手軽にすませようと、コンビニを訪れたところだった。

　カモメッピに悩みを延々と――具体的には三時間ほど聞いてもらったので、だいぶ気持ちはすっきりした。

　だいたい兼かね康やすが少女と一緒にいたからといって、二人がいけない間柄であると即決してしまうのは早計というものだ。

　いくらだって他ほかの可能性はある。

　兄妹きようだい、親しん戚せき、ご近所の子……

　けど、兼康は仕事で東京からこの土地にやって来ていると言っていた。

　そんな身内を連れてくることなどあるだろうか？

　だったら、あの子は……？

　本ほん間ま先生は自分の気持ちが暗い方向へ落ちつつあるのに気づいて、あわてて携帯電話のストラップを握りしめた。

　当然、それはカモメッピのストラップ。

　握るとふわふわ手触りが良い、癒いやし系アクセサリー。ストラップにしてはやけに大きいのが玉たまに瑕きずだが、本間先生のおきにいりだった。

「こういうときは高カロリー食品を食べると思考がプラスになるのよ」

　怪しい民間療法を自分に向けて呟つぶやきながら、本間先生はスナック菓子のコーナーの前に立った。

「バターめんたい？」

　極彩色の脳天気なパッケージのポテチ。

　本間先生は無意識のうちにそれを手に取った。

　食べる前から約束されたジャンクな味が、逆にこの落ち込んだ心を励ましてくれそうな気がする。そもそも、バターと明太子とポテチを合わせるという馬ば鹿かな発想をする人がいる事実だけで、こうして悩んでいることが馬鹿らしくなってくるようだった。

　本間先生はそんなポテチと、サンドイッチにサラダをレジに持っていき、代金を支払った。

　カモメッピとポテチの相乗効果によって、ようやく本間先生が少し立ち直れたかと思ったとき――

「ホントに何でもくれるのか！」

「はいはい、なんだってどうぞ。そのかわり、私と一緒にいてくださいね～」

　コンビニに入ってきた二人連れ。

　背広姿の壮年の男と、Ｔシャツ＆スパッツの小学生ぐらいの少女。

　それは本間先生が昼間に目撃した、例の少女と兼康だった。

　まさかあれからずっと二人は一緒だったのだろうか。

　しかも、会話だけを聞いていると、二人はとても危ない関係のように思えてきた。

「じゃあ、缶詰だ。この缶詰がうまいのだっ！」

「ツナ缶ですか。あまり身体からだに良くない気がしますが？」

「なにを言ってる。この缶の底に残った油をぺろぺろ舐なめるとうまいのだ。知らないのか！」

　両手にツナ缶を持って、少女は大声でわめいている。

「せっかくだから、この猫缶にしませんか。おや、牛肉を使っているそうですよ。最近のペットフードは贅ぜい沢たくですねぇ」

「むっ、ワシは食べたことないが……」

「きっと美お味いしいですよ。私も食べたことありませんけどね」

「むぅ～、親分はどちらが好みなのかのぉ？」

　少女はツナ缶と猫缶をもの凄すごい真剣な顔で見比べながら唸うなっている。

「そんなに迷うんでしたら、両方買いましょう」

「なっ、いいのか、いいのか、両方で？」

「どうぞどうぞ」

　にこやかに笑いながら、兼かね康やすは景気よく缶詰をカゴの中に放り込んでいく。

「おまえ、気前いいな。気に入ったっ！」

　少女は兼康の腕に取りすがって、すりすりと頬ほおずりをしている。兼康のほうも少女に懐かれてまんざらでもないという顔をしていた。

　本ほん間ま先生は、背後で繰り広げられるそんな光景を横目に見ながら、心の安寧を取り戻そうと手にしたカモメッピをぎゅ～っと握りしめて、バリバリバリ――って、バリバリ？

「お、お客さん!?」

　バイトらしいレジのお兄さんが、驚いた声で本間先生に声をかけてきた。

「えっ、ええっ？」

　カモメッピかと思っていたのは、いま買ったばかりのポテチの袋だった。

　バリバリと音を立ているのは、中で砕けているポテチである。

「あっ、これは……！」

　正気に戻った本間先生は、恥ずかしさのあまりあわててレジを離れ、そのままコンビニの外に出た。

　外は真っ暗。

　ガラス張りの明るい店内から漏れる光が足下を照らす。

　ちらりと振り返ると、まだ兼康と少女がまるで恋人同士のように買い物を楽しんでいた。

　少しの間、本間先生はその様子を眺めていたが、やがてコンビニに背を向けた。

「はああぁ～っ、いったいなにしてるんだろう……」

　本間先生がため息をついて夜道を帰ろうとすると。

「んふ～、転んじゃあ駄目だよ」

　農道の陰から、そんな声が聞こえた気がした。

　驚いて振り返ると、そこには誰だれもいなく……ただ、ススキの茂みから白い犬と子ダヌキが並んでこちらを見つめているだけだった。

　ただ、そんな二匹の視線はどこか優しげで、カモメッピのストラップよりも彼女に安らぎを与えてくれるような気がした。
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　オオヒロが飛び去り、それをコヒロは追っていった。

　ひとり取り残された智とも宏ひろは、そのままテラスに立ち尽くし、あることを考えていた。

　それは、さきほどから頭にひっかかっているオオヒロの提案。

　もちろん、珠たま枝えの力を分離させたままにしておけば安全だというような身勝手な考えを受け入れるつもりはない。

　ただ、その言葉が人間からではなく、オオヒロの口から出たことが智宏にとって深い意味をもっていた。

　珠枝と同じ仲間である彼女は、いったいどのような思いでその提案をしてきたのか。

　オオヒロも力あるモノのはず。

　そんな彼女は、兼かね康やすたちの実家である楠くすの木き家の守護をしているという。それは家神と似たようなモノなのだろう。

　真ま希きとコヒロの関係は主従ではなく、契約によって結ばれていると前に聞いたことがある。それがオオヒロの言う、人間とのあるべき関係だというのだろうか。

　兼康たちから珠枝のことを神として祭ると聞かされたときには、そんな押し付けをしたくないと、あまり深く考えずに拒絶してきた。

　だが……珠枝と近い立場にいるオオヒロからも、同じ言葉を聞かされたことは、智宏にとってこの問題をもっと広い視野で考える必要があるのではないかと思い直させるきっかけとなった。

「誰だれにとってもいいこと……」

　やがて思考は同じ位置でグルグルと回り、なにも考えていないに等しい状態となっていた。

「そんなものはないのかなぁ？」

　思考の袋小路に入っていた智宏を助けてくれたのは、携帯電話の着信音だった。

　画面を見ると、発信は真希からだ。

　この前の旅行のときに番号を交換したのだが、これまで真希が電話をかけてきたのは一度もない。

「もしもし？」

　なにか嫌な予感を感じつつ、智宏は電話にでる。

『ここどこなのよっ！』

　予感は的中。

　電話の向こうで、真希は怒り狂っている。

　真ま希きのこういう行動パターンにはだいぶ慣れてきたつもりではあるが、いきなり「ここはどこ」と電話で聞かれるというのは、いくらなんでも答えようがない。

　この暑さで、頭のネジでも抜けたのだろうか？

　智とも宏ひろは半ば本気で心配して、少しだけ優しい声で問い返した。

「どこって言われても、いまどこにいるんだ？」

　まったく無意味な言葉に、我ながら呆あきれる。

『田んぼよ、田んぼのど真ん中っ！』

「もしかして、迷子になったのか？」

『ば、馬ば鹿かっ！　子供じゃないのよ、迷子なんて……ただ、自分のいるところがわからないだけよっ！』

　それを迷子というのだが、ここは黙っておく。

　智宏としても、真希にはオオヒロのことなど聞きたいことがあった。いま余計なことを言って、怒らせるのは得策ではない。

「なにか目印になるものはないのか？」

『ないわよ！』

　即答だ。

　まるで目印がないのは、智宏のせいだと言わんばかりの勢いである。

　それでも辛抱強く、智宏は手がかりを求める。

「右の方向には？」

『田んぼしかないわよ』

「左の方向には？」

『だから、田んぼしかないってば。あとかかしが立ってるけど』

　本当に田んぼのど真ん中にいるらしい。

　せめて、もう少し目印のあるところから電話をくれればいいものを……

　しかし、そこから移動しろといったら、きっとまた怒るだろう。

　それに、智宏の地元民魂にも火がついていた。このあたりを熟知する地元高校生のプライドにかけて、真希の居場所を特定してやりたいと思い始めていたのだ。

「かかしが立っている、田んぼ……」

　田舎とはいえ、さすがにかかしは時代遅れになって、それほど数は多くない。これでだいぶ場所は限定できそうだ。

『……看板がある』

　しばらくして、電話の向こうから、ふてくされたような真希の声が聞こえてきた。

「なんだって？」

『看板があるって言ったのよ』

「なんて書いてある看板だ？」

『暗くてよく読めないわよ』

「いいから、読めるところだけでも」

　不満げな声で真ま希きが読み上げた看板の内容を聞いたところで、ようやく場所は一ヶ所に絞ることができた。なんてことはない。この家から徒歩で二十分も無い距離だ。

「その看板を右手に見ながら、ずっとまっすぐ歩けば住宅街に出られるよ。そうしたら住所もわかるから、そこでタクシーを呼べるだろ？」

『……迎えに来なさいよ』

「えっ？」

『あんた、迎えに来なさいって言ってるの！』

「なんで俺おれが……」

　真希に聞きたいことがあるので、それも都合が良いといえば良いのだが……それでも、思わず聞き返したくなる。

『いいから来なさい！　みんなあんたたちが悪いんだからね』

　そう怒鳴ると、真希は一方的に電話を切ってしまった。

「なんなんだ、まったく」

　理不尽なわがままは真希の専売特許だから、いまさら腹を立てる気も起きないが、どうもさっきの真希の様子は少し変だった。

　それに、『あんたたちが悪い』という捨すて台詞ぜりふもなんだか気にかかる。

「しょうがない、行ってやるか」

　智とも宏ひろはテラスに出たときのサンダル履きのまま、庭から玄関にまわると、自転車にまたがった。

　これ以上、真希を待たせることは危険だと本能が警告していたからだ。
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　田んぼの中を一直線に通る道を、自転車のライトだけを頼りに走っていると、やがて真希が言っていたかかしと看板が見えてきた。ここから数キロメートル先にあるディスカウントストアの看板だ。

　智宏は自転車のスピードを緩めて、あたりを見回した。

「……遅い」

　ガサッと音がして、道の脇わきの茂みから声がした。

　どうやら、草むらに座っていたらしい。

　七分丈のダメージジーンズに、派手なプリントＴシャツ。首とベルトにはやや過剰なシルバーアクセサリーという、あいかわらずこの田舎町には似合わない姿。

「そんなところに座ってたら、蚊にくわれるぞ」

　電話をもらってから五分も待たせていないのだから、立っていれば良いものを。

「いいのよ、私なんて」

　顔をうつむかせたまま真ま希きはボソボソとつぶやく。

　いつものように怒鳴り散らされるかと思って覚悟していたので、智とも宏ひろは拍子抜けすると同時に戸惑いを感じた。

「ど、どうしたんだよ？」

「お兄ちゃんを取られた」

　また、ぽつりと小さな声で呟つぶやく。

「えっ、なんだって？」

「あんたのところの家神にお兄ちゃんを取られたのよ～っ！」

　そう叫さけんで、真希は手に持っていたカバンを智宏にめがけて投げつけた。

「家神……って、珠たま枝えが？」

　カバンを両手でキャッチした智宏は、首を傾かしげる。

　どうにも話が見えてこない。いま珠枝は、静しず江えの家にいるはずである。

「あんたがあいつのお守りをちゃんとしてないから、こんなことになるのよ。ばかばかばかばかばかばかばかっ！」

　罵ば声せいの合間に語られた真希の言葉によると、どうやら兼かね康やすとの楽しいドライブ中に、突然、珠枝が現れたらしい。

「それで、おまえを置いて、兼康さんは珠枝とどこかへ行ってしまったと」

　ようやく状況が読めてきた。

　兼康の前に現れたのは、珠枝の姿に化けたマロニャーに違いない。律儀な兼康は昼間の約束通り、マロニャーを逃さないよう一緒に行動をしているのだろう。

　それにしても、しかたないとはいえ、真希をこんなところに置いてきぼりにするとは、さすがに兼康も薄情な気がする。智宏は真希に同情した。

　とはいえ、この件については智宏も部外者ではない。それどころか、完全に当事者のひとりである。

　智宏は、珠枝と兼康の名誉のために、これまでの経緯を真希に説明してやった。



「ええっ、オオヒロがここに来てるの!?」

　真希はマロニャーや珠枝のことよりも、オオヒロがこの土地に来ていることにかなり驚いた様子だった。

「オオヒロのことは知っているのか？」

「当たり前でしょ。実家の守まもり神がみなんだから」

「オオヒロって神様だったんだ」

「あんたまだよくわかってないのね。人が祭れば、鰯いわしの頭だって神様になるのよ」

「ふーん、オオヒロは鰯の頭か……」

　智宏が何気なく呟くと、真希は慌あわてた顔をする。

「ば、馬ば鹿かっ！　そんなこと、オオヒロに言わないでよ！」

「だって、おまえが言ったんだろ」

「そういう意味で言ったんじゃないのっ！」

　このあわてぶりから察すると、どうやら真ま希きもオオヒロのことは苦手らしい。

「それより、俺おれは珠たま枝えにこのことを伝えてやらないといけないんだけど。おまえはどうするんだ？」

「私も一緒に行くわよ。いまの話が本当なら、そのうちお兄ちゃんからの連絡が入るだろうし」

「けど、おまえオオヒロの味方をしたりしないだろうな？」

「あんたねぇ、誤解してるかも知れないけど、今回の件はオオヒロが勝手にやっているこよ。国交省はそんな強引なやり方はしないんだからね……一応は」

「ホントかよ」

「疑うのなら、そのマロニャーとかいう猫を捕まえるの手伝ってあげるわよ。そうすればすべて解決。お兄ちゃんも見張りなんてしなくてすむわけなんでしょ？」

　確かにその通りだ。

　そして、何かを捕まえることに関しては、あの縛鎖の小人たちを従える真希は心強い戦力となってくれそうだった。

　彼らの鎖は狙ねらった獲物は逃がさない――ことが多い。たぶん。

「じゃあ、乗れよ」

　智とも宏ひろは自転車をＵターンさせながら言った。

「乗れよって？」

「自転車に決まってるだろ」

　サドルに座ったまま、智宏は後ろの荷台を叩たたいた。

「ふ、二人乗りしろってこと？」

「そうだけど……」

　なにをそんなに驚いているのか、智宏にはわからない。

「あれ、もしかしておまえ自転車苦手か？」

「馬ば鹿かっ、そんなことないわよ！　二人乗りぐらい……」

　数学の難問でも解いているような顔をしながら、真希はしばらく自転車をにらんでいたが、やがて意を決したように荷台にまたがった。

「じゃあ、行くぞ」

　なんとなくその動作がぎこちない気もしたが、智宏としては一刻も早くマロニャーのことを珠たま枝えに知らせたかったので、とにかく自転車をこぎ出した。

「ちょっ、ちょっと、もっとゆっくり！」

　後ろで真希が身体からだをぐらぐらさせるので、バランスが取りづらい。

「もっとしっかりつかまれよ！」

「つかまる……って！」

　真ま希きの両手が肩をつかんだ。

「痛っ、痛いって、力いれすぎ！」

「わっ、ごめん！」

　驚いた真希があわてて手を離したせいで、智とも宏ひろはバランスを崩した。

「うわっ、わわわわわっ！」

　道路脇わきに生える雑草の茂みに車輪が突っ込む。

　足下からわき上がる青臭い草の匂におい。

　すぐそこは水をたたえた田んぼだ。ここで転んだら真希も巻き込んでの大惨事である。

　智宏は片足で地面を蹴けって、ハンドルをなんとか立て直す。

「―――っ！」

　声にならない悲鳴をあげながら、真希は智宏の身体にしがみついた。

　ガタガタと雑草の茂みや段差を乗り越え、自転車は奇跡的に舗装された道路に復帰した。

「び、びびった～っ！」

　ようやくスピードがのって安定した自転車をこぎながら、智宏は安あん堵どの声をあげる。

　真希は智宏の身体を後ろから抱きしめたまま、じっと無言のままだ。

「いまの、やばかったよな。はははははっ！」

　あまり危ない目にあうと思わず笑いたくなることがあるが、いまの智宏がまさにそうだった。

　暗い農道を自転車で走りながら、智宏は馬ば鹿かみたいな大声で笑い続けた。

「なに笑ってるのよ……馬鹿じゃないの……」

　この距離でなければ聞こえなかった、真希の小さな呟つぶやき。

　真希がしゃべると背中がもそもそくすぐったい。

「だって、あのまま転んでたら最悪だったぞ。そしたら、二人で泥まみれだ！」

「だから、なにがおかしいのよ……」

「なんか笑えないか、ははははっ！」

　智宏の馬鹿笑いにつられたのか、背中にしがみついている真希もクスクスと笑い出した。

　どうやら真希にもこの妙なテンションを理解してもらえたらしい。

「よ～し、そうやってくっついてろ。飛ばすからな！」

　なんとなくこの気持ちを真希と共感できたことが嬉うれしくて、智宏は照れ隠しにそう叫さけんだ。

「なっ、やめ――ひゃあっ！」

　智宏がグンと力をこめてペダルを踏むと、真希はしがみつく手に力を込めて抱きついてくる。

　ところがスピードをあげた途端、前輪が道路の段差を踏んで、ごんっと跳ね上がった。

「うおおおっ！」

　またバランスを崩しかけたが、二人乗りに慣れてきた真希のおかげですぐに立て直すことができた。

「馬ば鹿か、スピード落としなさいよっ……あはははははっ！」

　今度は真ま希きが先に大笑いした。

　負けずと、智とも宏ひろも笑って答える。

　二人乗りの自転車で夜道を走りながら、大笑いをしている自分たち。

　それがまたおかしくて、智宏と真希はしばらく二人で笑い続けていた。

　星空の下、虫の声に包まれて自転車を二人乗りして走る道。

　その道の両側には、風に波立ち、ざわめく田んぼが延々と広がっている。

　田んぼの上を走る風を追いかけるように、智宏はさらに自転車のスピードをあげた。
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　家の門の脇わきに自転車を置いて、智宏は真希を連れて庭へと回った。

　まだ深夜というほどでもないが、とっくに寝ているはずの静しず江えを起こすのは申し訳ない。

　そこで真希は家に上がらせず、テラスで兼かね康やすの連絡を待つことにしようと思った。

「誰だれの家なの、ここって？」

「俺おれの母さんの知り合いの家。いま世話になってるんだ」

「ふ～ん」



    

  
    
      



    

  
    
      　真ま希きはそれ以上は何も尋ねず、おとなしく後をついてきた。

　きっと、さっきの二人乗りで大笑いしすぎて疲れたのだろう。

「こらっ、智とも宏ひろ！」

　そんな二人をテラスのテーブルで珠たま枝えが待ちかまえていた。

「あっ、珠枝。ちょうど良かった」

「ちょうど良かったではないわ。妙な気配がしたと思って出てきたら、おまえがいなくなっていたから、誰だれかにさらわれたのかと心配しておったのだぞ！」

　テーブルの上で背伸びしながら、珠枝は智宏に指を突きつけてぷんぷんと怒っている。

「ごめん、わるかったよ」

　なにも言わずに出かけたのは悪いと思ったので、智宏は素直に謝った。

「そのうえ、拝み屋の小娘を連れて帰るとはどういう了見なのだ？」

「いや、たったいま兼かね康やすさんがマロニャーと会ったみたいなんだよ」

「ほう、それで？」

　珠枝はむくれっ面のまま、真希のほうをチラリと見た。

「あんたの姿をした猫が、お兄ちゃんをたぶらかしてどこか行っちゃったのよ。さっさとどうにかしなさいよっ！」

「なるほど、いま拝み屋はマロニャーの見張りをしてくれているというわけか。律儀な男だな」

　素早く状況を把握した珠枝は、腕組みをしてふんふんとうなずいている。

「たぶん、そのうち兼康さんから連絡が入ると思うんだけど……」

　智宏がそう呟つぶやいてすぐに、携帯電話が鳴った。

「もしもし？」

　電話の相手は兼康だった。

　予想通り、マロニャーと再会したので逃げられないように一緒に行動をしているのだそうだ。

　いま車を降りて、これからマロニャーと一緒に山に入るところらしいが、隙すきを見て電話をしてくれたのだ。地元の土地勘をフル稼働させて兼康のいる場所を確認したところ、やはりマヤと一緒に行った桑くわ野の村むらにほど近いところにいることがわかった。

「珠枝と追いかけますから、兼康さんはマロニャーのことを見張っておいてください」

　兼康もそのつもりでいてくれるようだが、できるだけ急いでくれと言って、向こうから電話を切った。気まぐれな猫が相手だけに、いつまでも調子を合わせることも難しいとのことである。

「珠枝！」

「ふむ、拝み屋に世話を焼かせるのも悪いし、三本足のことも気がかりだ。面倒だが、そろそろマロニャーに預けていたものを返してもらいに行くとするか」

　あまり乗り気の様子ではないが、珠枝もようやく腰を上げてくれるらしい。

　ただ心配もある。

「あの里に行ったら、また猫たちに化かされないかな？」

「ふん、ワチを誰だれだと思っておるのだ」

　珠たま枝えは自信満々の様子で鼻を鳴らした。

「おっ、なんかいい作戦を思いついたのか？」

　さすがは珠枝だ。本気になってくれれば、やっぱり誰よりも頼もしい。

「まかせておけ。こんなこともあろうかと、ちょうどさっき出来上がったところだしな」

「出来上がった？」

「むふふっ、いいからいいから。ここはワチにまかせておくがよい」

　妙な目つきで智とも宏ひろのほうを見上げると、珠枝は口に手をあてて含み笑いを浮かべる。

「な、なんだよ、変な笑いかたして」

「いやなに、いろいろ用意したのだが、おまえにはどれが似合うかなと思ってな」

「似合う……？」

　いったい珠枝は自分になにをさせるつもりなのか。

　さきほどまで珠枝を頼もしく感じていた智宏は、だんだんと不安な気持ちになっていた。



    

  
    
      
第四章　猫たちは夜に集いて歌い踊る





　珠たま枝えを肩に乗せて、智とも宏ひろは山道を進んだ。

　昼間でさえ苦労したというのに、懐中電灯と月明かりだけが頼りという状態で登るのはかなり大変だった。闇やみを見通す眼力がなければ、とても智宏には無理だったろう。

「ちょっと、もう少し……ゆっくり……」

　だいぶ遅れている真ま希きのため、智宏は立ち止まった。

　先頭を歩いて、少しでも歩きやすい道を探しているつもりであるが、それでも夜目の利きかない真希にとっては大変な道のりだろう。ちゃんとついてきているだけでも、その根性は評価できる。

「ほら、頑張れよ」

　膝ひざよりも高い段差の上から、智宏は真希に手を差し伸べて励ました。

　少し躊ちゆう躇ちよしてからその手を取った真希は、勢いをつけて智宏の立っている位置まで登った。

「別に私は大丈夫なんだから。ちょっと髪の毛が気になっただけよ」

　そんな強がりをいいながら、真希は枝に引っかけてぼさぼさになった髪型を直す。

　智宏はそんな様子をじっと見つめた。

「なによ……」

　真希は手に持っていた懐中電灯を智宏に向けて、怪け訝げんそうな顔をした。

「いや、なんか似合ってると思ってさ。そのネコ耳」

　と言いながら、智宏は笑いを堪えきれず思わず吹き出してしまった。

「なっ、なによ。あんただって馬ば鹿かみたいよ、そのネコ耳！」

　笑われた真希は、真っ赤になって智宏の頭を指さした。

「うっ……！」

　痛いところを突かれ、智宏は絶句する。

　そう――智宏と真希の頭には、三角のネコ耳が乗っかっていた。ついでに言えば、お尻しりには尻尾しつぽがぶらんとぶら下がっている。

　真希に言われるまでもなく、誰だれかに見られたりしら、しばらく家から出たくなくなるぐらい馬鹿みたいな格好だ。

「この罰当たりどもめ。せっかくワチがこしらえてやったモノをなんだと思っているのだ!?」

　智宏の肩で怒鳴った珠枝の頭にも、これまた小さなネコ耳が乗っかっている。

「だって、ホントにこんなモノで猫たちをだませるのか？」

「当たり前であろう。この耳にはワチの有り難いまじないがかけてあるのだぞ」

「うーん」

　頭から外したネコ耳を智とも宏ひろはじっと見つめた。

　厚紙やタオル生地などのあり合わせの材料にしては、器用に工作したとは思うが、まじない云うん々ぬんはちょっと胡う散さん臭くさい気がする。珠たま枝えにからかわれているだけという疑惑がどうも拭ぬぐいきれない。

「猫は目と耳と尻尾しつぽを見て、相手を判断するモノだからな。こうしてワチのまじないを施した耳と尻尾をつけておけば、容易に奴やつらをあざむけるというわけだ。どうだ、完かん璧ぺきな作戦であろう？」

　そんなふうに自信満々な口調で言われてしまうと、智宏もそれ以上は反論できなかった。

　いまは珠枝の策に頼るしかないのも事実である。

　だからこそ、あの真ま希きでさえ渋々ながらネコ耳と尻尾を装着しているのだ。

　ただ、繰り返すようだが、真希にはネコ耳が似合っているのは嘘うそではなく本心からの言葉だった。前から思っていたことだが、真希はタイプとしては猫に似ている。

　もっとも、その姿が笑えるのもまた事実ではあったが。

「で、あとどのぐらいなの？」

　髪を直して息を整えた真希が尋ねる。

「いや、そろそろだと思うんだけどな……」

　そう言って、智宏が先へ進もうとしたとき、後ろから誰だれかの話し声が聞こえてきた。

「おい、二丁目のトラはどうした？」

「あいつ、家で熱いおじやを食わされて舌を火傷やけどしたから来ないさと」

「なんだ、トラの笛がないと踊りも調子が合わないな」

「だが、今夜はご馳ち走そうが振る舞われるというからな。急げ、急げ」

「おうよ、おうよ」

　そんな声が後ろから近づいてきたかと思うと、後ろの藪やぶから二匹の猫が顔を出した。

　一瞬、猫たちは立ち止まり、ゆっくり尻尾を振ったが、すぐに関心を失ったように音もなく智宏たちを追い越して、山の奥へと向かっていった。

「いまのって、あの猫たちが話してたのか？」

「なんか、前に読んだ昔話で、あんなふうに猫がやりとりをするのがあった気がするけど……」

　智宏と真希は顔を見合わせる。

「どうやら猫たちの集会場は近いようだな。それあと一踏ん張りだ。急げ、急げ」

　珠枝はさっきの猫たちの口調を真ま似ねて、智宏の耳たぶを引っ張った。

「ちょっと待てよ。さっきの二匹、普通の猫にしか見えなかったんだけど」

「ふん、おまえの自慢の眼力でそう見えたのなら、そうなのだろう？」

　少しトゲのある口調で珠枝は言った。

　だが、確かに珠たま枝えの言うとおりで、智とも宏ひろの眼力ではあの猫たちからは特別な気配は感じ取れなかった。首輪もつけていたし、どこにでもいるペットの猫にしか見えなかった。

「もしかして、このあたりは異界に近いんじゃないの？」

　少し緊張した面持ちで真ま希きが珠枝に言った。

「何を言っておる、山はすべておまえたちにとっての異界よ」

　そんな真希の言葉を茶化すように、珠枝はくつくつと笑う。

「どういうことだ？」

「あのね、猫たちはどこか私たちの知らない場所に猫だけの世界を持っているといわれているの。たぶん、あんたの言っていた里も、そのひとつなのよ」

「それが異界？」

「そうよ。山の奥や、海の向こう、私たちの知らない世界はすべて異界。そこでは私たちの常識は通用しない」

　声を潜めながら、真希は言った。

　その様子からして、異界というのはかなり危ない場所であることが察せられる。

　智宏も濡ぬれ女の海の向う側に、その異界を垣間見たことがあるので、そんな真希の気持ちは良くわかった。

「だから、猫が話したり、踊ったりするぐらいで驚いていたら身が保たぬぞ、智宏？」

　珠枝は真希の言葉をつないで、智宏の頬ほおをつんつんと突いた。

　そんな珠枝のふざけた態度を、真希は忌々しげににらんでいる。

「じゃあ、この山では猫たちはみんな妖よう怪かいになるってことか」

「庭先で丸くなっている姿と、月夜に歌い踊る姿。どちらがやつらの本性なのか、おまえにわかるのか？」

　つまりはすべての猫は元から妖怪であるということか？

　そんなことがあるのだろうか。

「おまえの眼力でも見通せぬモノなどいくらでもいる。このこと、ゆめゆめ忘れるな。でなければ、猫にさえ足をすくわれることになるぞ」

　そう言って、珠枝はこの話題はおしまいだとばかりに、智宏の耳たぶを二回くいくいっと引っ張った。

　珠枝に促され、智宏たちが慎重に先へ進むと、やがて目の前に広がったのは――確かにそこは『異界』であった。



　　　　　◆◇◆



　はじめは縁日でもやっているかと思った。

　真っ暗な木々の中に、ぼんやりとしたオレンジ色の明かりが連なって灯っている。

　ざわざわとたくさんの声のざわめきと、どこからか聞こえてくる明るいお囃はや子しの音。

　ただ、騒々しさばかりで、あたりには人影ひとつ無い。

　この前のあえのことを行っているときの漁村で感じたような、少し違和感のある空気。

　これが異界の雰囲気なのだろうか。

「しっかりしなさい。心を奪われると浦島太郎になるわよ」

　智とも宏ひろがぼんやりしていると、真ま希きが背中を指で強く突いた。

「なんで浦島太郎がでてくるんだ？」

「異界には現世うつつよと異なる時間が流れているの。身も心も異界に馴な染じんでしまえば、気づけば現世では何十年の歳月が……なんてこともある。ずっと昔に神隠しにあった子が、ひょっこり同じ姿で現れたなんて事件は、大概は異界がらみなんだから」

「そうか、竜りゆう宮ぐう城じようも異界だったってわけか」

　山を下りたら、浦島太郎のように知り合いはみんな年寄りになっていたなんてことは、さすがにごめんだ。

　智宏は腹の下に力を入れて、この耳にまとわりつく騒がしさに心を奪われぬように警戒する。

　すると、だんだんとあたりの様子もはっきりと見えてきた。

　オレンジ色の明かりは、電灯でも提ちよう灯ちんでもなく、形無い光が揺らめくモノだった。

　鬼火や人ひと魂だまと呼ばれる妖よう怪かいだろうか。

　ほとんど霊格は感じられないので、もしかするとただの自然現象かもしれない。

　そして、その明かりの下に、猫たちの姿を見つけた。

　あちこちに数匹ずつが集まり、思い思いの格好でくつろいでいる。その様子は空き地などで見かける猫の集会という感じだったが、こんなにたくさん集まっているところは見たことがない。

　首輪をしたペットらしい猫も、目つきの鋭い野の良ら猫ねこも、みんな混ざり合っている。

「なんだか、楽しそうなところではないか」

　緊張する智宏の肩の上で、珠たま枝えはのんきなことを言っている。

　珠枝は猫が好きだからそう思えるのだろうが、智宏としてはとても落ち着かない。しかも、猫がただの動物ではないなどと聞かされていたから、それはなおさらだった。

「やあ、べっぴんさんだね」

　智宏の足下をすいっと通り抜けながら、一匹の猫がはっきりとした人間の言葉で話しかけてきた。

「……べっぴんさん？」

　驚きを顔にださないように懸命に堪こらえながら、智宏は問い返した。

　その猫は真っ白のデブ猫で、まるで笑っているかのような愛あい嬌きようのある顔をしている。

　いや、もしかすると本当に笑っているのかも……

「とぼけるなよ、その連れの子だよ」

　にまぁっと牙きばのある口を開けて、そのデブ猫は言った。

　やはり間違いなくこの猫が喋しやべっているらしい。

「ま、まあね」

　なんと答えて良いのかわからず、智とも宏ひろは適当に相づちを打った。

「最近じゃあ、人間に化ける猫も減ってきたけど、あんたらはなかなか見事だね。いい余興になるよ」

「そりゃあどうも……」

　どうやらこのデブ猫は、智宏たちのことを猫が化けているモノと勘違いしているようだ。ついさっきまで疑っていた珠たま枝えのネコ耳だったが、本当に効果があるらしい。

「で、その肩の子供は、あんたたちの子かい？」

「なっ、この罰当たりめ！」

　智宏と真ま希きの子供と勘違いされて、珠枝は大声を上げて怒鳴った。

「にゃっ!?」

　いきなり怒鳴られてデブ猫は尻尾しつぽをぴんと立てて飛び上がる。

「ご、ごめん。こいつはわんぱくざかりで」

　慌あわてて珠枝の口を押さえた智宏は、デブ猫に頭を下げて謝った。

「いや、いいっていいって。今晩はせっかくの宴うたげだしね。無礼講、無礼講」

　デブ猫は立てた尻尾をゆらりと振って応こたえる。

　なかなか出来た猫らしいので、智宏は気になったことを尋ねてみた。

「ところで、その宴というのはどういうものなんですか？」

「さあ、ワシもよくは知らないんだがね。なんでも、猫ねこ又また権ごん現げんを呼び出すとかなんとか。それで、ご馳ち走そうが振る舞われているらしいよ」

「それってどういうこと？」

　どうやら、猫たちが妙なことをしているときにやってきてしまったらしい。

「若い衆が、猫又権現に会いたいと言ってるらしくてな。それで宴でも盛大に開けばその賑にぎやかさにつられて顔を出すんじゃないかと、そういう寸法さ」

　智宏は広場にあった石碑に書かれた文字を思い出した。

　確かあそこに書かれていたのが『猫又権現』であった。

　ということは、今晩、ここで猫の神様を呼び出そうとしているということだろうか。

「猫又権現って、どんな猫なんですか？」

「さぁな、実はワシも会ったことはないんだよ。ずっと昔からこのあたりの猫たちの、大親分をしている古猫らしいがね。この宴を準備した若い衆も、そんな大親分に一度はお目通りしたいと思っているんじゃないのかな。なにしろ、とても立派な尻尾をしているという噂うわさだよ」

「尻尾？」

「そうさ。そんな立派な尻尾なら、ワシも一度は拝んでみたいもんだね～。猫なら、みんなそうだろ？」

「は、はあ……」

　どうも猫にとって尻尾しつぽというのは、ずいぶんと大事なものらしい。

　だから、前にマロニャーの尻尾を逆さに撫なでたとき、あんなに怒ったのだろう。

「今夜は月も綺き麗れいだし、窮屈な飼い猫どもはともかく、野の良らはほとんど集まってるんじゃないかなぁ」

　デブ猫は目を細めて、ぐるりと周りを見回した。

　気づくと猫の数はどんどんと増していた。

　皆一様に機嫌良さそうに尻尾をフリフリしながら、オレンジの灯が誘う林の奥へと向かっている。智とも宏ひろの記憶では、この先には猫たちに化かされてひどい目にあった猫ねこ又また権ごん現げんのお堂があったはずだ。

「あの……俺おれたちも、それに参加していいんですかね？」

「なに言ってるんだ。宴うたげは、猫なら誰だれでも歓迎さ」

　ヒゲを揺らしてデブ猫は笑う。

「じゃあ、遠慮無く」

　デブ猫の『猫なら』という言葉が気になったが、ここで引き返すわけにもいかない。

「よし、行こう行こう。早くしないとご馳ち走そうが無くなるぞ」

　デブ猫が先導をしてくれたので、智宏たちはそのあとをついていく。

　そんな智宏の背後から、真ま希きがひそひそと耳打ちしてきた。

「あのさぁ、なんか私があんたの恋人みたいな扱いにされているのがすごく気になってるんだけど」

「いいじゃないか、別に。それに、いまさら否定するのもなんか変だろ」

「けど……」

　そんなこと別にどうだっていいと思うのだが、真希はしつこく気にしている。

「そうだ、そうだ、ワチも気になるぞ。やはり、こういうことはハッキリさせておかねばならん」

　そのうえ、珠たま枝えまでが文句を言い出した。

　二人がかりで文句を言われては、智宏に太刀打ちできるはずがない。

「わかったよ、まったく」

　あまり二人がうるさいので、智宏は渋々とデブ猫のほうに近寄った。

「すみません。どうでもいいことですけど、俺とこいつはなんの関係も無いですから」

　後ろからついてくる真希のほうを指さしながら、智宏は説明する。

　すると、デブ猫は細い目をちょっとだけ見開いて、にまぁっと嬉うれしそうに大きく口を開けた。

「そうかい、そうかい。だったら、あんた今夜はワシとつきあわないかい？」

　デブ猫はひょいと二本足で立ち上がると、髭ひげを前足で撫でながら言った。

「えっ、いやっ、結構です！」

　デブ猫に誘われた真ま希きは、顔を真っ赤にして智とも宏ひろの後ろに隠れた。

「なんだい、なんだい。やっぱりいい仲なんじゃないか」

「そ、そんなんじゃあ、ないんだから……」

　智宏の後ろで真希が抗議するが、どうも口調がぎくしゃくしている。

　お嬢様中学校の出身の真希は、こう見えて実は若い男が苦手らしいが、どうやらそれにはオス猫も含まれるらしい。

　というか、オス猫にさえこんな態度をとるくせに、こちらには何の遠慮も無いのはどういうことなのか？

　智宏はなんとなく複雑な気分だった。

「こいつは照れ屋なんで、勘弁してあげてください」

「はっはっはっ、いやはや若いもんは初々しくていいねぇ」

　前足を後ろ手に組んで、デブ猫はさも当然のことのように二本足で歩き続けた。

「しかし、あまりウブが過ぎて、相手を捕まえ損なわんようにな。もっとも、あんたの器量ならそんな心配はないと思うがね」

「は、はあ……」

　そんなふうに猫とは思えない貫かん禄ろくで語るデブ猫のあとをついていくと、やがて集落の廃はい墟きよを抜けて、例の猫ねこ又また権ごん現げんの広場に出た。

　オレンジの灯がいくつも空中に浮かび、広場全体を幻想的に照らし出している。

　そして、ぐるりと広場を囲むように大きな車座になっているのは、たくさんの猫たちである。丸くなっている猫もいれば、まるで人間のように器用にあぐらをかいているモノもいる。

　めいめいの前には杯と猫缶が並べられ、自分の身体からだぐらいある一升瓶を両手で持ち上げて酌をしている猫もいる。

　また、車座の中央では、少し酔った顔をした猫たちが、笛や太鼓のお囃はや子しに合わせて踊っていた。

「おやおや、こりゃあ賑にぎやかだね」

　デブ猫は狭い額に手をかざして、舌なめずりをしながら広場の様子を眺めている。

　確かに完全な部外者である智宏にさえ、この宴うたげの雰囲気からは、彼らの底抜けの陽気さが伝わってきた。

　そんな猫たちが大騒ぎをしている広場の一番奥にあるお堂には、みんなの様子を見守っているかのように数匹の猫たちがちょこんと背中を伸ばして座っていた。

　あとはその片手をあげれば、招き猫のポーズとそっくりである。

　体つきは他ほかの猫たちよりも一回り大きく、顔立ちもどこか威厳があった。

「おや、このあたりの親分さんたちがたくさん集まってますな。こりゃあ、思っていたより大がかりな宴のようだ」

　ちょっと驚いたように目を見開いたデブ猫は、耳をぺたりと下げてお堂の猫たちに向けて会釈をした。すると、それに気づいたのか、お堂の前に座る猫たちは返事代わりに尻尾しつぽを一振りする。

「歌に踊り、酒に食い物、単純だが神を呼ぶのにこれほど相応ふさわしい座は無いだろう。これで現れないのなら、猫ねこ又また権ごん現げんとやらはずいぶんな野暮天だ」

　智とも宏ひろの肩で、珠たま枝えはお囃はや子しの調子に身体からだをうずうずさせながら呟つぶやく。

　珠枝を始めとして妖よう怪かいたちが、こういう賑にぎやかな雰囲気が大好きだということは、智宏も十分すぎるほど知っている。

「まったくですな。これなら天あま照てらす大おお神みかみだって、騒ぎが気になってそのお顔を岩戸から出すってもんです」

「いや、それは困る。なにしろ、お天道てんおと様さまが顔を出したら、この宴うたげはお開きだ」

「ほっ、まったくだ！」

　珠枝とデブ猫は互いの冗談にカラカラと大笑いをした。

　外見に似合わずオッサン臭いところで、二人は気が合うようだ。

「しかし、いったい誰だれがこれだけ盛大な宴を用意したのやら。お足あしもかかったでしょうに」

　前足の指で輪を作って、デブ猫は首を傾かしげた。

「こういう金遣いの荒さには、なんか心当たり無いか？」

　そう言って、智宏は肩の珠枝を横目で見た。

「むっ……無いと言えば、嘘うそとなるな」

　どうやら珠枝もわかっているようで、少し顔を赤らめた。

　智宏のよく知っている誰かさんも、その相手の気前の良さを利用して、よくこんな無茶な買い物をさせていたものだ。

「はーっはっはっはっ、皆の衆、たんと食べて、たんと飲んでくれい。今こ宵よいは猫又権現様をお招きする宴だ。腹の底が抜けるまで楽しもう！」

　そんな景気の良いことを叫さけびながら広場に現れたのは、Ｔシャツにスパッツ姿というどうにも場違いな感じのする少女と、これまた場違いなスーツ姿の男の二人連れ。

　珠枝の姿に化けたマロニャーと、兼かね康やすであった。

「おや、あれが連れているのは人間じゃないのか？」

　デブ猫は笑っているような目をさらに細めて、くわあっと牙きばを剥むいた。

　いままで楽しげに酒を酌み交わしていた猫たちもピタリと騒ぐのをやめて、耳をピンと立てて兼康のほうに目を向けている。

　一瞬で宴の和なごやかな空気が、冷たく凍り付く。

「いやいや、警戒することはない。これはワシの子分なのだ。ほれ、この通り」

　マロニャーは集まった猫たちにそう言うと、兼康をお堂の正面にある踏み段に座らせる。

　そして、自分はその膝ひざの上にちょこんと腰を下ろした。

「それに、今宵の宴の『すぽんさぁ』でもある。ワシの言うことなら、なんでも聞いてくれる気前の良い奴やつだ」

　むっふっふっと笑って、マロニャーは「ん～っ」と顔を上にあげた。

　すると、兼かね康やすは慣れた動作でそのあごの下を指で掻かいてやる。

　マロニャーは気持ちよさそうに目を細めて、ごろごろと喉のどを鳴らした。

　その様子をお堂の高いところから眺めていた猫の親分衆たちは、そんなマロニャーと兼康の様子を見て、納得したようにコクリとうなずいた。

「やんや、やんや！」

　それが合図であったように、猫たちは喝かつ采さいの声をあげて踊りと歌の宴うたげを再開する。

「ほぉ、若いのに人間を子分にするたぁ、たいしたもんだね」

　脇わきでデブ猫があごをさすりながら感心したように呟つぶやく。

「くそっ、あの二人は……」

「ん、どうなさった？」

「あ、いや……別になんでもない」

　珠たま枝えの姿をしたマロニャーと兼康がベタベタしているのを見て、智とも宏ひろは腹の底からムカムカしていた。

　マロニャーは猫だから仕方ないかもしれないが、兼康も兼康だ。別にあんなに仲良さそうにしなくてもいいんじゃないか――と、そこまで考えて、智宏は自分以上にむかついている人物がここにいることに気づいた。

　そして、その人物の導火線は小指の先ほどの長さもないことにも……

「こっ、こっ、この化け猫、お兄ちゃんから離れなさぁ～い！」

　一斉に猫たちの視線がこちらを向いた。

　ギクリと智宏が後ずさりをすると同時に、肩の上で珠枝がため息をついた。

「やれやれ、せっかくのワチのまじないもこれでは台無しだな」

　猫たちも驚いたようだが、一番驚いたのは兼康であろう。

「ま、真ま希き～っ!?」

　いきなり立ち上がったので、膝ひざに乗っていたマロニャーが転げ落ちた。

「ばっ、馬ば鹿か者もの！　いきなり立ち上がるでない！」

「ああっ、すみません！」

　兼康は、ぷんすか怒っているマロニャーの両脇に手を入れて、よっこらしょと抱き起こした。

　そんな二人の様子を見て、さらに真希の怒りは爆発する。

「だっ、だから、離れなさいって言ってるでしょうが。来なさい、縛鎖の小人たち！」

　真希はドンドンと足を踏みならして、伝家の宝刀、縛鎖の小人たちを呼び出した。

「ほほーっ！」

　その呼びかけに応こたえ、威勢の良い声をあげながら地面の中から白い小人たちが次々と飛び出した。

　背中に『縛』と染められたはっぴに、白い頭ず巾きん姿。

　手には地中から伸びる太い鎖をじゃらじゃらとさせて、横一列にずらりと並んだかと思ったら、びしっと好き勝手なポーズを取ったりしている。テレビの特撮番組にでも影響されたのだろうか？

「おまえたち、あの化け猫を――ええい、ついでにお兄ちゃんも捕縛してしまえっ！」

「ほーっ！」

　ポーズを決めていた縛鎖の小人たちは、揃そろってずざっと一歩前に踏み出して、兼かね康やすとマロニャーに対して身構えた。

　ところが、そんな縛鎖の小人たちに意外な敵が現れたのだ。

「ウニャニャッ!?」

　縛鎖の小人を見た途端、隣のデブ猫はいきなり前足をついて、細い目を大きく見開いた。その目はさっきまでの、優しげなおじさんといったモノではなかった。

　鋭い光を宿す、その目つき。

　それは野生の獣のモノだった。

　見ると、他ほかの猫たちも、皆一様に四本足で身構えながら縛鎖の小人をジッと見つめていた。

「ほっ？」

　そのただならぬ気配に、縛鎖の小人も互いに顔を見合わせる。

「ワチがもふもふを好むように、猫たちは小さくて動くモノが大好きなのだ」

　智とも宏ひろの肩に乗った珠たま枝えは、したり顔で解説した。

「えっ、それじゃあ……」

　智宏は青ざめた顔で、足下に並んでいる『小さくて動くモノ』たちを見つめた。

「ほーっ？」

　状況がわかっていない縛鎖の小人たちが小首を傾かしげると同時に、猫たちはその野生の本能に突き動かされ、総攻撃を開始した。

「うにゃーっ！」

「ほほーっ！」

　絶好のオモチャを見つけた猫たちは、我を忘れて縛鎖の小人たちに飛びかかった。

　どんなモノでも自在に縛る鎖を操る小人たちであるが、なにぶん相手が多すぎる。そのうえ、本気を出した猫たちの身のこなしは半端ではない。

　鎖で縛るどころか、小人たちは猫から逃げ回るだけで精一杯であった。

　広場をぐるぐると回る、小人と猫の追いかけっこが始まった。

「こらっ、なにやってるのよっ！」

　真ま希きの怒声もその騒ぎにかき消されてしまう。

　小人の動きも素早かったが、さすがに猫たちにはかなわない。やがて、一匹の猫が小人を捕らえた。

　といっても、単に面白がってじゃれているだけで、別に食べようとかそういうつもりではないらしい。猫は興味津々の顔つきで、縛鎖の小人が被かぶっている頭ず巾きんを爪つめでいじり回す。

「ほほっ！」

　縛鎖の小人は頭巾を取られまいと必死に抵抗する。

　そういえば、以前、温泉で頭巾を取ろうとしたときもあのように小人が嫌がっていたのを智とも宏ひろは思い出した。小人にとって、あの頭巾はそれほど大事なモノなのだろうか。

「にゃにゃっ！」

　相手が嫌がっているとわかって、猫の好奇心はさらにヒートアップしたようだ。

　前足で小人の両手を押さえ、口で頭巾をくわえて奪い取ってしまった。

「おっ……」

　悪いとは思ったが、智宏としても頭巾の下がどうなっているのかは興味津々だったので、思わず見入ってしまった。

「なんだ、ありゃ？」

　頭巾の下にあったのは、二本の可愛かわいい角。

　鬼のような円えん錐すいの角だが、先端は鋭くなく、触ったらぷにぷにしていそうだ。

　頭巾のときも耳というか角というか、そんなものを生やしているかのような外見だったので、そのイメージはあまり変わらない。あんなに懸命に隠そうとするのだから、さぞ意外なモノが隠されていると思っていたのだが、なんとも拍子抜けな結末である。

　そんな縛鎖の小人の姿を見て、真ま希きは悲鳴に似た声をあげた。

「だっ、駄目ぇっ、その頭巾を取ったら……！」

「えっ？」

　真希の焦りようはただ事ではない。

「にゃあ？」

　一方、頭巾を奪った猫のほうは、角を露あらわにした小人を見て小首を傾かしげている。

　いままで逃げまどっていたのに、頭巾を取られた途端、小人はぴたりと動きを止めて立ち尽くしている。

「あれ、なんか……様子が……？」

　智宏の眼力は縛鎖の小人から感じる気配が急激に変化していくのを見て取った。

「ふほーっ！」

　突然、縛鎖の小人がもの凄すごい跳躍力で飛び上がった。

　そして、近くにいた仲間の小人の背後に降り立つと、目にもとまらぬ素早さでその頭巾を奪い取る。

「あいつ、なにをしてるんだっ？」

　すると、その頭巾を奪われた小人も様子がおかしくなり、また別の仲間から頭巾を奪い始め――こうして、連鎖的にすべての小人は頭巾を外してしまった。

「どうしちゃったんだよ、あいつら？」

「あの頭巾は縛鎖の小人をおとなしくさせる封印なのよ」

　真ま希きは青ざめた顔をして呟つぶやく。

「え、じゃあ……？」

「あれは『家や鳴なり』か。やっかいな連中が出たな」

　様子のおかしい小人たちを見て、珠たま枝えが苦い顔をした。

「『家鳴り』ってなんだ？」

「家を揺すって、ギシギシと音をたてさせる悪戯いたずら者だ。家を傷いためるから、家神であるワチとしてはあまり好かん」

「なんだ、あいつらって『縛鎖の小人』っていう妖よう怪かいじゃなかったんだ」

「なにをのんきなこと言ってるのよ。あいつらが自由になったら――」

　真希の言葉が終わる前に、宴うたげは大パニックに陥った。

「ふほっ、ふほーっ！」

　頭ず巾きんを無くした小人たちは、外見こそいままでと変わりないが、まったく別のモノとしか思えなかった。

　この場の状況は、まるで一転。

　いままで小人たちを追いかけていた猫たちが、今度は追いかけられる側になった。

　小人たちはヒゲや耳を手綱代わりにして、猫にまたがり乗り回す。

　尻尾しつぽをつかんで引きずり回す。

　宴の酒を奪い取っては、一升瓶をそのままラッパ飲みする……などなど、とても手のつけられない暴れっぷりだ。

　やがて数人の小人たちはお堂の柱に鎖を巻き付けると、綱引きのように一斉に引っ張った。

　その小さな身体からだからはとても想像のできない馬ば鹿か力で、お堂はギシギシと音を立てて揺れ始めた。古いお堂なので、揺れるたびにパラパラと木片が降ってくる。このままではいつ倒壊してもおかしくはない。

　もっとも、小人たちはお堂が不吉なきしみを立てるたびに「ふほーっ」と嬉うれしそうに歓声をあげて、さらに勢いをつけて揺らしていく。『家鳴り』の名は伊だ達てではないといったところか。

「ふぎゃーっ！」

　お堂に鎮座していた親分衆、そしてマロニャーを抱えた兼かね康やすたちは、あわててお堂から避難して、遠巻きに小さな暴れん坊たちの様子を見つめている。

　他ほかの猫たちも一緒だ。

　その様子は、大切なお堂が壊されそうになっているのを心配して見つめているように思えた。

「おい、珠枝、なんとかならないのか？」

「うむ……ひとりひとりを捕まえるぐらいならなんとでもなるが、ちょっとばかり数が多すぎるのぉ」

　珠たま枝えは腕を組んで渋い顔をする。

「真ま希きは？」

「ずっ、頭ず巾きんを被かぶせればおとなくしなるはずよっ！」

　真希はわたわたと手近な場所に落ちていた頭巾を拾い上げると、小人たちを追いかけ回す。

「ふほーっ！」

　しかし、あの素早い小人をそう簡単に捕らえることなどできるはずはない。

　縛鎖の小人たちは、真希をからかうようにひょいひょいとすんでのところで身をかわしては、お尻しりをぺちぺちと叩たたいて挑発などしている。

「あっ、あんたたちね～っ！」

　いつもはあんなに従順な小人たちに馬ば鹿かにされ、真希は熱くなって追いかけるが、どうも相手の思うつぼという感じだ。小人たちは大喜びで真希との追いかけっこを楽しんでいる。

　あんな調子でひとりやふたり捕まえたところで、この騒ぎは収拾がつくとは思えない。そんなことをしている間にも、お堂はいまにも倒れそうだ。

「やっ、やめるにゃあっ！」

　マロニャーが叫さけぶと、他ほかの猫たちも次々と小人たちへの抗議の鳴き声をあげる。

　その声はどこかもの悲しく聞こえて、智とも宏ひろは心が痛んだ。

　そんな時、上空から誰だれかの声が聞こえてきた。



「まったく、こんな良い月夜に騒々しい……」



　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす智宏の前に、突然、空から大量の黒い羽根が滝のように落ちてきた。

　それはみるみるうちに人の姿を形づくっていき、真っ黒な羽根の塊の中から白い顔が浮かび上がった。

「オオヒロ！」

　智宏と真希が声を揃そろえて驚きの声をあげた。

　そんな二人の反応に、オオヒロの赤い唇が上弦の月のような弧をにいっと描いた。

「この不始末については、あとでお仕置きの必要があるわね――真希？」

「はっ、はわ、はわわわわわっ……！」

　いままで見たこともないような情けない顔で、真希はうろたえている。よほどオオヒロが恐ろしいらしい。

「なにをしにきたんだ!?」

　事態を混乱させるだけのオオヒロの登場に、智宏は怒鳴る。

　すると、オオヒロは少しだけ目を見開いて、頬ほおを赤らめた。

　そんなオオヒロの態度を見て、智宏は例の尾羽のことを思い出した。

「あ……さっきはごめん」

　智とも宏ひろの謝罪の言葉を聞いて、オオヒロはぷいっと顔をそらす。なんだかその様子はいままでの妖よう艶えんな雰囲気とはかけ離れていて、ちょっと意外な気がした。

「そ、そんなことより、いまはこの不始末を片付けるのが先決よ」

　そう言って、オオヒロは手に持ったステッキをくるりと回転させると、人差し指の上に乗せた。

　ステッキは絶妙のバランスで、ぴたりと指先で動きを止める。

「智宏、やつめは三本目の足を使う気だ。これは見み物ものだぞ」

　珠たま枝えが興味津々な声で、智宏の耳元に囁ささやいた。

　オオヒロはその囁きが聞こえていたかのようにチラリとこちらを見てから、指一本でステッキを空にめがけて放り投げた。

　それほど強く投げたようには思えなかったが、夜空に消えたステッキはしばらく待っても落ちてこない。

　智宏が「あれっ？」と不思議に思ったとき、ステッキの代わりに別のモノが降りてきた。

　それは妖よう怪かいに慣れた智宏の目から見ても、異様すぎる光景だった。

　夜空のかなたから、無数の黒っぽいロープのようなものがするすると垂れ下がってきた。

　その本数は尋常な数ではない。

　広場を隙すき間まなく埋め尽くすほどの数で、視界さえ遮られる。

「ふほっ？」

　悪戯いたずら放題だった小人たちも、広場に現れた異形のモノを見て、首を傾かしげている。

「これが三本足？」

「いいから見ておれ」

　智宏の問いに、珠枝は落ち着いた様子で答える。

　縛鎖の小人たちが、そのロープのようなモノに気を取られ、広場の騒動が一瞬だけ静まった。

　その直後、垂れ下がるロープの先端がくわっと牙きばを剥むいた。

「いや……あれは鳥の爪つめか！」

　牙を剥いたヘビのように見えたが、それは鋭いかぎ爪づめをもった鳥の――カラスの足であった。

「ふほ～～っ！」

　その変化に気づいた小人たちは、あわてて逃げだそうとしたが、それからが珠枝の言うとおり『見物』であった。

　本気を出した縛鎖の小人たちの足は、驚くべきものだった。

　あまりの速度に十分に目で追うこともできない。白い塊が野球のライナーのように、しかも地面をジグザグにバウンドするように駆けめぐる。

　そんな小人のあとをカラスの足が追尾する。



    

  









    
      　その動きには一分の無駄もなく、まるで小人が長いリボンを引っ張って走っているかのようにさえ見える。

　不思議なことにあれだけの数の足が小人たちを追いかけているというのに、絡み合うようなことはなかった。高度に組織化された群れで狩りをする生き物のように、無数の足は互いの役割をこなし、効率的に小人たちを追い詰めていく。

「ふほーっ！」

　やがて、小人たちは次々と捕らえられていった。

　幸いなことに、その鋭い爪つめによって小人が傷つけられるようなことはなかった。両手両足をかぎ爪づめに捕らえられ、無傷のまま小人は捕獲されていく。

　そして、他ほかのかぎ爪が器用に小人たちに頭ず巾きんを被かぶせていった。

「ふ～っ？」

「ほ～っ？」

　頭巾の効果はてきめんで、さっきまでやりたい放題に暴れていた小人たちは、すぐにおとなしくなった。

「ふーふー」

「ほーほー」

　元に戻って、捕らえられていた足から解放された小人たちは、ほっとしたような顔でお互いに曲がった頭巾をきちんと直してやったり、真ま希きにぺこぺこ謝ったりしている。

「この子たちも、自分たちの悪戯いたずら好きな性質を持て余しているのよ」

　どこからかオオヒロの声が聞こえた。

　夜空から伸びる無数の足によって視界が遮られて、オオヒロの姿はよく見えない。

「その性質のおかげで人間とは相あい容いれない。だから、この子たちは人と共存のために楠くすの木き家にその性質を封じられることを望んだ。それ以来、彼らは縛鎖の小人として、楠木家と共にある。もう数百年も前の話よ」

「ふ～ふ～」

　そんなオオヒロの言葉に、小人たちは恐縮したように頭を掻かいている。

　その様子からして、無理矢理に頭巾の封印によって抑えつけられているというような関係ではないということがわかった。

「なんでこんなことを話すかといえば――」

　小人たちをおとなしくさせた足は、音もなく空へと上っていった。

　あれだけあった足が、広場から嘘うそのように消え去った。

「これも同じことだと言いたいからよ」

　視界の開けた広場の奥――お堂の前で、いつのまにかオオヒロはマロニャーを捕らえていた。

　後ろから抱きつくように片手をマロニャーの腰に回し、もう一方の手であごの下をさすっている。テラスでコヒロを抱きしめていたときの姿勢と同じだったが、唯一違うのはあごをさする手が鋭いかぎ爪づめに変化していることだ。

　その気になれば、その爪つめはやわらかな喉のど笛ぶえを掻かき切ることもできるだろう。

　それを知ってか、マロニャーも不用意に動けないまま、オオヒロのするがままにされている。

「なにが同じだって言うんだ！」

　珠たま枝えの姿をしたマロニャーがそのような目にあっているのを見て、智とも宏ひろは完全に頭に血が上っていた。

　しかし、いくら智宏が声を荒立てようが、オオヒロは忌々しいまでに涼しげな顔をしている。どうやら、尾羽の件については気持ちの整理がついたらしい。

「それは私たちが人間と共存するには、いろいろなモノを犠牲にしなければならないってこと。例えば、悪戯いたずら好きな性質とか、強すぎる力とか……」

　オオヒロは智宏の肩にいる珠枝を見つめ、にいっと微笑ほほえんだ。

「そんなこと――」

「いや、その三本足の言うとおりだ、智宏」

　智宏の反論は、珠枝の一言によって遮られた。

「珠枝……？」

「三本足の言うとおりなのだよ。なにしろ、人間との付き合い方について、やつらほど精通しているモノはいないからな」

「お褒めにあずかり恐縮です。おっしゃるとおり、私たち一族と人間との関かかわりは、さかのぼれば神じん武む天てん皇のうの東征のときからですので」

　コヒロやオオヒロは、八や咫た烏がらすというカラスの妖よう怪かいであると聞いたことがある。

　その一族が、かつて神武天皇が東方へと出兵したときに道案内をしたというのは、この夏休みに智宏が読んだ本にも記されており、結構有名な話らしい。

「古くから人間と共に在あるために、知恵を絞った一族だ。もっとも、いまの世ではその選択が正しかったといえるのかもしれんがな」

「家神となった御身なれば、なおさらですか」

「むっ……」

　オオヒロの言葉に珠枝は眉まゆをしかめたが、なにか言い返すわけでもなかった。

　智宏にしてみれば、なぜ珠枝がこんなにおとなしくしているかがわからない。

「なにしているんだ、珠枝。早く、マロニャーを助けてやらないと！」

「もちろん、助けるとも。マロニャーだけはな……」

　それは、なにかひっかかる言い方だった。

「珠枝様は私の提案に賛成のようだけど。あなたはどうするの？」

「なんのことだよ」

　まったく状況が飲み込めない智宏は、珠枝とオオヒロを交互に見る。

「ワチはな……」

　智とも宏ひろの肩からひょいと地面に飛び降りると、珠たま枝えはゆっくりと振り向いた。

「霊力を封じられても良いと思っておるのだ」

　珠枝の言葉の意味はすぐに理解できた。

　ただ、それに対して何を言ったら良いのか……智宏はなかなか言葉が思いつかず、口をパクパクとさせるだけだった。

　そんな間抜けなこちらの様子を見て、珠枝はクスリと笑った。

　少し寂しげに。

「なんでそんなことをするんだよ」

　やっと口から出た言葉は、間抜けな問いかけ。

　その問いを受けて、珠枝は智宏に背を向けて少し歩いてから、もう一度、ゆっくりとこちらに身体からだを向けた。

「ワチの力は、いずれおまえを悲しませることだろう……」

「そんなわけないだろ！」

「いや、おまえは知っているはずだ。大切なモノのために、ワチはいくらでも残酷になれることを」

　こちらに顔を向けた珠枝の瞳ひとみが黄色く輝いた。

　智宏を不安にさせる、その輝き。

　それは、この前の海水浴で智宏の縁が奪われたとき、怒り狂った珠枝の恐ろしい姿を思い出させる。

　いや、そうでなくてもいまこの瞬間、智宏の眼力は珠枝の全身からわき上がる禍まが々まがしい強烈な気配を感じ取っていた。

「どうだわかったか？」

　その目の輝きは珠枝が瞬きひとつすると、ふっとかき消えた。

「けど、いままでは普通にやってきたじゃないか」

「おまえの言葉に従い、ワチはなるたけ家に閉じこもっていたからな」

「それは……」

　以前、自分自身の言こと霊だまに縛られていた智宏は、珠枝が外が出ることを極端に嫌っていた。

　自宅のベランダに出ることさえ、やめさせようとしていたぐらいだ。

「だが、ワチは自由になった。そして、それ以上におまえはこれからどんどん世界を広げようとしている。人間たちの世界、ワチらの世界、両方にな」

「だったら、こんな眼めなんて！」

　もし、自分が妖よう怪かいたちの世界に深入りすることを珠枝が嫌うのならば、昔のように何も見えなくなってしまっても――かまわなかった。

「この罰当たりめ。悲しいことを言うな。ワチはおまえの成長を喜んでいるのだぞ？」

　珠枝はまるで老人のような穏やかな口調で、諭すように語る。

「案ずるな。なにもワチがいなくなるわけではない。マロニャーに預けた霊力を、三本足に封じてもらおうというだけだ。この小さな姿としてのワチは残る。おまえを守ることはできなくなるかもしれんが、共に在あることぐらいはできるだろう」

　その言葉は、智とも宏ひろの焦燥を少しだけ和らげてくれたが、それでも……それでも、納得などできるはずはなかった。

「なんで、おまえが霊力を犠牲にしなきゃならないんだよ。俺おれがしっかりしてないからなのか？」

「馬ば鹿か者もの、まるで逆だ。おまえが大人になったから、もうワチには余分な力は不要というだけのことだ。ワチはただ共に在るだけで満足だ」

「俺が大人……？」

　そんなことを珠たま枝えが言ったのは初めてだ。

　いつだって――まだ物心ついたばかりの頃ころから、高校に進学したときだって、ずっと同じように子供扱いをしていたというのに。

　いつも智宏はそのことを不満に感じていたというのに、急に大人になったなどと言われると、なぜか珠枝に突き放されてしまったかのような寂しさと、不安を感じた。

「この前のエビスの件でわかったのだ。ワチがいなくとも、おまえひとりでなんとかできたではないか」

「あれは、おまえがいてくれたから！」

「いるだけでよいなら、このなりでも別に構わんだろう？」

　珠枝は着物の両りよう袖そでを持って、その場でくるりと回って見せた。

　智宏は言葉を失う。

　言いたいことは沢山あったが、それを口にする勇気が出ない。

　なにを言っても、珠枝は正論を返してくる。

　これは珠枝のいつもの冗談などではない。

　本心から、珠枝はそう思っている。

　そして、心の中ではすでにそうすると決めている。

　智宏が何を言っても無駄なぐらい、強い決心を固めている……

「ただし、マロニャーは自由にしてやれ。封じるのはワチの霊力だけでも十分であろう？」

　言葉を失った智宏に背を向けて、珠枝はオオヒロに告げた。

　すると、オオヒロも満足げにうなずく。

「結構です。それだけでも、この土地のモノを鎮しずめるには十分。兼かね康やすに言って、立派なお堂を建てさせましょう。ここを通る道路の交通安全の神様としてね」

「ふん、好きにしろ」

　置いてきぼりだった。

　まるで自分と関係のないところで話が進んでいく。

　すべての流れが決まっている台本に、いくら自分がアドリブで口を挟んでも、ただ無為にエンディングを遅らせるだけ……そんな無力感が、智宏を苛さいなむ。

　なんだかんだ言っても、いつもはいろいろと助けてくれる兼かね康やすと真ま希きの二人も、オオヒロと珠たま枝えの話し合いを静かに見守るだけだった。

　それはそうだろう。

　あの二人の仕事にとって、珠枝の決断は歓迎すべきものである。

　オオヒロが無理に珠枝を封じようとするのならまだしも、本人が望んでいるのだ。その邪魔をする理由は二人には無い。

　この二人を恨むことはできない。

　恨むなら……自分を恨め。

　心の中のもう一人の自分が呟つぶやいた。

　みんなが認めたこの結果がおそらく一番正しいのだと、抗あらがうことをあきらめてしまった自分が。

「では……さっそく」

　上空から風を切る音と共にステッキが落ちてきて、オオヒロの足下に突き刺さった。

「その霊力は猫にはもったいない代物です。返していただきましょうか」

　そう言って、オオヒロはマロニャーから手を離した。

　急に自由になったマロニャーは、少し不思議そうな顔をしながらも、その場から逃げだそうとするが……

「痛くないようにしてあげます」

　オオヒロは素早くステッキをビリヤードのキューのように握ると、その先端で逃げるマロニャーの背中を突いた。

「にゃっ！」

　マロニャーの驚いたような声。

　同時に、その胸からは真っ赤な玉が宙に飛び出した。

　ピンポン球より少し大きめで、丁寧に磨かれた宝玉のような輝き……それに智とも宏ひろは見覚えがあった。

　前に珠枝が倒した大ムカデから奪い取った魂。

　サイズはひとまわり大きいが、それとそっくりだった。

「それが珠枝の霊力……！」

「その通りよ」

　みるみるうちに猫の姿に戻っていくマロニャーを飛び越えるようにして、オオヒロは宙に浮かぶ玉に手を伸ばした。

　その瞬間――

「クワッ!?」

　オオヒロと玉の間を遮るように、黒い一陣の風が吹き抜けた。

「この風は……？」

　オオヒロの前をかすめた風は大きく旋回をして、智宏の前で渦を巻く。

　やがて風の中に黒い鳥の羽が交ざったかと思うと、人間の形を作り出した。

「コヒロ!?」

　智とも宏ひろとオオヒロが驚きの声をあげた。

「稲いな村むら様、それでよろしいのですか？」

　コヒロは智宏に背を向け、姉であるオオヒロと対たい峙じする。その手には珠たま枝えの霊力である、赤い玉が握られていた。

「コヒロ、それを返しなさい」

　思わずゾッとするほど、冷たく澄んだ声でオオヒロが命じた。

　しかし、コヒロは首を横に振る。

　智宏のほうに向けたお尻しりに生える尾羽が小刻みに震えている。その表情からは読み取れないが、きっと怯おびえているのだろう。

「コヒロ……なんで？」

　国交省の仕事をしており、オオヒロの妹でもあるコヒロ。

　そんな一番味方をしてくれそうにない彼女が、なぜこの場に現れてオオヒロに敵対するというのか。

　智宏は有り難いと感じるよりも、戸惑いの感情のほうが先にたった。

「それでよろしいのですか？」

　コヒロは同じ言葉を繰り返すだけだ。

　ただ、その問いかけは智宏の心に深く突き刺さり、そして揺さぶる。

「黒助、余計な真ま似ねをするな。ワチはもう決めているのだ」

　コヒロの足下で珠枝が呼びかける。

　しかし、コヒロは首を振った。

「これは珠枝様のためにしていることではありません」

「なんだと……？」

　珠枝は怪け訝げんそうにコヒロを見た。

「稲村様は……本当にそれでよろしいのですか？」

　コヒロは少しだけこちらに顔を向けて、その白く表情の乏とぼしい顔で三度目の問いかけをする。

　背後の闇やみが透けて見えるような黒い瞳ひとみに、智宏はいつもと違った輝きが見えた気がした。

　そんなコヒロの目に突き動かされるように、智宏は叫さけぶ。

「俺おれは嫌だ。そんなのは嫌だ！」

　自分でも驚くほどの大声が口から飛び出した。

　それはあまりに子供じみた、わがままな叫び。

　口に出してから、智宏は恥ずかしさで顔を赤らめたが……どこか気持ちがすっきりしていた。

　そして、そんな智宏の叫びに、コヒロは目を細めて優しげに笑ってくれた。

　いつものぎこちない笑みではなく、とても自然で暖かい微笑ほほえみを浮かべてくれたのだ。

「そうです、人は我を貫くモノです。大切なモノのために……」

　それはオオヒロも言っていた言葉。

「それでこそ、私の知っている稲いな村むら様です」

　そう言って、コヒロは赤い玉を智とも宏ひろに手渡してくれた。

　その玉にはほんのりと温もりが感じられた。

「コヒロ、あんた……そんなことをして、どうなるか……」

　真ま希きは心配そうにオオヒロの様子をうかがいながら、コヒロに声をかける。

「いまは休暇中です。楠くすの木き家の仕事とは関係なく、私も我を貫かせていただきました」

　そんな真希にコヒロは断固たる口調で言った。

「ふ～ん、つまりは自分の意思で私に逆らっていると言いたいわけね」

　ステッキをくるくると回しながら、オオヒロは唇をにいっと笑みの形に変えて尋ねた。

「はい、そう受け取っていただいても結構です」

　顔だけをオオヒロに向けて、コヒロは凛り々りしく顔を引き締めて応こたえる。

　息のつまりそうなやりとり。

　真希と兼かね康やす、そして珠たま枝えでさえ固唾かたずを呑のんで二人の姉妹のやりとりを見守っていた。

「じゃあ、しょうがないわね。今晩はこれで引き上げるわ」

　回していたステッキをピタリと止めると、オオヒロは地面をコツンと叩たたいた。

　その音は広場を覆い尽くしていた緊張を、嘘うそのようにぬぐい去る。

「お姉様……？」

　それはコヒロにとっても意外な反応だったらしい。

「人間と共に生きることを選んだとはいえ、私たちも貫くべき我はあるのよ。妹の涙を無下にしてまで、人に尽くすつもりはないわ」

　あのときコヒロの瞳ひとみに見えた、いつもとは違った輝き。

　あれは彼女の涙だったのだろうか。

　智宏にはなぜコヒロが涙を浮かべねばならなかったのかはわからなかった。

　ただ、いつもは無表情な顔の内側に隠された、コヒロの優しさだけは感じている。

　そして、そんなコヒロに素直に心から感謝していた。

「ありがとうございます」

　まるで智宏の気持ちを代弁するかのようにコヒロが礼を言った。

　それは姉に向けての言葉だったが。

「別に、私も休暇中だから自由にやらせてもらうだけよ。でも、真希の不始末については、きっちりお仕置きするけどね」

「はわわわわわわっ……！」

　真希は兼康やコヒロに助けを求めるように涙目で訴えたが、二人は知らんぷりしてどこか遠くのほうを眺めている。

「じゃあ、一緒に行きましょうか？」

「いや～っ、お仕置きはいや～っ！」

　そう叫さけんで逃げだそうとする真ま希きの襟えり首くびに、オオヒロはステッキの柄つかを引っかけた。

「では、みなさん、ごきげんよう」

　帽子に手を当てて優雅に頭を下げると、オオヒロはスーツの裾すそを巨大なカラスの翼に変化させ、夜空へと舞い上がった。一緒に真希の悲鳴も上空へと消えていく。

「それでは、私もこれで失礼いたします」

　やはり真希のことが心配なのか、コヒロも珍しく慌あわてた様子で智とも宏ひろたちに一礼すると、同様に翼を生やして飛び上がった。



　　　　　◆◇◆



「あ～、まいりましたね。我々も一緒に連れて行ってもらうんでした」

　苦笑いを浮かべながら、兼かね康やすは智宏の元にやってきた。

「えっ、どういうこと？」

　すべてが丸く収まって、ホッとしていた智宏はきょとんとした顔をする。

「だって、この始末をどうつけますか？」

「えっ……あっ、これってやばい……かも」

　オオヒロとコヒロがいなくなった広場には、さっきまで避難していた猫たちが戻ってきていた。

　さきほどまでの和なごやかな雰囲気は微み塵じんも無い。せっかくの宴うたげを台無しにされたことに怒っているのか、明らかな敵意をこちらに向けていた。

「えーと、猫缶ぐらいじゃあ……ゆるしてくれませんよね？」

　兼康はポケットから高そうな猫缶を取り出して、猫たちに愛想笑いを浮かべた。

「ふぅ～～～っ！」

　そんな兼康に猫たちは揃そろって唸うなり声をあげた。

「駄目ですか、やっぱり」

　どうやら猫たちを完全に怒らせてしまったようだ。

　智宏はばつの悪そうな顔で足下にいる珠たま枝えのほうを見る。

　さっき大人と認められたばかりで、すぐに珠枝に頼るのはなんとなく格好悪い気がしたからだ。

　そんな智宏の視線に気づいたのか、珠枝はひょいひょいと軽い身のこなしで肩に登ってくる。

「智宏、ワチは怖い」

　妙に白々しい棒読み口調で言いながら、珠枝は智宏の頬ほおに抱きついた。

「なっ、なに言ってるんだ、おまえ！」

「怖いのだ、ワチを守っておくれ」

　こんな状況だというのに、珠たま枝えは完かん璧ぺきに楽しんでいるようだ。

「智とも宏ひろ君、なんかいい策はあります？」

「なんだよ、兼かね康やすさんまで！」

　どうしたらいいのか聞きたいのはこっちのほうだ。

「いや、ここは猫たちの異界ですからね。下へ手たなことをすると、どんな災いを引き起こすか予想もつかないんですよ。だから、なるべく穏便にすませたいのですが……」

　真ま希きから聞いた、うっかりすれば浦島太郎になるという言葉を思い出した。

　ここは猫たちのホームグラウンドだ。力ずくでどうにかしようとすれば、手痛いしっぺ返しを受けるかも知れない。

　そういえば、マヤが猫たちと争うことはせずに逃げることを選択したのも、それを知っていたからだろうか……ということは、つまりマヤほどの力を持っていても、ここの猫たちには敵かなわないということなのか？

　智宏はさあっと血の気が引いた。

　ついさっき助けてくれた恩を忘れて、自分たちを置いてきぼりにしたコヒロを恨めしく思う。

「せっかくの宴うたげを台無しにして……智宏、やっぱりおまえは嫌な奴やつにゃ。人間はみんな嫌な奴にゃ！」

　立ち並ぶ猫たちの先頭に、すいっと現れたのはマロニャーだった。

　灰色の毛並みに、黒いトラ縞じま。

　いまは智宏の家に現れるときの何の変哲もない猫の姿をしていたが、この異界のおかげだろうか。当たり前のように人間の言葉を喋しやべっていた。

「いや、違う！　だから、これは……」

　慌あわてて言い訳を考えようと思ったが、どうにもこの状況は弁解不能であった。

　百パーセント、こちらが悪い。

　妖よう怪かいたちに対する人間の最大の武器は悪知恵だというが、いまは何の名案も浮かばなかった。

　たくさんの猫と、敵意むき出しのマロニャーに取り囲まれ、智宏が絶体絶命と思ったとき、場の緊張感にそぐわないのんきな声が聞こえてきた。



「あら、宴はおしまいなの？」



　その声を聞いた途端、猫たちは一斉にぺたりとお尻しりを地面についておとなしくなった。

「誰だれだ、いまのは？」

　智宏がその声の主を捜したところ、他ほかの猫とはほんの少しだけ雰囲気が違うモノを発見した。

　それは猫ねこ又また権ごん現げんのご神体らしい丸石の上に、のんびりとした顔で座っている大きな黒猫。

「……オッポ？」

　静しず江えから聞かされた、昔、この里にいたという猫の名前が自然と口から出た。

　いままですっかり忘れていたその名前を思い出したのは、その黒猫の声がどこか静江と似ている気がしたからだ。

「あら、私の名前を知っている人間がまだいたなんてね」

　口調まで静江に似ている。

「いや、尻尾しつぽが立派だって聞いてたから……」

「ふふふっ、ありがと」

　オッポは嬉うれしそうに目を細めると、ふわりと尻尾を動かした。

　一瞬、見間違いかと思ったが、間違いなくその尻尾は二本あった。

「猫ねこ又また……!?」

「そうね、猫又権現というのも、私の名前のひとつよ」

　オッポがそう応こたえると、広場にいた猫たちが一斉に鳴き始めた。

　それは智とも宏ひろがあまり聞いたことの無い雰囲気の鳴き声だったが、猫たちがオッポのことを歓迎していることは伝わってきた。

　広場全体に猫たちの喜びに満ちた鳴き声が響き渡る。

「すごい……そんなに偉い神様なのかな？」

「神だから偉いとか、そういうモノではない。鳴き声の気配を察してみろ」

　珠たま枝えに言われて、智宏は猫たちの声をよく聞いてみた。どちらかと言えば、その声は人気歌手やスポーツ選手に向けられる歓声といった雰囲気だ。マロニャーも他ほかの猫たちに合わせて、嬉しそうに鳴き声をあげている。

「猫たちは群れる連中とは違うからな。集会をまとめる親分はいても、そんなに権力を持っているわけではない。猫又権現の名とて、人が勝手につけた神の名前。猫にとってはただの立派な親分猫といったところなのだろう」

　そう言いながら、珠枝の視線はふらふらと動いていた。

　いったいなにを見ているのかと思えば、オッポがゆらめかせている尻尾を目で追っているらしい。きっとあのふさふさした尻尾を触りたくてしょうがないのだろう。

　その姿は、まるで猫じゃらしを目で追う猫のようだ。

「オッポ様、こいつらは宴うたげを台無しにしたうえ、この里を壊そうとした奴やつらにゃ。ひどい目にあわせてやるにゃ！」

　まだ怒り冷めやらぬマロニャーが、オッポを煽あおるように叫さけぶ。

「あら、里を壊されるのは困るわね。せっかく居心地の良い場所なのに」

「そうにゃ、そうにゃ。ここは人間なんかが入っていい場所じゃないにゃ！」

「けど、里は無事のようだし、もういいんじゃないの？」

　オッポはゆらゆらと穏やかに尻尾を振りながら、目を細めた。

「なんでにゃ。こいつは大事な尻尾しつぽを逆さになでるような悪い奴やつにゃ。痛めつけてやるにゃ！」

　そんなオッポの態度に、マロニャーは納得できないとわめき散らす。

「けど、怒っているのはあなただけのようよ」

　どんなにマロニャーが騒いでも、オッポはヒゲ一本動じていないといった様子で、尻尾であたりを指し示して見せた。

　確かにさっきまで敵意をむき出しにしていた猫たちは、もうそんなことは忘れているかのように、思い思いの格好ですっかりリラックスしている。

　マロニャーはそんな仲間の姿に目を丸くする。

「どうしたにゃ、親分方!?」

「みんな、宴うたげを台無しにされたことには怒っているみたいだけど、あなたみたいに人間を嫌っているわけではないのよ」

　オッポが薄く目を開けて、マロニャーのほうを見据える。一ひと睨にらみされた途端、マロニャーは急に静かになって尻尾をぺたりと地面に下ろした。

「だって人間は……オッポ様のことを猫ねこ又また権ごん現げんとかいって祭っていたくせに、そのままほったらかしにして平気でいる……身勝手な連中にゃ」

「あなた猫なのに、人間みたいな考え方をするのね」

　マロニャーの言葉に、オッポはふわわっと大あくびをしながら応こたえた。

「人間が猫を飼うのも勝手。私を神様と祭るのも勝手。里を捨てるのも勝手……だけどね、勝手気ままなことに関しては、私たち、猫だって負けてはいないでしょ？」

「うにゃあ～」

　だいぶ観念したのか、マロニャーは身体からだを伏せて上目遣いにオッポのほうを見上げている。

「……けど、オッポ様はずっとこの里で人間たちの帰りを待っていると聞いたことがあるにゃ」

　しばらくの沈黙のあと、マロニャーは恐る恐るといった感じで言った。

「ふふふ、語尾に『にゃ』の抜けない子供のくせに、ずいぶんと痛いところをついてくるじゃない？」

　尻尾を動かすのをピタリとやめたオッポは、マロニャーに向けていた視線をちらりとこちらに向けた。

「猫は飼われた恩を三日で忘れるというけれど、与えられた情は何年経たっても忘れないものなのよ。神様として祭られたからというわけではないけど、ここには人間たちとの良い思い出が沢山あるの。だから、いつ人間たちが戻ってきてもいいように守ってあげたいのよ」

「ふにゃあ～」

　マロニャーは尻尾も耳もぺたんとさせて、すっかりあきらめたという顔をする。

「山神様、この子らの無礼については、こちらも宴うたげを台無しにされたのですから、お互い様ということで許していただけないかしら？」

「うむ、ワチはいっこうに構わんぞ。ただし、お主のその尻尾しつぽをもふもふ――もごっ！」

　また珠たま枝えが馬ば鹿かなことを言い出しそうだったので、智とも宏ひろは慌あわててその口を押さえて謝った。

「せっかくの宴会の邪魔をしてしまってすみませんでした」

「あら、猫に頭をさげるなんて、珍しい人間ね」

　オッポは少しからかうような口調で言った。

「そ、そうですかね？」

　言われてみると、確かにちょっと変かもしれない。

　ただ、いまの智宏の気持ちには、相手が猫だとか、妖よう怪かいだとか、神様だとか、そういった考えはない。

　ただ、互いに意思を尊重しあえる相手として、真しん摯しな気持ちで頭を下げただけだ。

「山神様や八や咫た烏がらすが大事にするだけあるかたのようね。これだから人間というのは面白いわ」

　オッポは口をくわっと開いて、上機嫌に笑った。

「でも……たぶん、もうここには人は戻ってこないと思いますよ」

　それは伝えるべきことなのかどうかわからなかったが、楽しげに笑うオッポの姿を見ていると、どうしても言っておいてやりたかった。

　ここに住人が戻ることは、まず無いだろう。

　地元の智宏ですら存在を知らず、地図からも消えてしまった村なのだ。

「みんなに忘れられても、ここに在あり続けることはできる。ただ、人にとって無いに等しいというだけ。存在は消えたりしない」

　智宏に言われるまでもなく、オッポはすべてを知っているようだった。

　ただ、それでも待ち続けることを選ぶというのだろうか。

「それは寂しくはないんですか？」

「もちろん、寂しくないはずはない。だから、あなたはいつまでも忘れないでね」

　オッポは智宏にそう言いながら、視線を珠枝のほうに移した。

「ふん、貴様に心配されるいわれはない」

　珠枝はそっぽを向いた。

「はい、忘れたりしません」

　そう応こたえた智宏だったが、オッポが何を「忘れるな」と言っているのかは、はっきりとはわからなかった。

　おそらく、それは沢山のものだろう。

　いままで出会ってきたモノ、これから出会うはずのモノ。

　もちろん、智宏は何ひとつ忘れたいとは思っていない。

　ぬっぺらぼうのことも、エビス様のことも、濡ぬれ女――サヨリのことも。

　そして、もちろんこの猫の里のこともだ。

　もし、自分が覚えていることで、少しでもオッポの寂しさが紛れるというのなら、自分は絶対に忘れたりはしない。

「じゃあ、お帰りなさい。いくらあなたでも、ここはあまり人間が立ち入るべき場所ではないわ」

　オッポにうながされ、智とも宏ひろたちが広場をあとにしようとしたとき――

「けど、智宏は……」

　未練がましく、マロニャーが最後にぽつりと呟つぶやいた。

「子供ってホントに頑固ね」

　そんなマロニャーに呆あきれたように目を細めると、オッポは智宏のほうに意味ありげに顔を向けた。

「ん……？」

　いったい何のつもりだろうと智宏が思っていると、尻尾しつぽの先をマロニャーのほうに向けてクイクイと動かした。

「……あっ！」

　ようやく智宏は、ひとつの悪知恵が思いついた。

　マロニャーを騙だますのは気が引けたが、猫の神様のオッポが許してくれるというのなら一度ぐらいはかまわないだろう。

　智宏は最高の笑顔をマロニャーに向けて、精一杯の猫なで声を出して言った。

「ところで、ずっと思っていたんだけど……マロニャーの尻尾って、最高に格好いいよな」



　　　　　◆◇◆



「いやまったく、オオヒロが勝手なことをして申し訳ございませんでした。どうも独断専行する癖がありまして。いつまでたっても、私たちのことを子供だと思っているんでしょうね」

　険しい山の下り道もようやくなだらかになってきたところで、兼かね康やすはあらためて珠たま枝えと智宏に詫わびた。

　話によると、兼康はオオヒロが勝手に珠枝を封じようとしていることを知って、彼女のことを追っていたらしい。

　今回の件は、いつも珠枝を山神として祭ろうとしている兼康も一枚噛かんでいるのではと内心では勘ぐっていたのだが、どうやら真相は逆らしい。あくまで珠枝の意思を尊重するというのが、兼康のスタンスだそうだ。

　だからこそ、珠枝も兼康のことはそれほど嫌うことなく、なんだかんだとつきあってやっているのだろう。

「人間は沢山の神を作ってきましたけどね、勝手に作るだけではいけません。祭るからには、心から敬意を払うことが大事です。例えば、昔、養よう蚕さんを営んでいた人たちのようにね」

「猫ねこ又また権ごん現げんのことですか？」

「いえいえ、蚕かいこのことですよ」

「蚕……？」

　智とも宏ひろの頭にあの白い芋虫が思い浮かんだが、それがどう神様とつながるのかはよくわからなかった。

「蚕は人間が作った、とても古い神様なんですよ。だから、昔の人は蚕と呼び捨てせずに敬意と感謝の気持ちを込めて、おかいこさんとかおこ様といろいろな名前で呼んできました」

「あの芋虫が神様？」

「その小さな身体からだで、当時はとても貴重だった絹を生み出してくれたのですから、それは神様としか言いようがないモノだったのでしょうね。人は自分のために働いてくれるモノの多くを神様としてきたんですよ」

「ああ、そういう意味ですか」

　昔の人たちは、農作物や、大切な道具、そんなものにさえ神が宿るとしてきた。

　だから、日本の神様は八や百お万よろずもいると言われるようになったのだ。

「品種改良を繰り返した結果、やがて蚕は人の世話無しでは生きられないモノとなった。知ってますか、蚕は蛾がなのに飛べないんですよ？」

　神は人に祭られなければ、そこに在あり続けることはできないという。

　誰だれも祭られなくなった神は、零れい落らくするだけだ。

　蚕はその神の姿をわかりやすく示してくれていると、兼かね康やすは言いたいのだろうか。

「昔は多くの農村で養蚕をしていましたが、いまはすっかりやらなくなってしまいました。あの村もそのひとつでしょう。その廃はい墟きよを、養蚕の神として祭られた猫又権現が守り続けている……なんだか身につまされる話ですね」

　もし、あの村の人間がオッポを猫又権現と祭らなかったら？

　オッポはあんなに寂しい思いをしなくても済んだのだろうか……

「ふん、あの猫ねこ又またはおまえなんぞに同情されたいとは思っておらんだろうよ」

　智宏の肩の上で、珠たま枝えは突き放すようなぶっきらぼうな口調で言った。

「そうですね……人間には神の本当の気持ちは理解できません。ただ、人は神を祭り、神に願い、神を恐れるだけです」

　兼康の達観したような考えは、智宏には納得できないものだった。

　オッポが自分に「忘れるな」といったのは、本心からの言葉だったはずだ。

　あのとき、少しだが智宏はオッポの気持ちが理解できた気がした。

　そして、珠枝の気持ちだって……

「それにしても、猫どもに囲まれたときのおまえの情けない顔はなかったな」

　こちらが真面目まじめなことを考えているというのに、珠たま枝えは唐突にそう言って智とも宏ひろの頬ほおをぺちぺちと叩たたいた。

「な、なんだよ、いまさら！」

「やはり、ワチがついていてやらんと、まだまだ駄目なようだな」

「えっ、それって……」

　智宏は肩に乗っている珠枝のほうを見た。

「ワチの霊力を出せ」

　珠枝に言われるよりも早く、智宏はポケットの中をまさぐって例の赤い玉を取り出していた。

「よし、智宏、しっかり持っていろよ」

　そう言うと、珠枝は智宏の肩の上で片足をあげると、しゅばばばっと素早く腕を動かして怪しげなポーズを取った。

「ふおおおおおおっ、きええええええっ、ちょわ～っ！」

　怪鳥のごとき奇声をあげ、珠枝は跳躍する。

「なっ!?」

　珠枝は落下するスピードに乗せて、手刀を赤い玉に振り下ろした。

　すると、智宏の手のひらの上で、赤い玉はまるで鋭利な刃物で両断されたかのようにぱっかりと二つに切断された。

「見たか、これぞホントの神の手だ！」

　すたっと地面に着地した珠枝は、両手を腰に当てて大威張りだ。

「……なにそれ？」

「なんだ、空手バカ一代を知らんのか？」

「なるほど、上手いっ！」

　隣で兼かね康やすが感心したように手を叩いているが、そんなのは無視だった。

「こっ、これ割っちゃって大丈夫なのかよ！」

「ふん、黙って見ておれ」

　珠枝に言われて、智宏は手のひらの二つに割れた玉を凝視する。

　すると、割れた片方の形が徐々に変化し始めた。

　半球だったモノがだんだんと細長く変形していき、毛のようなモノが生えてくる。

「なっ、なんだこれ？」

　やがて毛だと思っていたモノがザワザワと動き始めた。

　この時点でようやく智宏は、それが細かな足であり、この細長いモノがムカデであることに気がついた。

　人差し指ぐらいの大きさのムカデは、カサカサと智宏の手を這はいずり地面に飛び降りると、そのまま茂みの中へと消えていった。

「おおきくなれよぉ～」

　珠たま枝えはそんなムカデにのんきに手を振っている。

「いまのって……」

「前にワチが喰くらった大ムカデのなれの果てだ」

　その言葉を聞いた兼かね康やすは、少しばつの悪い顔をした。

「だいぶ霊力を失って、あんなに小さくなってしまったがな。まあ、マロニャーが猫ねこ又またになるぐらいの年月が経たてば、あやつも前ぐらいの大ムカデになることもできるだろう」

　以前、珠枝の霊力は弱まっており、このままでは零れい落らくしてしまうだろうと兼康に指摘されたことがあり、それを防ぐために大ムカデの魂を奪ったことがあった。

　あのムカデが、その大ムカデだとすれば……

「そんなことしたら、おまえが零落しちゃうんじゃあ！」

　ただ、そうであっても智とも宏ひろはいま逃げていったムカデを捕まえろとは言えなかった。

　あの頃ころから、智宏は妖よう怪かいたちについて多くのことを学んだ。

　大ムカデの魂を喰らえと珠枝に告げたとき、智宏にとってなにより大事なモノは珠枝だった。

　いや、もちろんいまだってそれは変わっていない。

　変わってはいないが……いくら珠枝が大切だとしても、もう一度、大ムカデの魂を奪えと願うことには抵抗があった。

「なに、いまのワチにはこれだけでも十分だ」

　珠枝の手には、智宏が持っていたはずのもう半分の玉があった。

「あっ、いつのまに？」

　驚く智宏を横目に、珠枝はあんぐりと大きな口を開けると、その半球を一口で食べてしまった。

　ゴリゴリと氷をかみ砕くような音が、珠枝の口の中から聞こえる。

　すると、いままで手のひらサイズだった珠枝が、みるみるうちに元の大きさへと戻っていく。

「うわっ！」

　珠枝や妖怪たちの能力は、いろいろと見てきた智宏であったが、この変化はあまりにインパクトがあり過ぎて、いまさらながら驚きの声をあげてしまった。

「ふむ、やはりこのなりが一番しっくりくるな」

　すっかり元通りになった珠枝は、ラジオ体操でもするかのように手を左右に振った。

「た、珠枝……髪がっ！」

　身体からだの大きさだけでなく、短くなっていた珠枝の髪までもがすっかり元の長さに戻っていた。

「おっ、なんだなんだ……霊力と一緒に、髪も戻ったか」

　夜の闇やみの中でも、その艶つややかな輝きを失わない黒髪。

　珠枝が髪を愛いとおしそうに掻かき上げると、前と変わりなく、それは白い指の中を水のように流れた。

　何度見ても、思わず見とれてしまうほどに美しい流れだった。

「ん、なんだ……やはり、おまえは短いほうが好きか？」

　じっと見ているこちらの視線に気づいたのか、珠たま枝えは髪をもてあそびながら少し心配げに尋ねた。

「ち、違う。そっちのほうが断然……断然、可愛かわいいぞ……」

　智とも宏ひろは正直に応こたえた。

　やはり、珠枝にはこの長髪がよく似合っている。

「なっ……なにを、このっ……うはっ！」

　途端に珠枝は真っ赤になった顔を両手で押さえて、何かごにょごにょと言ったが、しどろもどろでさっぱり意味はわからなかった。

　そんな珠枝を智宏は眼力で見つめたが、髪はともかくとして、他ほかもまったく変わりないようだった。

　大ムカデの霊力を失っているはずなのだが……

「なんで祭られていないのに、霊力が……？」

　智宏がちらりと兼かね康やすのほうに視線を向けると、どうやら向こうも同じことを疑問に思っているらしい。少し眉まゆをしかめて、首を傾かしげている。

「ふん、祭るとは神を喜ばすこと。それは神によって違うことを、もっとおまえら拝み屋は理解すべきだな」



    

  
    
      



    

  
    
      「それは承知しているつもりですが……智とも宏ひろ君、いったいどんなことをしたんですか？」

　兼かね康やすは真剣な顔で智宏に問いかけてきた。

　だが、そんな顔をされても智宏には、なにも心当たりがない。

「いや、別になにも特別なことは」

「お願いします。是非、教えてください！」

「だから、俺おれは何も――」

　いつも淡泊な兼康が、妙にしつこく迫ってくるので智宏が返答に困っていると、珠たま枝えが愉快そうな顔で口を挟んだ。

「ふふふ、教えて欲しいか？」

「はっ、是非に、是非にっ！」

「それはな……智宏がワシに『ふーふー』してくれたのだ」

　珠枝は少しだけ照れくさそうに、それでいて嬉うれしさを隠せないといった顔で言った。

「ふーふー？」

「わからんのか。熱い食べ物を『ふーふー』と冷ましてくれるのだ」

　珠枝は口をとがらせて、「ふーふー」と息を吹く。

「そ、そんなことで!?」

　兼康は目を丸くして驚いた。

「ふん、この罰当たりめ。『ふーふー』してやることと、神しん饌せんを捧ささげ、歌と踊りを奉ずるのとどこが違うというのだ。だから、お主ら拝み屋たちは己の格式にばかりこだわって、モノの本質を見落とすのだ」

　なにやら難しいことを言っているようだが、要は「ふーふー」されて嬉しかったから珠枝は霊力を強めることが出来たということらしい。

「ははっ、まったくもっておっしゃるとおりで。このことは肝きもに銘じて、さっそく上司にも報告をあげたく思うのですが……よろしいでしょぅか？」

「ん、別にかまわんぞ。よきにはからえ。はっはっはっ！」

「これは素晴らしいことですよ。学会に発表すべきかも……」

「ちょ、ちょっと待てよ。そんな恥ずかしいこと、内緒にしておいてくれよ！」

　からからと上機嫌で笑う珠枝と、やたらと興奮している兼康の間に、智宏は慌あわてて割って入った。

　自分が珠枝に「ふーふー」してやったなどと、国交省への報告書などに書かれたりしたらたまらない。知らない人に読まれるのならばまだしも、それを真ま希きやコヒロに読まれたりしたら……

「なんだ、智宏。なぜ、恥ずかしがる？」

　いままで嬉しそうにしていた珠枝が、智宏が焦っているのを見て不機嫌そうに頬ほおを膨らませた。

「だ、だって……！」

「智とも宏ひろ君、このことは神と人の関かかわりかたについて、大きな変革をもたらす大発見かもしれませんよ」

「そっ、そんなわけあるか～！」

　しかし、そんな智宏の抗議の声は虚むなしく夜空に吸い込まれるばかりであった。
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　珠たま枝えがようやく元の姿に戻ったので、智とも宏ひろはかねてからの約束通り、一緒にプールに遊びに行った。

　午前中、たっぷり泳いだ帰り道。智宏たちは、最近よく立ち寄るようになった東あずま屋やのある公園に寄り道をしていた。

　プールで遊んで涼しくなったと思ったのに、炎天下の道を歩いていたら、あっという間に汗だくである。

「おまえ、あんな白のビキニ、いつ買ったんだ？」

　東屋に入って、ほっと一息つきながら智宏は尋ねた。

「ん、ちょっと前に拝み屋に頼んで買ってもらったのだが」

「あの人は、まったく……」

　智宏はプールで珠枝が着ていた大胆なビキニのデザインを思い出しながら、顔を少ししかめた。

　正直、珠枝の体型にはまったく分不相応なデザインで、逆に子供っぽく見えて微笑ほほえましいといえないでもないのだが……それでも、なんとなくあの露出の多さは、智宏としては気になってしょうがなかった。

「なんだ、おまえ妬やいておるのか。他ほかの男にあまり肌を見せるなと言いたいのか？　んっ、んっ？」

　隣に座っている珠枝は、ニシシシッと白い歯を見せて智宏を肘ひじで突いた。

　ずっと抱えていたもやもやの原因をあっさりと珠枝に看破されてしまい、智宏は思わず言葉に詰まった。

「そうだ拝み屋と言えば、今朝、タロウを散歩させているときに瑞みず穂ほと会ったのだが、妙なことを言っていたぞ。なんでもおまえの先生が、ワシのせいで落ち込んでいるとかなんとか」

　珠枝はいま思い出したとばかりに、少し首を傾かしげながら呟つぶやいた。

「あっ、そう言えばおまえの格好をしたマロニャーと、兼かね康やすさんがベタベタしているのを見てショックを受けてたって、瑞穂が言ってたな」

　本ほん間ま先生が兼康のことを気にかけているというのは、智宏も知っている。

　二人が知り合うきっかけとなったびしゃがつくの騒動は自分も深く関かかわっていたので、瑞穂ほどではないが気にはなっていた。

「なんだ、あの先生はまた転びそうなのか。まったく頼りないのぉ」

「俺おれたちのせいで誤解させちゃったんだから、なんとかしないといけないけど……どうやって説明したらいいんだろう？」

　あまり妖よう怪かいのことを知らない本ほん間ま先生に正直に伝えたところで、話がややこしくなりそうだ。

「なに、本当に相手を好いているのなら、少々の誤解などいずれ笑い話となるものだ。子供は黙って見ておればよい」

「そうなのかなぁ？」

　いつもなら子供扱いされてカチンと来るところだったが、今日に限ってはなんとなくそれも心地良かった。

「まあいいや。じゃあ、弁当を食べるか」

　智とも宏ひろはずっと持ち運んでいた大荷物をどっかりと東あずま屋やのテーブルに乗せた。

「それにしても、この暑いのに、なんで外などで食べるのだ？」

　いそいそと智宏が荷物を広げるのを見ながら、珠たま枝えは首を傾かしげている。

「なんだ、嫌なのか」

「べっ、別に、嫌だなどとは言っておらんだろうが。ほれ、さっさと供えんか」

「はいはい」

　智宏は冷たい麦茶の入った魔法瓶と、重箱をひとつ取り出した。

「早く開けるのだ！」

　供え物しか食べられない珠枝が、半分腰を浮かせながら急せかした。

「そう慌あわてるなって。じゃじゃ～ん」

　重箱の中には、静しず江えお手製の太巻きが並んでいる。

　きれいに巻かれた色とりどりの具が食欲をそそる。特にだし巻き卵は、智宏がこっそりつまみ食いをしたところ絶品の味だということをすでに確認済みである。

「ほう、太巻きか。静江ばあさんの手料理は相変わらず美う味まそうだな」

「おっと、おまえの弁当はこっちだぞ」

　智宏はバッグの中から、小さなバケツぐらいはある黒い円筒形のケースを取り出した。

「なんだ、このごついのは？」

　珠枝は黒いケースを指で突きながら、智宏を怪け訝げんそうな顔で見つめている。

「保温弁当箱だって。昔、流は行やったらしいよ」

「ほおん？」

「魔法瓶みたいな仕組みで、この弁当箱にいれておけば、いつでも温かいものが食べられるらしいぞ」

　論より証拠とばかりに智宏が中を開けると、そこには熱々のおでんが入っていた。

「……なぜこの暑い日に、わざわざそんな熱そうのものを食べないといけないのだ？　ワシも太巻きのほうがいいぞ」

「だって、おまえは『ふーふー』すれば霊力を増すんだろ」

　とはいえ、静江さんの家で「ふーふー」するのは照れくさいので、智宏はわざわざ重いのを我慢しておでんを外に持ってきたのである。なぜ、おでんなのかは、熱々の食べ物といえば、それを真っ先に思いついたからで特に深い意味はない。

「馬ば鹿か者もの、ああいうのは雰囲気が大切でだな……」

　ぶつぶつ言っている珠たま枝えを無視して、智とも宏ひろは大根を箸はしで取ると「ふーふー」と息を吹きかけ冷ましてやった。

「ほら、『ふーふー』してやったぞ」

「むっ……しかたないのぉ」

　大根を差し出されると、珠枝も渋々ながら顔をこちらに向けて、口を大きく開けてぱくんと食べた。

「ふわっ！　あふっ、あふいふぉっ、ふぉもふぃろ！」

　珠枝は口の中で大根をはふはふさせながら、なにやらわめいている。

「えっ、そんなに熱いか？　すごい性能だな、この弁当箱は」

　まあ、これだけ熱ければ珠枝の霊力もさぞや増すことだろう。

　智宏は真っ赤な顔をしてじたばたしている珠枝に、今度はゆで卵を勧めようとした。

「ふぁはもほっ！　まふぇっ、まふぇっ！」

「なんだよ、遠慮せずに食べろよ。ほら、『ふーふー』って、もうこれなら大丈夫だろ？」

「なっ、中がはふいのだっ！　ひょっと待てっ！」

　珠枝は口を押さえて、しきりに首を横に振っている。まだ口の中では、大根と悪戦苦闘中らしい。



「おやおや、相変わらず仲が良さそうで」

　二人だけしかいないと思って、智宏がすっかり油断していたところに、思わぬ人物が声をかけてきた。

「わっ、なんでこんなところに！」

　声をかけてきたのは、兼かね康やすと真ま希きの二人連れだった。

　いつもは背広とストリート系ファッションで決めている二人だったが、今日は珍しく揃そろって長なが袖そでシャツとジーンズ、そして背中にはリュックという格好だった。

「はははっ、これから猫の里までハイキングですよ」

「ハイキング？」

「この前、台無しにした宴うたげを仕切りなおしにね。猫の怨うらみは恐ろしいですから、きちんと謝罪をしておかないと」

　背中に背負った重そうなリュックを叩たたく。おそらく中身は酒や猫缶なのだろう。

「たくっ、せっかくの夏休みなのに……」

「この前は海だったんだから、今度は山登りでちょうどいいだろう？」

　不満げな真希を、兼康は苦笑いを浮かべながらなだめる。

　智宏が見たところ、なんだかんだ言って真希も兼康と一緒でまんざらでもない様子だった。

「だったら、オッポたちによろしく伝えておいてくれますか？」

「ああ、それなら……」

　兼かね康やすはちょいちょいと茂みのほうを指差した。

「あっ、はははっ！」

　その指さす方向を見て、智とも宏ひろは思わず顔をほころばせた。

　その茂みからは、智宏たちを案内してくれたデブ猫と、二ふた股またの尻尾しつぽを優雅に動かすオッポ――そして、ピンと自慢げに尻尾を立てたマロニャーが顔を出していたからだ。

　智宏と目が合うと、三匹は揃そろって目を細め、上機嫌な声で一鳴きした。

「にゃ～あ」

　きっと、今こ宵よいも良い月夜となるだろう。

おわり
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　私には、されると困る質問があります。

　それは猫と犬、どちらが好きかということ。

　こればっかりは答えようがありません。

　超然とした雰囲気ながら、どこか愛あい嬌きようのある猫。

　つぶらな瞳ひとみでこちらをじっと見つめて、どこまでもついてきてくれそうな犬。

　どちらも大好きなのです。

　それはもう、珠たま枝えではありませんが、思わずもふもふしたくなるぐらい大好きです。

　そんなわけで、二巻では犬を登場させたので、これでは不公平かと思い、本作では猫をたっぷりと登場させてみました。

　もう、全編にわたっていろいろな猫がにゃーにゃー大騒ぎです。

　猫じゃないはずの登場人物たちも、なぜかネコ耳をつけてにゃーにゃー大騒ぎです。

　そうそう、ネコ耳とウサ耳、どちらが好きかという問いかけも困ってしまいますね。

　どちらがいいかなど決められるわけがありませんから。



　ところで、猫というのは群れを作らない動物ですが、時々、駐車場や空き地で何匹か集まっているのを見かけます。

　単に暖かかったり、涼しかったりして、その場所の居心地が良いから集まっているだけなのかもしれませんが、なにをするわけでもなく猫たちが集まっているのを見ていると、なんだか私たちの知らないところで彼ら独自のコミュニティーを作っているのではないかと勘ぐりたくなります。

　昔の人も同じことを考えていたようで、猫が夜な夜な人間たちに隠れて宴会をしているといった昔話はいくつも伝わっています。

　化け猫というと鍋島化け猫騒動という有名な話があるので、人をとり殺すという恐ろしげなイメージが強いかもしれませんが、ちょっと調べてみると貧乏寺の和尚に恩返しをするといった優しい猫の話もたくさんあります。

　この物語では、道ばたで出会ってきた猫たちや、いろいろな昔話からのイメージを元に、私なりに空想した猫たちの社会を描いてみました。

　書いてみて思ったのは、それがこれまで私が描いてきた妖よう怪かいたちの社会とよく似ていることです。きっと、あのようにとにかく陽気に浮かれ騒ぐ雰囲気が、私にとっての理想郷なのでしょうね。

　ちなみに、作中に登場する猫ねこ又また権ごん現げんという名称は、新潟県栃とち尾お市しにある南部神社の通称から拝借をしております。猫好きのかたはお参りをしてみてはいかがでしょうか？

　

　今回、猫と並んでいろいろ活躍した黒い彼女は、このシリーズが始まってから、いつかは出してやろうと思ってきたキャラクターでした。

　ですが、なかなか登場させる機会が無く、イメージだけは先行してふくらみ続けていたので、本作で彼女の活躍を書くのはとても楽しかったです。今回は敵役みたいな感じでしたが、今度はもっと良い役をさせてあげたいですね。

　私はおきにいりの彼女ですが、皆様はいかがでしたでしょうか？

　しかし、そんな黒い彼女のおかげで、智とも宏ひろと珠たま枝えの二人は重大な決断を迫られます。

　どうすることが二人にとって一番良いことなのか。智宏を取り巻くモノたちは多くのことを教えてくれますが、最後にその答えを出すのは自分自身です。

　そして、それが正しかったのか、間違いであったのかを判断できるのも、自分自身だけです。本作での智宏の決断が正しかったのかどうかは、これからわかることでしょう。



　最後にマロニャーのモデル提供や、猫の習性についていろいろと教えていただきましたＳＵＺＵＮＥ様には深く御礼を申し上げます。いつもお世話になっています。

　そしてもちろん、このシリーズを応援くださっている読者様にも最大の感謝を！



内うち山やま靖やす二じ郎ろう
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　内山靖二郎（うちやま・やすじろう）

　　東京在住。趣味はＴＲＰＧと呼ばれるアナログゲーム。あとは食い道楽とお酒。

　　生き物を眺めるのが大好き。ほ乳類、爬虫類、両生類、他いろいろ、なんでも来いです。深海性のナマコも可愛いです。

　　その中でも、毛がふわふわして、まるっこい感じの生き物を見ると魂が奪われそうになります。鳥のヒナとか、ハムスターとか子ウサギとかはかなりヤバいですね。



　イラスト

　真田茸人（さなだ・たけと）

　　千葉県出身、千葉県在住。３月14日生まれ。

　　房総半島に住んでます。

　　東京に住む知人に、房総半島って島だろ？

　　んで、船でしか行けないんだろ？　って言われました。

　　そんな今日この頃。

　　僕は頑張ってます。



　　ホームページ「pumpkin jet!」

　　http://pumpkinjet.web.fc2.com/
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